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.:習日催(13・

受講料 10 ，000円

Ｈ講義は Ｙ Ｚ ＳＰ ｾ ＱＶＺＳＰ まで行います 。 Ｉ

.:習日産2日ぷ・

〔購入指定図書〕
1級建築工事技術者試験

第二部( 実地試験) 受験用テキスト 〔改訂第 2 版〕定価2，700円 送 料500円

.:' 上 !e図容は、一般販売もいたしますが、昭和61年度に発行されたものです。

既にお持ちの方は 、購入の必要があり ませんのて' こ. ，王意下さい。

e野 建設省 一 ( 間 一 所

建 築 施 工 管 理 技 術 研 究

〒162 東京都新宿区市 ヶ谷砂土原町 3 4  ( 生泉 市 ヶ谷 ビル)

T E し 0 3- 2 6 8-8 7 5 1

。詳しくは 、案内書 を上記主催団体まで電話またはノ、ガキにてご請求下さい・: ・

A

ム

玄

. 試 験 に つ い て .

1.試験実施 財 団 法 人 建 設 業 振 興 基 金試験研修本部

機 関 〒105 東京都港区虎ノ門 1 - 2 5 - 5 第34森ビル内

T EL  0  3  - 5  0  2  - 6  1  3  1  

2.受験申込

受付期間

3. 試 験 日

昭和 ＶＲ 年 Ｗ 月 ＳＱ 日 Ｈ 金 Ｑｾ 8 月 14 日(金)

① 第一部( 学科試験) 免除者および② 昭 和62年 度

第一部( 学科試験) 合格者とも、ニの期間に各自

で必ず受験 申 込 をして下さ い。

( 詳 しくは，受験申込用紙に同封の 「手引き J をご

覧下さい。)

4.試 験 地 札 幌 ・ 仙 台 ・ 東 京 ・ 新 潟 ・名 古 屋

大 阪 ・広 島 ・高 松 ・ 福 岡 ・ 那 覇

5. 受 験 申 込

用 紙 販 売

機 関

(附北 海 道 開 発 也 会 ・聞東 北 建 訟 協 会 ・ 悩営 健 協 会

側関東建 段 弘済会 ・仙北 陸 連 段 弘 済 会 . Illi 中 部 建 訟 也 会

附近 後 建 往 協 会 ・制中国建役弘済会・ 他)四 国 建 役 弘 済 会

側 九州連段弘済会 ・附沖縄県建位指協会

上記団体以外に、書都道府県建設業協会の中でも販売している

協会もあります。詳し〈は、地元建訟撲協にお問い合せ下さい。

6. ょせ σコイ也

. 受験申込用紙は、 6 月上旬よ り販売きれる予定てで，す。

[i ………手
一部 ( 学科試験) 合格者は 、( 財) 建設業振興基金 より 送 付 |

される讐類で受験申込を行 って下さい。 I

また ，昭 和62年 度 第一 部( 学科試験) 合格者は、合絡通 |

知書 に同封してあ る郵 便 振 替 払 込 用 紙 で 8 月 14 日制 まで 1

に受験料を払込んで下 さい。 I

昭 和62年 11 月15 日(日)
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ヲラフレッワススポーツフロアー

〈特徴〉

表而シポN またはフラ ット 2.2mmJ 写の泡

ビ磁 而 ｬ こ ｐｖｃ ｬ ｩｱ ｾ Ａ 気 泡体ス ポンジ 中 ｲＯ｜ｊ

にグラスファイノてークロスを圧着した

長尺 ｾｩｩｬｴｴ 塩ビ スポーツ床 材 。

・材質

①表層が10日%庖ピのため耐摩耗性が特

に優れている。

③グラスファイパ は伸縮を防ぎボ

ルパウンドを良くしている。

③下層のスポンヂは単独気泡体で吸水、

吸湿性がなく復元性も優れている。

④断熱効果が優れ結露しにく い。

⑤サノソール混入の効果により材質の

老化がなく 20年経過後の現在も変化

がない。

・使用上

①表面のやわらかさと局部弾性に優れ

緩衝作用が大きく安全性が高い。

②木質フロアーに比べてややすべりに

くい適度なすべり。

③現代スポーツにマッチした色彩0

・維持管理その他。

①施工が簡単( 接着施工後ジョ イント

ｾ接Ｉ。

②日常水域で良L¥。

③木質に比べ経済的。

スーIf' ーフレッヲス

〈特徴〉

製品商と走行菌、維持管理

・製昂そのものが工場にて製造されるため、仕織に基づいた性能力、保守できる。

①指定された厚み硬度が誤差なく製造で

きる。

②裏面が凹凸状になっているので反発弾

性が大きし ¥0

③最高一30' C- +90' Cの温度でも影響さ

れることがない。

④表面がエンボス状なのでチップがとれ

る心配がな L¥。

⑤ 12年間の耐用年数を経過したが異常が

認められない。

⑤表面にチップがないのでスパイクシユ

ーズのかかりが良く最大限の牽引力を

与える。

〆

⑦コ ナーカーブにおいて、表面にチツ

プがないので外側に伸びたり横ぶれが

しない。

③長距離ライナーにとっては、摩提言係数

が小さいので足裏が熱くならない。

⑨ ゴムシューズで競技を行ってもチ ップ

がとれることがなく正確にフィット し

走りやすい。

⑪ラインが鮮明で走りやすい。

⑪砂、土、ゴミ、ほこり等の清婦が簡単。

⑫汚れはナイロンプラシ等で水洗ができ

る。また、ひどい汚れ、; 由、シミは中

性洗剤で清浄除去できる。

PEast  c。rK23333ク

〈特徴〉

・断熱効果を持ち、保温性にすぐれています0

・吸音性にすぐれ、防音の役目を果します。

・コルクに弾力性がある為、復元力にすぐれ、机、イス等のへこみも殆んど

跡がつくことなくもどります。

・寸法( %) /3.2 x  300 x  300 ・3.  2  x  150 x  900 ・5x300x30日

・用途/ 集会所、学校、保育所、幼稚園、図書館、資料館、老人ホーム、

領祉施設、マンション、住宅台所、その他

壱ジデフアイシタイ1/'( ラパータイル) 白

〈特徴〉

・歩行音を吸収し、静かなスペ スが出来ます0

・耐火性、耐水性、耐摩耗性にすぐれています。

・ゴム特有のスベソがなく、安全性がすぐれています。

・寸法( %) /3 x  500 x  500 ・用途/ 各種建物、玄関ホール、通路、レストラン等

(その他、銀商昂 )1く円C マット、 1く円C チェッ力一シート、セラミックフロア一、点字タイル、テラソータイル、タラフロア 、工 スト ン、 ウレタン、エポキシー塗床、

グランデックスポ ツタイル、ガスケット、シ ル材、コルクシ ト、テ口イデコ ル、システムキッチン、各種防娠材、各種工キスパンション、一般ゴム関係

a ・h 日本総発売元

%hPヲリヤマ株式会社 主京支Z2若者24Z立よ三日J1JZJHi 主Lf 言語 222231おお訟222i 諮

営 業 所 / 名 古 屋 ・福 岡 ・岡 山 ・広 島 ・ 大 介 ・長 崎
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⑥ 日満ゴム工業株式会社

ノーマンラパーの特長

・多目的用途のハイテ ック感覚 ・ソフ トな歩行感

・優れ た耐火性 ・優れた耐反射音特性

・ フ ァッショナブルに基準色21色

ノーマンラパーの用途

レ

デパー ト/ 広舗 ・インテリア / ディスプレ ー/ 音響施設/ 銀行/ 各種公共施設、等

N 9 0  I S -T Y P E  

N 9 1 4 S-T Y P E  

N 9 1 4 R-T Y P E  

N 9 0 6 R-T Y P E  

ハイテ ック床材 「ノーマンラパー」

規格サイ ス: / 500'%， x  500'%， x  3  _3' %，(，厚)

東日本発売元 東京日満ゴムタイル商事株式会社

干 111 東京都台東区浅草B丁目8-3 TEL03- 871- 3561 ( 代表)

西日本発売元 大阪日満ゴムタイル商事株式会社

〒536 大阪市減東区関白1丁目Eト11 TEL06- 939- 3521( 代表)



ブラジルの建築家を囲んで

‘ 一一風土と建築一一

ブラジル・日本・ BRAS I Ll A

. E DS ON.  T.  HORI 氏のご紹介

1938年 サ ンパウ口市に生れる

1963年 サ 仰ぐウロ綜合大学建築学部停業

1965- 68年 京 都 大 学 工 学 部 縫 築 学 科 上 回 研 究 室

1970- 79年 T. HORl .ARQUITEη JRA PLANEJ AMENTO LTDA 

1979- 87年 PROFESSOR OF BRASI UA UNIVERSITY 

・主な作品

MI CHELl Nタイヤ工場/ サ ンパウロ地下鉄 4 駅

J APAN S T E E L  T OWE R  BUI LD 

COMPAF I L  PAPE L  E  CELULOSE.  S. A  

一一都市計画は Luci o Cost a、建築は Oscar N  i emeyerの

設計により、 1960年、新首都ブラジリアが誕生、世界の

話題作となる 。光と水を採り入れ、コ ンクリー卜とガラ

スによるモニュメンタルな理怨都市 *プラジリア砂一一

しかし、 20数年経た今日、設計者が他いた当初の意思

とはかけ縦れた日常生活が営まれているという 。

理想都市が如何に変貌していったか、背都ブラジリアに在住され、

その移り変わりを自のあたりに見てこられた佳築家E DS ON. T .  HO-

RI 氏。

同氏を協会ラウンジにお迎えし、ブラジリアの変容や、プラジリ

アが提起した今日的な課題、風土と建築との関係、都市のもつ社会

的な課題などについてお話を伺いたいと思います。

夏の夜のひととき、多数の方のご参加をお待ちいたします。

日 時 1987年 7 月31 日( 金) 開会 18: 30→閉会20: 30

会 場 日本佳築協会 ・ラウンジ( 大阪駅前第 3 ビル ・21階)

講 師 E DS ON. T.  HORI  ( 堀哲朗) 氏 / P R OF E S S OR O F  

BL AS I L I A UNI VE RS I T Y建築学部副部長

定 員 40 名

参加会費 会 民 1 ，200円

( 当日受付にていただきます)

会只外 1，500円

申 込 ハガキまたは電話にて、氏名 ・勤務先名及所属部謀名 ・

i ' 主給電話番号・参加証送付先 ・郵便番号、会員・会員外

の極別及び催し名称 (1風土と建築J) を本会事業課まで

ご述絡下さい。申込締切日 7 月24 日( 金)。

定員超過の場合は抽せんにて決定の上、参加証をお送り

いたします。( 日本建築協会事業諜 干530 大阪市北区篠田 1- 1

3  2100 大阪駅前第 3 ピル 21 F  T  E  L  06 348- 0633)  

〈プロのノウハウ〉シリーズ

ｾｲ 鉄骨工事の現場学 ｊ ( 石田満高著)

発刊

標記図書が、この 6 月20 日に発刊されました 。

鉄骨工事は、通常他の工事とともに一括して元請の総合建築業者

に発注され、下請の鉄骨加工工場の選定と契約は元請に任されるた

め、低伎の小規悦な工場に安値で発注される傾向にあります。鉄骨

の品質は末端の作業只の技量に任されるのが実情で、これを監理 ・

指導する立場にある工事監理者や元請の担当技術者に鉄骨工事に対

する十分な知識をもつものが少ないことにより、とくに小規模な建

日本建築協会会告 一 一

4 マイドームおおさか新築工事の見学

一一一大 阪 中 小 企 業 振 興 セ ン タ ー

大阪 ・絵屋町筋にある大| 仮商工会議所の北隣に、ドーム状のシン

ボリ ックな屋般をもっ「マイドームおおさか」一一一一大|坂経済の新し

し、振興拠点としてこの 9) ] にオープンしますが、今副、目。大阪中央

地場産業娠輿センター並びに日挫設計、大林組・竹中工務府 ・銭高

組 ・泌池組共同企業体ほかご関係各社の特別のごl写立とご協力によ

り見学できることになりました 。 多数のご参加をお待ちいたします。

日 時 昭和62年 8 月 4 日ω 集合 14 : 00→解散 16: 30

集合場所 現地・マイドームおおさか ・正面玄関前付近、日際会旗

はし … 問 …I胤似 削側例州山…111川11問j川叫 J Iけl … 下 … 騨州山…筋桝叩山本柑州困町f

F'恥lド主人、 従』砂'V1ω0分 位j皮且

大阪商工会高所内北町草 (大阪 コク サイホ テルの*隙)

定 員 40名

参加会費 会員 500円 ・会以外 800円 ( 当日受付にていただきます)

申 込 ハガキまたはＧ，｛ｌ，活にて Ｗ 月 ＲＴ 日幽までに本会 Ｇｪｾ 業課へ 。

( 申込 'F項その他は左記の講演会に準じます)

. 建築概要

iJ! ぷ I也 大阪市京区内本町fιiJI 町58 13  

発 n  fi n- t 団法人大阪中央J出場1>l: 1i 似l J¥f セン タ一

品 川株式会社日ＴＮｉ｜ｾ，， Ｑ

地 仁4. 1¥ ｾ長・附大林車ｬ｛ Ｎ 附竹中 ｌＮｦ ￱ｬ ， ｬ［ 附銭向組側 ｩ 串池 Ｊｊｉ ｊｴｬ ， Ｇｊｾ ト草体

1江 主 ¥. 近畿1丘公 L' 州 附 近 鍛 l : : t <l 咽八千代' ' ; I l . 設工:t 附 J七1.'1昔、主体

毛 訓Ｎ附 三 地も凋・ ｬ ｬＧ ｬｴｩ にた胸 ・ ダイダ ン 附 ｊｾｉ［ｩｬ 企業体

衛生ーＨ附丙Ｑｊ［ＨＱ ｴｲ Ｇ ｪ Ｎ ｾ Ｚ 宜 ， ＱＪＧ 山 ｭ 仁ｴ［ Ｈ 附共 ｛ｩｩｊ 企業体

対降機 ( ) 住用他) 日本才 一チ スエレ ベー タ鮒

I;i 物用 } 7 ジテ ，7附

般 I也 lfii ft'( 5.298.9001 

4.1¥ ｾ＠ lfii ft' (  3.890町

延 f本曲i fl'( 31. 250m 

Wi 込. 1; l J . 1民鉄1 ' t鉄筋コ ン7 リー トj1L. ! 也ド 3階 地 上 8階

ｩｬｬ 物ＨＮｾさ ＳＹ Ｎ Ｘ ｭ

L  JUI 日目初60年 5 JJ - II !l有162年 7 JJ "fミ

築鉄骨は「欠陥鉄骨J 1不良鉄竹J になりやすいと言われています。

このような事情に鑑み、工4Hi 主理や品質管理、指導監特などに従

事している若い技術者に、建築鉄骨- に関する最も初歩的な知識を提

供することを目標に、本. J : .t は占かれました 。

鉄骨製作手/1頂の細かい留意点から工事工程のチェ y クポイントま

でを詳細な図とともに丁箪に解説しており、失敗のない工 'j1- 完成の

ために示されたノウハウ 50ポイン卜は、設計者にとっては格好の鉄

骨技術習熟香といえるでしょう 。

執筆者の石田満喬氏は、現庄は石田設計事務所を主宰しており、

構造に長い経験と笑紋をもち、建築教育にも携わってこられた第一

入者です。

定価 1 ，800円ですが、事務局でお求めの場合は 100円割引となりま

す。購読をおすすめします。

住築と社会/ 1987年 6月号 3  



日本建築協会会告

日本建築協会創立70周年記念事業・ヨーロッパ研修旅行参加者募集

@  

世紀末の建築を訪ねて

( 仮称、)

19世紀から 2日世紀にかけて、ヨーロッパの建築

思潮は「世紀末」という時代の雰囲気の中で、ネ

オクラシシズムからアーツアンドクラフト、アー

ルヌーボー・ユーゲントステイル、アールデコへ

と移行しつつ、 2日世紀に全世界を席姥したモダニ

ズムの萌芽を形成しました 。

しかし、そのモダニズムという建築思潮も当初

はラデイカルであったけれども、 20世紀末の今 B

では、建築に対する社会的、文化的な要請に応え

きれなくなり、ポストモダニズムとして諸々の機

相の建築がつくられ、いまヨーロッパではパりを

中心に i舌況を呈しています。

このようなヨーロッパの建築的状況のなかで、

当会では、今秋に「世紀末の建築を訪ねて( 仮称)J

と銘打って 19 ・20両世紀末の建築を対照しながら

見学する旅行を企画しております。

詳細は次号( ，建築と社会・ 7 月号J ) 会告織に

て発表しますが、概要のみお知らせします。

- 旅行期間 1987年 H 月218 Ｈ土 Ｉ ｾ ＱＲ 月 Ｕ 8  ( 土)

<158 問〉

・主な訪問 ウィーン、フランクフルト、ダルム

都 市 シュタット、デユ ツセルドルフ、ブ

ラッセ J レ、ノ f り、グラスゴ一、ロン

ドン

・募集人員 25名

・ 参 加 費 用 会 員 約 42万円

会 員 外 約 44万円

( ただし、参加人員により多少の増

減があります)
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日本建築協会会ロ

昭和62年度

4 日本建築協会評議員(附

昭和62年度

4 日本建築協会役員会務分掌(帆

よ: (銭 高 *J1)

児 ( 多井建築研究所 )

川

陣

中

t，s  

)1: 

」

H

J

叶

タ

ア

議 長

副 議 長

( 点畑主主 &li Ｇｉｾ 筏所 Ｉ

( 日 怨 設 " 十)

Ｈ 安 ｾｭ 築設， ｩｲＧｬι 務所 Ｉ

(m r有 大 小) )  

} 総務・会計 ・制J . l H日当

( 日 住 at ，;1- )  J  

( )j:[知1，総 築 事 務 所) 1  

ト 会勢 ・ Ｇｪｾ 業・研修 Ｑ Ｑｊ当
(松 村 組) J  

次

怯

剛

山

地

正

州

本

野

立

袋

川

村

京

一

啄

佐

足

築

市

絞

名古普会長

長

長
会

会

副

( 電気部門)

| 本部所属評議員 |

z'

明

宏

公

騰 ( '1' 央 1正 公 工 業 )

失 ( : 来 If，( 1". :'fi l  

造 ( ヤ マ ト 1正 公)

二 ( 近畿' ，t ，: 公 r. '1，)  

t並( 八 千 代 川 a没 [ 業)

ハ

い

同

水

恭

れ

村

市

町

本

巻

紙

A

1

栗

山

旋

山

石

( 技術部門)

三 ( 大 阪 市 都 市 +'iHilil"j 1  

夫 ( 京阪屯欽 'j，Ji" !1'!U' .H)  

夫 ( 古印有IlrlHI l U' i 研究所 )

尚

IflI 'J 

本

村

山

石.

ｾ＠

fJC 

雄

( 管工部門)

主主 ( 三 比 Ｎｾ 淵 Ｉ

ｾｉ｜ Ｈ＠ :美千口 調 以 [ た)

If' ＨＭＡ佐 Ｈ 扶余ｾ ［ 1: 業 )

よ{ 右 UJ'l i'i [. ;!t )  

光 彦( ダ イ タ ン)

己 Ｈ ｗ Ｎｦ Ｑｭｮ 長 ｡ 没，［Ｑ・ ｊｾ 務所 Ｉ

司( 山 川 r. 務 1，1，)

文( ＱＩｴ 雄主 ｬｬ ｕＧｩ ，段Ｂ卜 ｊ ｾ 務所 Ｉ

敬 ( 宮崎辰i 工郎ill 築 'I} 務所 )

登( 大 之 本 ill 没)

幸 夫Uu IfI ＱＺ務 ｉｾ ， )  

手IJ 夫 ( 長谷部位聾J 9: ，H-!1与務所)

千 秋( 安 井i l l *at " l'  'J ，{ 張所 )

康 雄(小 池 斜i)

征四日IW1. ¥図ー級H革設計 '1場 所)

( 建材部門)

年 光( ;タ ジ ' 7 )  

苧太郎( IJi ¥11I セ j ン ト1ヒT: )

忠三自II ( ‘ 1< UI 1 イ ル )

義 夫U: ill r. ;!t )  

正

武

維

辰

藤

尾

瀬

下

本

三 ( 大阪工業大? 工'γ 百11)

雄 Ｈ 近畿地位京都 Ｇｪｾ 務所 Ｉ

怯 ( 米 国 往 設 工 務 的 ) :  ｴＮｾ＠

男 ( 多- 11: ill 築 研 究 所 ) : 般

有文 ( 大阪府千 里住 宅管理'11時所) (  I11 

松

IlJ 

|支部所属評議員 |

山

田

勝

原

) 1: 予

相11 目!f.

iな 口

Ｇｬｾｻ＠ Ih奇

稲ｾ

lI'l III 

長谷部

六 回

小 池

.'.1.' 閏

、

1

1

2

バ
1

M

山

h

川

-
A

Hリ

山

市

左

久

万

宰

<ifJ 美( r . 1 I 車U)

日 出 夫( 泌 m 組 )

敏 雄( 戸 IE ill ぷ)

保 夫(銭 高 *ll )

戊 H ! J ( 新 工 務 所)

敏 男(奥 村 *11)

時 ( 町 長 木 工 務 1，1，)

一 ' コ ー ナ ン ill 芯)

ー ( 束 手口 組 )

自II (絵 村 組)

ー ( 大 日 本 1: 本)

進 (欽 往 独 創

作(安 藤 ill 没)

二( 泌 池 剖 l )

次 ( 三 井 ill 設)

次 ( 岩 出 ill ぷ)

?Hモ リ タ ill 没)

( 総合部門)

イi 井

大 塚

! j j ，山

尚 僑

' I' f' 村

三 本

山 田

Jf， ( 粕

-1' 0  a  (兵

JI ニ J-. 百l

内 村 俊

上)JII 世田

1'1' 凶 幸

(1 ，(j ，fft 

向 I毛 ir'i

岩 lH 正

獄 図

外 ( 人・ 林 車lυ

普 (11[1 如 Itlt lil 一)

峻 ( 続 発 冷 然 ;

自11 戸 凹 i s 訟)

夫 川 Ij¥ J 9 : 業 }

良11 住 友 'lti ｾＩ＠

ー フ 〆 1 1:  :f< 

ー ( 愛知l 工 業 大 学)

宗 (1，' / 水 ill 設)

L!i l 第 一 工 業)

二 竹 中 工 務 山)

( 総務) 5 名

iえ ifl f. 正

大 林 )j

河j 池 藤

中 西

0 村 上 秀

( 会計) 5 名

奥 村 俊 夫 奥 村 組)

杉 浦 敏 郎 (三 織 _C 業)

銭 向 善 雄 銭 J5 組 )

‘jL t邑 勝 l ダ イ ダ ン)

O ljij 野 慶 太 郎 あ め り か I;{ )

( 編集) IOr， 

0 )1: 上

O 金 井

金 多

O小 品

高 木

竹 中

O 長谷部

O絵 村

法 山

O il i f.辺

( 会勢) 12名

浅 沼 茂

0 向l常任f型事)理 事

一
味

υ
地

則

仲

汁

山

系

篠

西

市

本

多

悩

イ丁

久

繁

阿

修

0 大 問

。 岡 本

織 苦11

hn ri!長

川 岸

O 小 林

Oif 5 1 1  

中 仏

成 ｪｾ Ｑｩ

明 書 内 史

O 八卜 j込 他

( 事業) 7 名

板 井 ・;ι 介 熊 谷 組 }

今 村 祐三 郎 ( 大阪illJ 生業協会)

iii 水 J定一日11 ( iI' f 水 工 業 所)

O 西 村 良 平 阪 急 '，I!， 欽)

原 紘一自11 大阪市都市盤情局l

d草 木 鍛 三 藤 本 工 務 府、

O 三 品 哲 夫 {大阪市建聾技術協会 )

( 研修) 5 名

0 片 倉 健

立 野

平 問

原 因

松 岡

.ui t  ( ili i毎 1臣 会o

日11 (大 林 組)

同 地 組)

7 ン テ ン )

大阪域ホ ール)

1f: 

Jミ

.ui t  ( j!i: 般 大 ザ )

日11 (ユ ニ オ ン)

男 (半田住聾柵造研究所)

ifi ( 大阪府主I ! 築 錦)

犬 大 成 ill 設 j

一

{

疋

明

開

…

I晃 ( ｉｾＧｾ 怯 Ｊｬ ｬｬ

次 (日 本建築I t告試験所

i紫 点 術 大 学

雄ぬＦ ｾ 姐Ａ $: )  

登 住宅・部市!;l価公団)

ー ( 竹 中 工 務 l古)

自11 ( 日 ill ，設計)

三 ( illi 辺設，，j ')

繁 ( 近畿 '.lt 気 工 事)

， 色、見 ｴｾｲ ｾ ｾ ヤ ， Ｑ ーＩ

弘

抽

開

朔

附

匝

組)iI.l 犬 (浅

悦

額 比 百 ｾ i澗)

回
..c 

'" 

Ift 四民11

- 常務理事

色，，. 

- 尾*l! 

弘

}ト

至国

新di 

絵専務理事

( 監事)

牧 田

昭和62年度

‘ 日本建築協会特別委員会委員 敬桝}

5  

‘ 日本建築協会支部長(山 )

一 ( 愛 知1 r: 業 大 γ: )

.ui t  (紛 Bよ [ . f : 活用! )

俊 ( H 新 ill ぷ r: 業)

枕 Ｈ 河内Ｍ￰ＡＮｩＧＮｴ，没，､Ｂ ｉｾ 務所 ＩJ姿

山

一

同

議

山

内

h

r

作

吋

レ

し

げ

つ

I

4

J

H

 

東 海

京 都

和歌山

中 国

. 企画委員会 協 会 の 今 後 の 運 営 を 検 討 、 審 議 す る

三 品 哲 夫 ( 大阪 rli 処築技術協会 )

片 合 健 雄 ( 近 畿 大 学 建 築 学 科)

村 ヒ 禿 犬 ( 大 阪 城 ホ ー ル)

絞 村 康 三( i ni 辺 設 計)

原 旺l 明 治 ( 大 阪 府 ill 築 苦11)



一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

昭 和62年 4 月22 日 開 催 の 定 例 理 'J';. 会 に お い て 、 下 記 の と お り 各 常 設 委

員 会 委 貝 を 委l嘱 い た し ま し た 。 (敬林略 。向l委以此⑧委J . H長代行 O印uill 1i!.u

bC e:l ff! l，ill 'Il;.u 1企代行 A 印将 '1> . . 斡 'IHI:行 ・印顧問i 峨 I品名は略体を用いました )

昭和62年度

4 日本建築協会常設委員会委員

4 八 郎 ( J+(畑ill 築事務所 )

宗 成 大阪工重大字短踊た持軍

隆 ( 邪 品 工 業 高 校

男 布 施 工 業 局 校

直11 ( 日 建 設 計)

- 建材委員会

ill 材のコ ンサルタント 新住材の紹介

イT 光 平IJ 治 ( 成 品 ill ぷ)

板型l ' ljj ( 銭 荷 車 且)

猪 野 迷 雄 ( 竹 中 ιf l i Ｉ ｾ ｩＩ＠

場 11 勝 ( 人・ ill ，設 ;lJ- )  

!間 本 長 城 ( 品22型事組銑)

阿 山 {言 ( 奥 村 組)

。 金 井 弘 次 { 日斜線縫合試験所 )

亀 井 明 住 宅 部 市 帥 公 団 }

北 山 f舌 (松 村 総1

小 西 努 ( 大 成 也 設)

近 藤 達 夫 大 日 本 上 本

来 木 俊 昭 ( 日 ill ぷ ，1' )

末 村 博 志 (大 林 組)

高 野 道 雄 ( 戸 即 位 設)

竹 III 三 夫 ( i[l 池 組 )

尚 必 輔 (熊 谷 組)

'1' 川 徹 (h'l 水 池 山

中 原 泰 ( 大 阪 セ メ ン ト)

西 川 純 一 ( 昭 拘I 説，， 1' )

k 谷 川 宏 日本建築総合よ式厳所 ，

d長 野 鍛 造 藤 本 工 務 1古}

伯 ti 紳 安井建聾設計事務所 ;

* ぬ ! 内 三 自11 ( jf; ・京 郎 大 学)

牧 田 顕 治 (新 井 組)

松 本 主主 ( 東側建築 '1>務所 )

元 木 貞 次 東洋柿エンンニアリング、

保 田 幸 H召 ( 近畿地J 5ill 設局 )

山 田 幸 一 (関 西 大 学)

米 正 弘 ( 大阪府営* 11毛)

波 辺 |噂 (新 日 本 裂 鉄)

育

勇

内

山

雄

毛

川

町

R

H

崎

出

三

水

酒井. i l l ifi (野 村 ill ，没工業 )

下 村 健 治 ( 修成建設専門マ' =! r l '

田 村 美 喜 男 ( 1 t ! l 附 子)

棚 僑 和 夫 (銭 高 組)

中 西 稔 (阪急エノジニアリング )

枚 田 祐 一 ( 近 畿 電 気 工 事)

宮 内 宏 ( 東洋コンポジト )

積 地 勲 ( 関 西 ;II )J )  

( 若い会員の集い小委員会)

O石 川 股 介 ( 泣 般 大 ' { ' : )

ム 生 JI二 品 樹 ( 阪 急 1正 鉄)

ム 大 塚 俊 子 ( 大 林 * J l )

6. 1み l盗 男 (安轟忠雄建聾研究所 )

ム 国 代 純( 大阪」芸術大' 下 )

i河 音11 ＱｊＡｾ＠ i台 ( 坂合ill 築研' 允所)

池 杉 文 昭 ( 近畿地 J5挫ぷ局 )

内 { 中 毅安井建聾設計' 開所

小 湾 問 子(古ザ車忠明き号後)

小 田 f I 基 一 ( 大 林 組)

大 川 相 彦 ( 大 阪 府 建 築 部)

大 原 紀 子 (7 ト' ) エトリ 7 dル)

岡 本 降 ( f:I ill 設，i ) ' )

*  1変 f己 ( 大 阪 大 学 )

悶 江l 幸 雄 ( 尼 崎 未 来 協 会 )

児 山 智 jこ ( 神 戸 大 学 )

桜 井 則 雄 ( 大 林 組)

鈴 木 道 了 ー ( 討i 辺 at ，it- )  

凶 'j' 康 ( 大抗措設計 '1. 萌所

龍 野 公 平IJ ( 太阪市都市笠協同1

辻 本 英 チ 大阪ガス住宅制炉

予 jゐ 広 行 住宅邸市鐙備公関

長 友 理i J.t子 ( ＧｩｾＧ 家主 ｉｉ 築，山内 Ｉ

d説 得 繁 男 (鴻 池 組)

三 好 五 I f 隆 ( ') Ｇｾ ク Ｉ

. J ' 0限 章 Ｈ 竹中工務Ｉｾ［ )  

絵 本 明 Ｈ 小河強襲ｾＺ Ｇ十Ｇ問所

宮 崎 良 彦 ( 大阪市公同) ，，) )

宮 野 道 . l J t ( 大 阪 市 立 大 学 )

山 野 達 夫 (浅 沼 組)

山 本 淳 (治 水 ill 設)

米 チ|ニ 究 ( 束畑挫築 '1.務所)

i主 総 公 介 ( 竹中工務l占必1部 }

@ 加l Ii暴 力 { 州 工 芸 雌 蝉

ｾｴ＠ i平 修 一 安井建築設計 '1場所

小 林 正 純 ( め水位J 11没J十部

ｏｲｲｾ＠ i新 政l 康 ( 大 建 設 計)

腕 イLJ I 夫 ( J +( 畑建築 '1壬務所 )

中 山 降 ( 昭 和 ぷ ，;1' )

林 浩 二 大 林 組 控 葉 樹 第 潟

水 川 尚 彦 (住友儲t鈎瑚尭" " 郡

下{ 山な ひろ，L-、 ( 兵) ，11県都市住宅部 )

投稿欄小委員会

ix 型l' i ' l ぶ ( 長谷川工務) ，lf)

f J ト必 {il l f.! 11  ( f:I ill ，没，11' )

北 村 恭 一 ( 大 ill ，没 u十)

柴 l五 厚 ( 日本ふ汁1>務所)

@ 向 凹 光 雄 ( 京 相i 大 学)

塚 口 日月 i羊 坂口明洋建聾研究室

. I h t l 畑符ー ( 近 畿 日 本 鉄 迫 }

0 .11/ i剃 品 平IJ ( 神 戸 市 住 宅 J.i )

;; -， h'  品 。:L ( j!i: I!U也ill'g'*止部

山 本 安 . 1 ' 11 W，水払設設，i J 部 )

広告企画小委員会

池 j抑1 1女 児 ( タ ジ マ)

tI 禿 lザI ( 般村組工務部)

北 村 山J ( 点畑lill 築 '1>務所)

山(¥ 113 1包 二 ( 泌池組設け剖， )

下 村 ｦｪｾ＠ (竹中工務庖T I繍

Ij '  ｊｪ 二 進ｦＺｬ ｩｬｬＮＦＭｾｴ

'1' 川 i) .ω fiIl JJ i，'1水Ul ri 弘Ht 部

ｪ 京凶 ｾｩ［ｾＧ 介 Ｈ ? リ ヤ 7 :

広 田 和 正 k 枠組建聾謝串 2師)

O 泌 III Jf: ，占 ( 成品4114主律築部)

山 下 {I 事 司 安井建築設計' 1>務所

0/) ，立 辺 心" ( 点洋シヤ ソター )

- 出版委員会

主 ￟ｾ 島にｼ則する図，Ｑ，Ｇの企 ｬ 同 制).1; ，刊行

ｬ ｩｬｬ 築怯 ｬｾｲｩ 起Ｎ Ｇ ｬＧ ｊ および 〈 プロのノウハウ 〉

の昔、1，Ioj 刊行

市 川 久 嗣 ( 大 林 組、

川 辺 麟 太 郎 (関 西 大 学)

川 村 佳 I l IJ ( 川 村 組 築 桃 造 )

例 n ft子 五I (近 畿 大 学)

谷 川 威 信 大臣工主控桁専門学技

牧 野 茂 ( 竹 中 工 務 l占

絵 尾 恭 治 絵 村 組)

安 田 孝 大 阪 大 学)

山 8]  11多 大阪市立工芸高校 )

- 住宅・法規委員会

l:.l e1i ! .u会 1; 1 、昭和62年度は休会

- 教育委員会

舘築教育についての謝先、研究、 ，ｊ［ｾ 主な

らびに工 ｴｾ ， 色デザインコンク ルなどの

11滑りおよび災地

。 片 倉 健 雄 ( 近

( 講習会小委員会)

O 三 木 敏 男 (奥 村 組)

ム 尾 崎 充 宏 ( 竹 中 工 務 用 f )

ム 金 田 宏 (大 林 組)

上 回 舛 ( 鹿 ぬ ill ;11)  

大 塚 穣 ( 治 水 ill 制

名 越 j告 (松 村 .10

必 井 俊 彦 ( 大 成 主II 設)

占 i. : 5 妬 也 (銭 防 組)

(工高生教育小委員会)

Orj' 'H 占 紋 ( 西野凶工業向校 )

ム.ft! ( ｴ￭ｾ＠ m .ぶ 西野田工主高位定時制)

ム 和 国 政 白 太阪 "i 立工i主将校 l

岡 本 弘 之 安 井 運 聾 設 計 '1' 高所 )

IJ、 山 将: 史 堺市立工業向校 )

組 長 大 守 : )

- 事業委員会

見 ? ' ，，14柑( ，"II.")J ・1反dミー映I'hi '  ，I!.¥縦会

Jぃ、会. u17l ! l いなどの企，'lti および実地

。 JI 月 十I 良 、 ド ( 阪 急 、 従 鉄)

01:;; 凶 K 彦 ( 竹 中 工 務 出 )

O的 l土1 1I p，一 ( 大 林 組

O 山 Ｉｦｾ＠ 政 1115 ( 大 阪 芸 術 大γー)

( 見学会小委員会)

O f} t  * 史 郎 {大 林 組 J

A 悩 本 I}J (尚 池 組)

ム 市 次 郎 ( ， 量 消 組)

印 d品 J宝 t!? . k . 阪市都市主主体J

大 ts I i 長男 { 大 成 ill d1 

，'，1.¥ m 忠 ， 波 (松 村 組)

近 藤 幸 雄 竹 中 工 務 院}

正 *1ド 反 杉 ( i， ' / 水 位 設)

納言正 敬( 喜監事五五f凶)

flii 壁f' i，' j- ( 藤 本 工 務 的 )

件f }j 文 也 ( ぬ ぬ ill 設)

( 広報小委員会)
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凶
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I見 ( ，:'" li: *Jl :  

次 日本控聾総合試験所

淑 { 京 間i 大 午 )

.lJ t  (鹿 山 ill ぷi

ｑ Ｈ 住宅 ・ 都市ｾ備公団 ｽ

ー ( 竹 中 工 務 1，1; )

証書( 近畿屯公工 事)

日1¥( 11 他 B役 ，， 1')

三 (i ，l，j!1 ，:Jt ，01')  

必 (J+( ff "，ヤ y ター)

.ij! J 1 I: t> 

ill 設 計)

二 竹中工務脱却十部

勉 住宅都市整備公団

I{( ( fJ ill ｾ＠ ，， 1') 

[- (総介訓代ぷ，:t )

ー ( 以 南 太 午 )

'粍 ( ボ郎大' 7 ・大小院)

l多 OX / : J l 工ぷ織維大下 )

( 111附 ( ，' ，) 処処 I:Udi ¥

Ji'i )  ¥デザイ ン研究所j

人 ( 神丙市開尭菅理事霊団

(- ( ア ー ト ラ ノ ド j

陣 ( 太阪市t主的憎附

誠 地ltlt闘 控塾研究所l

符i ( 大 阪 大 小}

* 知lill 祭事務所 )

( [1 住，没" 十 )

(N' / ' 大 '''i・)

青草控聾構造事器所

Ｉ､ｾ 組畢軍設計部 Ｕ 部

(竹中工務) ，1; . 昆，十叩 )

Ｈ 安川ｩｉＡｾ島 Ｇ Ｑ ＾ 務所 Ｉ

日1¥( 1I 

也 ( 日

義

犬

動

…

ト

パ

昨

川

ト
六

世

3申

仰

)主£i  

禿

久

山

.. 
ｉ［ｾ ｉ＠
J し

t主

安井建築設計 'Ii 暗所

(J+(畑lill 築事務所)

( 大 阪 市 公 l剖川)

住宅都市整備公団

( 竹 中 工 務 広

大 林 組

大阪府 ｩｬｬｾ 長郷 口口口口口口口口口口口口口口ｩｾ［ ＯＺｊｬ公博 ｉ 知期大下 Ｉ
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表紙デザイン ・吉田隆一

OR畑建築事務所)

明日 香 の集 落 数少なくな っ

た大相械のある胤j誌を .tt，'， きた

かった. ｉｉＧｾ 担任に ｦｴ って 万策

の 11zを1忠- > ，つむリはなかった

が、丘の rI 'n!Lから、! fli 史的F ; 1

境に公を配りながら ill て件え

られた民家の民十日越に、ｾｾＺ i'i 

，:':;)111泣 ') の良家が、' ，1;'11:を

パ y クに ill っているのが見え

るo H¥l.( 距般を民くして大制l

仰を引き a汗せて tt'uいてみた

- 特集予告

B 月号/ 行政建築家の可能性 ({!i 称)

9 月号/ シテ ィホテルの設備

10月号/ 外情材料 ( { 巨体)

11 月号/ 第34回青年技術者

ホテル物語 ( i 定)

室 長 W.' f Aー

副会長 足 、y キ ・rli 川 正

松村雄 二 ・ ｾ袋公 ｉｉ ｊｉ

聾委員会 ( 昭和62年 度 )

集 理 事

Jt- 1二 浪

世，，- ，払;k

令書 i事

小! . Mt 

尚' * ... ｾ＠

竹 '1' 討i -

1'，' 11， 繁

u谷 部 制 郎

松 村 度三

被 迎 車

編集委員長

長谷間i醐i郎

官。 1'.111 l.i也

極集委員

(特車 小委員主)

・.H1
11i

J 分科会

川 111) 勉

ioJ 地 禿 ，((

小 iln 久 f

合佐 野 澗

治J)< 甚

之 政 千II{{

鈴 木 克 彦

II1 ' H (1:， 

* 111'1'  1(( 人

仙 111 ｦ ｾ＠ (.  

合弔問J 1押

ｾｴ 憐誠
h 村 民11;

・h¥' /) il 分科会

制Ｉｾ -J富

山 川 利 x

谷I l ) j 勲

H'. II 郎 氏

外 | 剖 附

* 1:'111 久夫

I . i 川J t : IU

・ ＮＦ ｦｾＨＱ 分 科 会
'!i m r. i  

イIIIII fi ri fi 

イ; n 事./'i

法 雌 進

ｈｕｉ ・ ｾＭＺ修
joJi U  険よ

* 111'1' 飾

別"庁 w

. 瞳UH1lJII 全

k 水 利 文

l内 山 修 よ

!}<J l  J担

山ド f :ぷ

* 111111 敏tJ t

情 11- i正夫

. 法令分科会

t主11- M 

' 1' 何日 ef. 11

松111 洋 1

r+i，'j1，制l延

{作品作且'1唖員会)

筑 川 米E

J主 雌 公 介

。加雌 lJ 

ｾｴ ｩＧ 事 修

小 林 ，E純

O 尚瀬 I11I主

岬l 仲 x

Lj qll 険

林 間

1)<川 ，'I，llJ

N 崎ひろ ι

(性幅 削小霊園舎)

iH f 此 ι

fI'雌 lil lf. 11

北 村 指

決 111 I'f. 

<)，川H 光Mt

t￥1I II}/j下

JM却11 ｾｾ＠

O li"li削 li 利

'，f;ff "・1世.

1・11>: 安郎

(広告企画小委員全)

池 淵 {畳リJ

従 ; 究 tリ1

ｾｴ 村澗
略111 刊 ・

，. . 付，I i

'1'11 進

。1'111淑的問1

IIsl川 常 介

1よ111 初，1

O 雌 11I 苧山

111 ト 修 ，，1

: 0 渡辺 忠

0 副1: ' I W 。 副 書 II 民代行

合 併 Ｇ Ｑ Ｑ 合 併 Ｇ ｲｾ 代行

編 集 人 位 n  111， 光

印 刷J 11凶干11 62 年 6 JJ 20 n  

発行1 I r ， .f ll 62 年 6 川 25 日

発 行 人 ，'7 IJI 悦 二

先 行 所 ( 社 ) 日 本 位 築 協 会

) : : 阪市北区悔凶1 - 1-3- 2100

1U: 06- 348- 0635 

振谷口 l!ii 大阪ト39975

印刷所 日本写純印刷株式会社

1U: 06- 606- lll l( f¥:) 

大{，J 印 刷 株 式 会 社

電 06- 451ー 7631

)'f 菜 印 刷 株 式 会 社

11[ 06- 351- 5428(f¥:) 

定 価 950fI J ( 送科共)

ＶＷｾＳ＠
""- .fr. 

:z:<.コ

作 品 作 風

Gal l e r  y  

スケ ッチブック

会員グループの頁

大 先輩 に聞 く

東海ルネサンス

東海の建築マ ップ

書評

私が読んだ本

新 建 材 紹 介 コーナー

GBRCニュース

建築 の 根

特 集

市13言命

各 論

デ ー タ シ ー ト

権 造 の 頁 148

施 工 材料 の 頁 15 0

設 備 の 頁 151

月報

I nf or mati on 

l 域砂 醐蕗E A N D…  

特 集 . 室 内 の 仕 上 床

SPECfAL  FEAT即 応 ONfNTERf OR FLOORfNC  

ブラジルの建築家を岡んで一風土と建築ーブラジル ・日本 ，BRAGI LI A.  ? イドームおお

さか新築工事の見学会 . <プ ロのノウハウ 〉シ リーズ 「鉄骨工場の現 場 学J ( 石 田尚務者) 発

刊. 子 作 ・也一紀末の!ill 築を訪ねてー ヨーロ y ハ研修参加者必集.

昭和62年度日本建築協会役只会務分乍. 昭和62年度目本往築協会評議貝 . 昭和62年度日本

建築協会支部長 昭 和62年度日本主主築協会特別委. t : i 会委民 . 昭和] 62年! 支日本位築協会常設

委只会委Ｎｬｾ ヨ

サ ン シ テ ィ 池 山 一 池 山 駅 前 南 地 区 第 l 純市街地再開発 'I'; J); H  

実胤 ｩ Ｚｬｬｩ訂 ・ Ｑ 抗男 ｬｩ ・ 東知 ｬｩｬｬｾ 'JQ:i5fifr 施工 竹 ＧＱＧ 工務 Ｑｾｾ 能谷組共同企業体

F<}' li.イli づ| ビノレ 設計施工 iN水，il lat - 12

オ リ エ ン ト ・リー ス 向 槻 従 14 

.st ，i I舵J 11! : f!13 附 i "  ｾｾι 建築設，［ 1  Ｇｊｾ 務所施工不 二 ｩｬｬ ＺｭＺ .  1 . 忠岡工必防共同企業体

) j 同 記 念 競 技 場 メ イ ン ス タ ン ド 16 

板柿区ｊｬ ｾ Ｑ［

ぷi. 1杭J 11! : H  -f': JJ 'I主11，lj 覧会紀念協会 山家主! ! 築 'Jc務所

地_[ ・大林組 ・奥村組 依総工業戸 ｉ￟ 往設 ｾｾｉ ｴＮｊ Ｂ￭ｴ :業体

耐 | 安 Ｉ Ｑ 建築設計・ ｊｾ 務庁 ｲＭ Ｑ ｈ

1忠則 。板紙区役所庁合住設古1¥. 安 Jドt住築設計 'Jq芳所

総工 Ｚ 大成 ・ ｊｉｾＡＺ ，｜ . } ' f 勢昭和J建設共同企業体

明子ヶ原の家( 設計民旦II :  . 1 ( 原千利J建築設計 '1:; 務 所 ) /小 fh¥位 久 2 0  

f此近竣工したが「主! l : 築 9 .'.' .. :  ( No2035 - 2043)  '}') 

長谷川」二務j市 n  

17樹J正一次( . i e ・日本住宅公開大阪支所長 ) / 向旧光雄 21 

石の文化から本の文化を凡る / オフナー ・7 ラーク ¥'5 中山 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 2 6

JZt 観としての控築一知l北 蔚 場. 多治見市文化会館 2 9  

ill 築: a1: r J の美ザー「J建築空間治J ( 上絵佑二 ) / '1' 村 町志 )() 

Ｎｉｽ Ｚ 仰 ｬ の ｉ ｬ［ Ｇ ｴＭｉｉ｜ ｉ ・ Ｔ 弘 Ｏ 今 井 Ａ兄 ｊｩｾ 3 1  

アカトス Ｏ ｾｦｩ Ｇｬｬザ迷級 3 5  

建築技術安全! 商人公委μ 会について 'J i  

ill 築 の 研 究 ・1m発は関西から / 持制l夫. 宅1111 の美/ 山林敏自11

ｧｾ Ｏ 谷 ｩＧ［ｾ 之介 Ｎ 成る去術 Ｏ 美濃有ｾ 3H 

室 内 の 仕 上 床

室 内 床 材 料の 現 状 と 動 li'J

室 内 床 材 料 と 工 法

オ フ ィ ス ビ ル の 室 内 床 材 料 と 工 法

集 令 住 宅 の 床 仕 上

病 院 の 床 仕 上

工 場 の 床 仕 上

体 育 館 の フ ロ ア

ク リ ー ン パ ( ム の 床 材 料 と 工 法

床 材 料 と 工 法

ケーブルドーム/ 河介良政

新ガラス繊維補償l コンクリート (新 CRC)ー そ の 1/ 秋浜繁幸 ・小川 )'111''':

Ｇｾｗｾ ｉｉＺエア ・ フィルタ Ｏ 岩崎 ｬ 削除

日本建築協会月間のyi )Jき ( 11召利62年 4 月分)

小 野 英 哲- 40

桑 原 広一小l

政 下 手 存 ' J L-
c
t6

長 岡 リ ｾｌＭ ｣ Ｏ Ｙ

大 樹 立壬昭ーヨ2

荻 野 栄一 - 5.5

(7十 li ，卓 功- 5 8

6 2  

6 6  

6i  

6 9  

7 0  

第12回77 町五十八1 ¥一 今 l叫は佳作1 ¥と特日1 ] 1 ¥を選ぶ一. 愛知県新文化会館( 仮林) 設計競

技 ( 栄地 区 ) の結来れ大阪市ハウジングデザイン it " を創設，ひょうご住毛百選」の推薦

募集。. hl l到アーバンリビング ・デザインコンベティションの実地，間際屑住会議一横浜会

談 J Nl 2回プレ ・シンポジウムー' NGOへ のJun守J i  1  
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サンシティ池田 池 田 駅 前 南 地 区 第 1種 市 街 地 再 開 発 事 業

実施設計・監理 東畑建築事務所

施 工 竹中工務庖・熊谷組共同企業体

タJ，t

大| 仮抑止十1 I より阪急宝塚行急行に* ' 1 ' して

約25分、イ7手にポiJ4に燃る JI. J 1山をI ! i i 唱

し、) _ ，: 手に「サンシティ池凹」のサイン

が比える と/1¥1 もなく列 ljl はひと| 努ぶ派主

池 I]J 駅の IlEE 生日ホームにすべり込む。

ここ池1 ] ] r! i の 池 111駅周辺に 11i ll f. J 1，との桃忽

がなされたのは l昭和48年のことであ った。

以米 10数年にわたる係々主人々の努力の

結来、北地区や駅前広場が相次いで峻℃

し、 l昭和62年席、南地区 b ｲｾ Ｑ μ 、官、あ

ふれる紙、腕〈太陽」 のイメ ジで地設

の完成をみた 。

住 物l立、地下 u清から地上 3 附までに商

業施設、川崎に ｾ￼ｬｬ 場、 ＵＱＺｽＧＡ から Ｑ ＲＱ 清ま

でに f:i:.宅 を配置した ill 附惚イトヒノレであ り、

池 ｉｉｉ ＡＮｉ ｽＨｉ こ ｬ￭ リかつてＢ日かￌｬた ｾＧ Ｚ ｪｽ 村古 Ｑ｜ の ｌＧ｜ＧＡ

プランと 、スケールダウン を立 Ｑ Ｇｊｩ Ｑ したｦｊｾ

層部の ｽｬｦｾ 行刑グ ＱＩ " ドが特徴的 である 。

外Ａ笠のタイルについては、， Ｑ 川、 ｩ 打ＮＮｉｦｾみの

残る駅 Ijij の広p克イメージを壊さないよう、

おだやかで11是かみをもったベージュ系の

色調とし、表 1(li にくぼみを入れて、七く

ささの残るＧｴＧｴＡ必の表現に努めた 。 ｾ Ｇ ｈ ＺＮｒ［ Ｉｪ 血

設の lλl 古11については、日物疲れの終に厄!

いを与える W: 1のイメージから、アクセ

ント色として 、クリーン系の 色を選んだ。

またJ l [ 行引の正} J ｽｦｾ グリ ッ ドを保々な場

所に ｬ 民 ｉｬ ｦＮ ｊ して、苦 ＱＱ 分と全体の撚介。 ｾｉ 二に関

心した 。 ｊｉｾＱ 主に、商業内部 ｪ 凶ｩｉ￭Ｇｴ の床は 、

柔らかな歩行! 必をもっゴムタイルとし、

その色，捌と キ11 まって、れW"Rのじゅうたんか

のように愛用される ことを願 っている 。

( 辰じ幸司 、) Lー 育 夫 / 束知l建築 'J'; 務所)

所 在 地 池 田 市 呉 服 町 卜l

敷地面積 8，009 ，65m
'  

建築面積 6，331. 53m'  

延床面積 39 ，508. 67附

商 業 施 設 19，766，80m'

住 宅 12，232.92耐

駐 車 場 3，764. 32m
'

機械室その他 3，744.63m'  

構造規模 S R C、BI 、12F

工 期 昭 和60年 2 月一昭和62年 3 月

最 寄 駅 阪 急 電 鉄宝塚線池田駅

撮 影 花 城 辰 男 ( SS大阪)
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兵庫布引ビル

設計施工 清水建設

エントランスホーノレ

所 在 地 神 戸 市 中 央 区 加 納 町 2 - 5 ー |

敷 地 面 積 671. 28m' 

建 築 面 積 574. 84 m' 

延 床 面 積 4，627. 89m'  

構 造 規 模 S R C、81 、8F、PI

工 期 昭 和60年 10月ー昭和6 1年 12月

最 寄 駅 J R 三宮駅

撮 影納ｾ奇雄 二

事11戸は、美しい iらと総也かな六rp 山系という必ま

れた向然を fTiit に、 if止、坂、山の変化におんだ1切

るく日f . I 肢がJ て" エキゾチ ックなまちを j診つ' く ってい

る。 r兵庫布引ヒ' ル」 はや11戸の中心街 J R 三'A駅

と新事11戸駅を結ぶ税| 期総のほぼ中間に位置する場

所に、兵庫相互銀行グループ|銅i卓会社の入居する

オフィスビルとして設計された。

設計のポイントは、神戸市の者11市対観形成地域に

指定されていること、近くに北野 11汀の異人 fi i ' iなと

伝統的な建物が集 ri' していることから 、 「まちな

みと外観J r公共空間lに桜する私的杢聞の形成」

に直点をおいた 。 外観デザインは、花街: r i の_ i [ [ 厚

さとガラスカーテンウ方ールの経快さの組み令わ

せが特徴とな っている 。アプローチ回りは、道路

ｊｦｾ 状に令わせて斜めに切り込んだ Ｒ 層 ｬ 次抜のピロ

ティとし、ポーチは歩道と同じタイル貼仕上とし

て米訪者を誘い込む形とするとともに、| 燐Jました

地下鉄換気持主を』司法により取り囲み建物数地と一

体の紋I也を(i "(li 保するなど、リIJkl際処理にポイントを

おいた 。 ( 宮崎宗久/ ii' i-*f，注設)

基準階平面図

1  ，皆平面図 I  :  500 
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オリエントリース高槻寮

設計監理 徳岡昌克建築設計事務所

施 工 不 二 建 設 ・徳岡工務庖共同企業体

rHf J!i Jより玄関広J品を.11.る

所 在 地 大阪府高槻市真上町 l ー 11 - 17

敷地面積 999. 94 m'  

建築面積 528. 42 m' 

延床面積 1 ，472 .33 m
'  

構造規模 R C壁 式構造、 3F

工 期 昭和61 年 11 月一昭和62年 4 月

最 寄 駅 J R東海道本線高槻駅

撮 影 島 修一

オリエント リース株式会社は我が[I[ 1! 止.kのリー

ス会れとして知l られ、小はコンビューターのリー

スから、大は航空機のリースをするワ ルドワイ

ドな会社である 。 ところが不動産 B作業を大きく取

りJ ' Lえってし、ることはあまり釘l られていなし、。 この

不動産・作業の一つに法人向け独身 f. iのnl ' t がある 。

企業が悩平 ｉｊ 厚生 Ｇｊｾ 業の一環として独身Ｇｦ［ｅをＨｊ t l:{栄

作するのが一般的であるが、資金の長 WJI 占|定化に

つながることや、 )TJl 也取得や1) 日発に [M] する下続き

が統制 ｴ なことｾｾから、独身寮を Ｑｭ しようという

ニーズが ｉ ｾ ＧＮｾ ま っ てきている 。 また Ｍ Ｑｴ ｾ 近の ｊ｜Ｇ ＮＯＧｩは ｉｉｦｬ ｩ

［ｦＱ起きが ＺＱｾ 米るという和的資からプライパン一、

ｩｲＧｨ 紫、近代的等の要点を備えた ｾＱ Ｎ ｜ 身Ｇｉ［ｅて沿いと満

足できないといった 'JHJ' i もある 。 オリエント ・リ

ース Ｈ 株Ｉ向槻祭もこのようなニーズのもとで，￬ｉ Ｇｾｬｲ￭

された 。 ｲＧＺ ｾｴ 税策はｼ長 ｊｩｬｬ￭ においては 、 はじめての ， ＱＱ

凶i とあ って今後の関西におけるオリエント ・リー

ス( 株 ) 伐の) . J i ;¥，ふとなるように設討を illi めた 。

敷地は』紅海道ＮＮＮｦｳＺ ＪｽｾￎＧ ，Ｇｾ槻駅より北へ徒歩 Ｑ Ｐ 分という、

ￌｬ自動には非常にｻ貞利Ａな 、 ｉｾｾ｝ r' r l ' な住宅地の1' [，にある 。

周辺はほとんどが 2 階建の住宅ということもあり

北1I11J の道路に l面する笠而をできるだけ小さくする

ため上階ほどセ ｹ トパ ｹ クさせ、 ｉＩｗｲＧ ，Ｚｾを ｻｉ｜ くし、

ｬ 主似をかけることにより ｉ 判日をおさえ、Ｓｉ￭符ｾな

がら周辺の住宅を配慮したスケールとした 。 また

外肢のタイルも 11. ) 2色系の j存ちついた色に仕上げた 。

内部は 55t主の例室をもっ通風のよい H' r ! の斗LifnfrYi

成で、 ｬ 階に ｴ￬［ｾ Ｎｬｬ人室、談話室、和室、弘司｛ｾ宅、

浴宅等があり、祭主は全室ｾ 中 冷 ｬ 暖房方式を係 Ｉ ＱＱ

している 。 外f，Y ; では、モミジ、シラカシ、 イ、13カず

集まるカンツバキ、ウメモドキ等を、また liii 嵯 の

1' [1炎に大きな俸を植え、周辺環境の向上に社i ' 与し

ている 。 このシンボルツリーの搾を問んで、社会

教育としての校生活が営まれ、荒い人たちが切')1; 1，;

琢J Wし成長していくことを願っている 。

( 必城義丈/ 徳岡昌克往築設計 'J'; 務所)
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配置 l階平面図 I  :  500 



万博記念競技場メインスタンド

設計監理 日本万国博覧会記念協会 ・富家建築事務所

施 工 大林組・奥村組 ・佐藤工業 ・戸田建設共同企業体

東西断面図 :  1，500 

所 在 地 大 阪 府 吹 田 市 千里万博公園5- 2

敷地面積 55，000m'  

建築面積 5，112 m'  

延床面積 13 ，187 m'  

構造規模 I  .  2 ・3階( R C) 4階( S R C) 大屋根 ( S )

工 期 昭 和60年9月 一昭 和62年2月

撮 影 花 城辰 男 ( S S大阪)

万�ＹＭ記念公閣の基本 ＩｊｾｉＧ ( 広〈国民一般を始め、

間際的利用にも応じられるような芸術、学制: j &び

スポーツ、リクレー γ ョン等の文化的活動の場を

提供する) により強制li が計画され 、その 中心的ス

ポーツ地設である陸上競技場は 、 メインスタンド

が万時記念協会、同 ＱＱ 寺 ｊｾｉ に計画された水道施設及

びパ γ ク サイドスタンド、グランドは大阪府水

道部により建設された 。全体計画の中で、競技場

と水道施設を同一敷地内で計画することになり、

土地の有効利用を計る為、約十万 m'のl!"i'7)( !il を持

つ浄水池の上にグランドを設けるという、初j の試

みとなった 。

競技場運営にと って豆要とされる交通手段は、大

阪国際空港~万 t，l j 公園駅(f，反林) - 南茨木のモノレ

ールが工事 中であり、，' t iOl l I 場も必要台数の二千台

は万体当時の. ' i i: 'I i 場が平IJJI J できるため、イj . f IJ な条

f!1ニを備えている 。

外観は巨大な怨造物であることから、納| かいデザ

イン処理よりも ｴ ｬＺＡｬｾや壁 ｦ￺ｩ の位置に段差を設け、

健カ威圧感をｾけることに配慮した 。 また、ファ

サード壁面にレンガタイルを係片] する' 1'; によリ、

各位イベントや出 j' 外コンサー l 等の文化的f Hi ・J'; に

も抵抗感なく使える' ぷ凶気を目指した 。小HH見な

競技会のために放送主を 1 階にも設け、 41: 皆政 ill

宅との運営者動線を大幅に減らした。他にはトレ

ーニングルーム、レストラン等 、競技会以外の多

目的利用も可能としている 。

設計上重要な在見終 l市l立、 ili 年 主討しになりつつある

プレストレストコンクリート段床を係用している

が、 J機妾令古郎|目i を極力 j減成らす

上有利な 二段々 l床未とした。

尚、観客収容数はメインスタンド l 万人、パ y ク

スタンド 7 千人、サイドスタンド 6 千人の計 27J

3 千人となっている 。

( 自家建築事務所)

レストラン





板 橋 区 庁 舎

設 計 安井建築設計事務所

監理 板橋区役所庁舎建設部 ・安井建築設計事務所

施工 大成 ・飛島・丹勢・昭和建設共同企業体

一- r J 哩重喜一: -

似怖区は r i;riカある *，kと文化のまち 」をテーマに

お 々と 日 ｉ ｉｲｉＱ ｗｾｪｬｬｬｩ を進め てきた。その行政の ＧＱ Ｇ 心 と

なる ILl IT合は 11川 1137年に挫設されたが、地 }j 1'1 if i  

法の改正、作Hi 'Jc J ! ; の移ti ・等ーにより行政 'JiI})IーがmB

大し伏阪とな ったため、 i可rrr 子? の往設が，Hllhj され

た。 しかし川庁合は物J 1 1 l ( 1() にはまだ充分に 1止JrJす

ることができるので、 m庁合とその倣地を !Iミかし

ながら将米の［必要に刈応できるよう、 ＱＱＱＯｾｲＧＭＺＢ Ｇｩの 一

日11を1[ i( 1) j - 虫し、その閥、に $Jf /T子7カゼ，jJ l . 没された

新 ｲｦＱＷ は、ｲＮｬ ＱＱ 行環境ｾ，Ｇ， ｾｪ ， ｩｩｩ の ｬ ーでも、また似ｴＮ ｦｦｩ 区の

シンボルとしても、 '11安な，1I一 Ilhj であ 1) 、外観は品

位と J!f l¥絡をも った百11会 (1'.) で l切るく、 11・米にわた っ

て広〈区 1( に，悦しまれるデザインを¥1:1)(1 した ま

た新 ＱＱＧ 合と川 Ｑ Ｍｲ Ｑ 干の，ｾｴＮｪｦ ｬｬ にはとくに配 ＱＮＦ した 、k

Ifli 構成で品[ 立と j孔絡 を; OJ Lし、外 l柁のウォームグ

レー系の小 U タイルによ って 縦しみやすさと郎会

的 でl早l るいイメージをボめた 。

倣 J也は、 二つの幹線道路の交法点 jfr <に[ 立 ii' . し、

激J也の i'ljf l!l Jはi J J 1'- IIU IJ Ｈｊ ｾｩｩＩＨ＠ 6  ¥j一線 ) に 1(11 し、 I'.iil i  

にはず'i nrs ｉｾＧＺＧ＠ 4  Ｕ 号制がある 。 ｾｊ￭ 庁合の，ｬ ｬ ￯Ｑｨ ｪＨ ｪＺ 1II /i 

子＿の ｾｬ ｦｬＡ ｬｪ とし、皮肉にコアーを円己した点 ｉｊｬｪ 相ｉｩの他

物として両日を| 坊さ行エネルギーを図りながら、

ｲｾＺＺｪ＠ ｪ 主道路からの泌背を ｉｬｽｪ ぐとともに、 ｉｉｉＯｔｾＧ ， と、 Ｑ＼

行に 1: 日悩を*( ) Ｙ メートル離し、ｼ日 ｬｔｻｾ 干の将米の立

て伴えに対しても敷地にゆとりをもたせた ‘ド IfIi

j杉は点凶コアーを結ぶ廊下の 1IIIjf l!l Jに奥行 13メート

ルの Ｇ ｊ ｱ 主 主主を配したシンフルな ｊｦｾ となっている

そのなかで l 、 2 階は 111庁合と 一 体化した大きな

空間l を政似し、窓 LI 業務、区民ロビーならびに l亘

氏サービスの関係局主を配し、区 l ( との結びつき

を ｉｊｾＡ めている 。 また取り峻した ｉｉｉｉｔ 合には議会仰

がふくまれており、新11' 子干の 10- 131滑に議会ブロ

ソクを配し独立性を陥保した 。

川l十イ1? のリフレ y ンユは 、i船体のみ伐してすべて

やり仔えるという手法だが、外情はコンクリート

の打 }fi しであったため 中性化がはなはだしく，J ¥; i W

びたS士紡カ'r{[ 々に k区出しているとい った状: 態であ

っ た 。 その外壁は、新庁合の外袋、川 ｉｾｊｾｾＢ Ｇｩ の椛 ｪ 主

耐; 1 ) 等を検討し、タイルfJ，:f f'Rの G R  C ハネルを i収

リイサけ、新庁合の外装タイルと同色のアクリルウ

レタン樹脂を 11欠付けるという千法を1 J i Hl した 。

( 岩坂周一/ 安井建築設計 'JQll 所 )
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所 在 地 東 京 都 板 橋 区 板 僑 2 - 6 6ー l

敷 地 面 積 7 ，296. 44 m'  

建 築 面 積 4 ，005. 22 m'  

延 床 面 積 34 ，670. 66 m'  

務 造 規 模 新 庁 舎 S RC、9 3 、 14F

旧庁舎 R C、 9 1 、 4 F

工 期 昭 和59年 11 月一昭 和62年 2 月

最 寄 駅 都 営 地 下 鉄 三 回 線 板 橋 区 役 所 前

ＧｦＺ ｴＮｾ＠



Gal l er y 

まち・建築・ひと '1鳴子ヶ原の家
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阪急街1J15より小原流会館を右手に見て急な坂道を蛇行しながら登

る。辺りは急な料而を利用してそれぞれ工夫を凝らした住宅が点在

している 。登り道を J辰り向くと 、大阪湾が一望され都会の主ft 世 界 か

ら脱出した感がある 。

この敷地に面した北側の道路は東に急な下り坂で、その高低差を

利用して地下に卓肢を納め、 2 世号1- 住宅共用音[1分 の玄関アプ ローチ

にゆとりをもたせている 。

道行く人もこの空間にさりげなく植えられた草木の四季折々の変

化を楽しんでいるようだ 。 ( 木原千手11)

ロ ロ

設 計 敗 理 木 原 千 利 建 築 設 計 事 務 所

構造 設計斡 構造 ｾ ｉＺ ， 務所

進 国 設 計 緑 の あ る 空 間 研 究 所

:Jj(ft 工 林 建 設 工 業

所在地神戸市東灘区 ｉ｛ｾ 弘子ヶ ｬ 京 Ｒ 丁目

敷地面積 349. 92m'  

建築面積 137. 94m'  

延床面的 308 .45m'  

竣 工 1984年 12月

jf 二 画 作 品 作 風 小 委 只 会 小 粉 、 盟 久

搬 彩 松 村 芳di



園田開
11止干停車t

E  工 ｊ ｾｉ構造規模延 lよifufl' td  

Ｍ 写 ｊ Ｇｩ と概ｾをどしどしお送り下さい 。

上Lf911:  a  所イ0-也 b  敷地而Hi c  建築[ 市似

' -.J 

グ ラ ン ド メ ゾ ン 東 香 里

計 ・昭和設計

工 大 林 組

寝屋川市成旧東町884- 77他

1，330 .010m'  

519. 096m'  

1，385 .194m'  

RC 、3F

H自利60年 7 月~昭和61i
手9 )1 

京阪 ';[t 鉄香里悶駅

設

施

a

b

e

d

e

f

g

2037  2036 福 岡 県 教 育 セ ン タ ー 宿 泊 棟

計 : 林田設計事務所

工 : 花 田建設・鹿毛工務庖 .J V

稲岡県粕屋i l Il篠栗町高田268

77 ，750 .00m'  

878 .5201'  

2，309 .85m'  

R C.  4F  

昭和60年 12月 -11百平fJ 61年 8 月

] R篠架線篠栗駅

設

施

a

b

e

d

e

f

g

国 立 国 会 図書 館 新 館

計 ー前川園男建築設計事務所

ェ ー清水 建 設 ・銭 高 組 ・安藤建設 .J V

来京f f J S千代国区永田町T1- 10- 1

29 ，812.2701'  

6. 138.9201'  

71. 138.00m'  

RC 、SRC 、5 、B8、4F 、P1

H川¥156年 9 )1 - 昭和61年 5 月

地下鉄有楽町総氷岡町駅

設

施

a

b

e

d

e

f

g

2035 

太 融 寺 不 動 堂 他 客 殿

設 計 ・大林組本底一級建築士事 務 所

施 工 大林組本庖

a  大阪市北区太融寺 11汀3- 7

b.  4 ，256. 20111'  

c .  539. 91  m'  

d . 1 ，109 .73m'  

e .  R C.  4F  

[  昭和60年 7 月~昭和61年 8 rJ

g  地下鉄谷町線東梅凶駅

2040 那 覇 市 民 体 育 館

計. 国建設計工務

工 面場組・金秀鉄工 ・下地建設・天警建設.J V

郎新市議名 1227

30 ，804m'  

5，278m'  

10，1I 4m'  

R C(一部S ) 、 3F

111'.利60年 2 月~昭和61年 8 月

寒川線其 ｊ 也団地人口パスＡｾ，

設

施

a

b

e

d

e

f

g

2039 太 宰 府 市 中 央 公 民 館 ・図 書 館

設 計 石 本 建 築 事 務 所 九 州 支 所

施 工 大 成 ・守谷・松島建設.J V

a.  ｴｩ ，Ｚ岡 ｾｉｉｾ 太事Ａ符 ｭ 飢世音寺地内 ＲＸＸ Ｍ Ｔ 他

b .  3，413. 55m'  

c .  2，101. 85m'  

d  .  5，427. 32m'  

e .  R C、SR C、S 、4F 、P1

f . II( { 利60年 9 月一昭和61年 9 月

g .  jJ y鉄大半 i刀線五条駅

2038 

京 都 市 消 防 局 本部 庁 舎

設 計 : 京都市住宅局営繕部 ・東畑建築事務所

施 工 : 浅沼 ・ミラノ .J V

a  京者! I f !i 中京区復木II fJ

b .  3，127 .74m'  

c .  1，231. 25m'  

d .  9 ，162. 5001'  

e.  S RC、B2、7F 、P2

f  昭和60年 1 月~昭和61年 7 rJ

g  京阪電鉄三条駅

ショッ ピングセンター ベルシテ ィー

設 計 石 本 建 築 事 務 所 大 阪 支 所

施 工 . フジタ 工業 四国支底

a  芥川県木田ms三木町大宇陀伏310

b . 22，740 .75m'  

c .  8，837 .84m'  

d.  12 ，802 .6401'  

e .  R C(! 針' f { S )

f  昭和61年 3 月~昭和61年 10月

ｧＮ 琴平 Ｇｾｉｌ 鉄長尾線平木駅

2042 田 原 本警 察 署庁 舎

設 計 。 福 本 設 計

施 工 藤 井 組

a  条良県機械 mSl l J 阪本町大宇新町24- 1

b .  5 ，780. 180m'  

c .  1，075. 21901'  

d.  2 ，096. 948m'  

e .  R C、 3F

f . 1I 自利60年 11月一昭和61年 9 月

g  近鉄位原料u到l点本駅
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会員グループの頁

6  

長谷川工務庖

附長谷川工務庖における日本建築協会会員

は現在 7 名入会しており、企画、設計、屯算、

技術研究所に属しています。更に当社は団体

会貝であり、全社員が 、協会の行事にはその

者[11支参加Iしている状況です。 また協会誌 「建

築と社会j は、企画部、設計部、f l ' 1 算書1¥、情

報システム部の各書籍コーナーに置いてあり、

各自自由に閲覧でき、金休みなどよく読まれ

ています。

- 集まり

第 l 回会合は設計部の身近かなメンバーが

集まり、まずメンバーさがしから始まりまし

た。 また当社会員が建築協会誌にどれだけ参

加しているのか、当社関連記事がどれだけ掲

載されているのか、バックナンバーを調べる

と共に、各部署でどのように保管され活用さ

れているのか調査しました 。 そこで気がつい

たことは、会員全員が30歳以上で 20歳台が一

人もいないということでした。また当社会員

が「建築と社会j 誌への寄稿、研修会諮問、

協会企画の技術選書出版、編集委員などを行

って おり、更に協会70周年記念事業 「住まい

の絵本J に高居住宅協会を代表して設計部長

が編集委員をしているなど、身近かな方が、

現在に至るまで数多くたずさわ っておられる

ことがわかりました 。

そこで第 2 回会合を朝 9 時淀屋僑の大阪支

社で行いました 。そこではアンケートをベー

スに建築協会について意見が数多く出ました 。

まず協会誌の批評から始まり、会の目的、歴

史、なぜ団体会員で情報が得られるのに更に

個人会員になる必要があるのか、メリ ッ トは

何か、女性の意見が蹴り込まれているのかな

どの意見の後、- 1 IH去にいきついたことは、協

会誌は会員がっくり上げ、るもので、そこに特

色があるのではないか、ということでした 。

また会貝が日常考えていることを寄稿すれば

意見の交換の場となり、も っ とl床のあるもの

になるのではないか、などと様々な意見が出

ました 。

. 会員をふやそう

この会員グループの頁を通して、会員の; j ' J l .

態を計れたのと同時に、協会に対して発言す

る機会が得られ、楽しい l時間をすごすことが

できました 。最後に今後会員を積極的にふや

し、今以上に践り上がったものにしたいと考

えます。

追 記 会 員 の 作 品 を 2 点紙面に盛り込みま

した 。

- 建築協会・「建築と社会」にて取り上げてほ

しいテーマ

①若者の高学歴化社会に於ける建築業の近代

化推進について。仮枠大工、左官、鉄筋工

に代わる省力化工法について 。

②N E W WA V E - 感性盟かな新人類と建設業

とのギャップについて。

③会貝の全員参加による会誌編集

@ 朝食会と平行してアフタ - FIV E会、 、

ッ ドナイト懇談会などのような月例懇来見

会を設ける。

@ クザループ会員を単位とした編集会議の 開

{it 、etc。

④関西の経済地盤の中で、全国的な建築活動

を見ながら 、大阪独自 の地域密着型の建築

活動 ・都市活動を行ってほしい。若手中 心

の活動にしてほしい 。

⑤建築界を支える世代が若返りつつある今日、

若手会員 ( 20歳台) 及び女性会員が少なす

ぎる笑態を解消すべき 。

⑥情報過 多の現在、「建築と社会J 誌の特色は

何か、も っと ビジュアルな表現によ って読

みやすくする必要はないのか、会員誌に f放

するのか、もしくは蓄広販売に耐えるもの

にするのか、今一度見なおす必要があるの

で は ?

⑦特集的編集を多くし 、日常の建築業務に f支

立つものにした方が利用価値が高まるので

はないか 。

③雑誌の特色があまり出ていないのではない

か。

( 文責 . 浅野女王宮、/ 長谷川工務庖 )

大阪府住宅供給公社20周年記念事業コピアス八尾
大阪市港区弁天町駅前市有地プロジェ? ト優秀案 京都ブライトンホテル( 1988年 6 月竣工予定)
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. 大先輩に聞く

青 樹 英 次

1 . 家庭のあり方を基礎 とし た住居論

戦後、わが国で最も盛んに用いられた 言葉の一つは「民主主義」

である 。 しかし、民主主義の基本が家庭と地域社会の健全な発展に

あることを指摘し統けてきた人は以外に少ない。1973年まで日本住

宅公団 ( 現住宅 ・都市経備公団 ) の大阪支所長を務めてきた" f ' I ' 樹英

次は、国際経済戦争に突入しようとしている我が国の現状と戦前の

状況を見比べながら、住宅と地域、家庭と地域社会が盟かにならず

して 「民」が「主J となることはありえず、国際社会の 中で信中J ( さ

れる国家を築くためには住宅づ くりやまちづくりを第一に考えなけ

ればならないという持論をいま改めて強制する 。 内詰拡大問題がと

りざたされる H下今の状況下で・は、こうした主娠が一層の説得力をも

って聞こえる 。育樹はさらに、日本人が働き過ぎのエコノミ ックア

ニ7 J レであるという批判を、休みをと って遊べという意味として理

解するのではなく、家庭や地域社会を犠牲にするなという意味とし

て受けとめなければならないと付け加える 。 そして、こうした状況

の管長には、住宅や地域が戦場や雌り場に比べて居心地がよくない

という i極めて平凡な事実がある 。

長い問 、社会的視点から住宅の計画 ・供給に取り組んできた背樹

は、常に出発点を「家庭j においた 。 自らも家庭を大切にし、奥さ

んと共に 7 人の子供を育ててきた 。住宅は家庭のあり方に立ち戻ら

ずして計画することはできない。家庭が人格形成の場であるとする

ならば、住宅水準は飛限的に向上 されなければならないはずだ。住

宅だけでもいけない 。地域社会の役割がも っ と重視されなければな

らない 。一方では国際化した我が国の社会というマクロな状況を視

野に置きながら、他方では家庭と地域社会というミクロな視点を忘

れない。住生活、住宅計画、住宅生産、住宅供給、住宅地開発、居

住地整備、そして住宅改策を結び付ける太い糸を青樹の主張には見

いだすことができる 。

1911年 、青樹は東京下町、日本織の箱崎町に酒屋の次男として生

まれた 。兄弟は 4 人で、兄、姉、弟がいた 。父親は、もともと和歌

山で造り酒屋をしていたが、東京に移 って和歌山の酒を売る酒問屋

とな った。青樹が立教中学校在学中、関東大震災に過い、一時和歌

山に戻 ったこともあ った。立教中学校は当時築地にあり、先生の半

数以上カ、アメリカ人であ ったという 。この時見たアメリカ人の先生の

住宅や生活は後年の仕事に綴々なヒントを与えてくれた 。中学校を

24  建 築 と 社 会/ 1987年 6 月号

あおき えい じ

19日 東京に生まれる

1935 東京大学工学部建築学科卒業

大阪市役所勤務

1955 日本住宅公団大阪支所勤務

1960 同名古屋支所勤務

1963 同支所長

1967 大阪支所支所長

1973  日本住宅公団退 職

出て八高に進学、さらに東大に進む。父親は酒屋を継がせるつもり

であ ったが、結局は諦めた 。兄が医者にな ったことに影響を受けて、

大学 では内田祥三教授の指導の もとに病院の研究を行 った。京大と

令同で行 った建築展でも病院を展示した。1935年大学を卒業。病院

建設に意欲を燃やして大阪市役所に就職を決めた 。やがて戦争の足

音が聞こえてきた 。

2  . 岸の里試験住宅

戦災で市域の 1/ 3を消失した大阪市で、建築局資材課機材係長の

育樹に与えられた仕事は病院ではなく量産住宅の開発であ った。膨

大な住宅難の解消に向けて、木造量産住宅を直営で行う企画が立て

られ、 1947年より実施に移されたのである 。

先ず、 4 人のスタ ッフと共に試験住宅の建設に着手した 。当H寺の

公営住宅建設基準では住戸規模は 10. 5坪が上限であったが、標準的

な家族が健康的に生活できる住宅としてはあまりにも狭すぎた 。背

樹は最低30坪は必要だと考えて計画を練 ったカ、受け入れられず、結

局、中 2 階を含めて 14 . 5坪とした 。 もっとも、 4 坪の超過は呉例の

処置で、国の補助金は 10 . 5坪分についてしか執行きれなか った。

家族生活の中心として居間を設け、台所からもよく見える位置に

子供部屋になる大型造り付け寝台を配置した 。 イス座への移行を予

測して居間lは板敷とし、市営住宅としては初めて風呂を装備した 。

部屋の換気をよくするために建具や天井は竹の網代を用い木材不是

も補 った。戸数は地域活動が成立する規模として 50戸は必要と考え

た。

何から何までが初めての経験であ った。不安に思い恩師 の内田教

授に相談したところ、 「君 が や った住宅に対する各方面の批判を感

謝して聞けるなら、そして全てにわた って責任がとれるなら未経験

の分野でもなんとかなる J と励まされたという 。

1949年に竣工、入居者は試験住宅のモニターとして市営住宅入居

当選者より再抽選して決めた 。 l 年後調査したところ 48世帯の回答

があ った。様々な問題が指摘されたが、総じて主婦には評判が良か

った。イス座が抵抗な〈受け入れられていることも確認できた 。 さ

らに、主婦の作業H寺山! 調査を 1 週間にわたって行った。f f i : 気やガス

のない時代である 。食事の時間! がないほど主婦の家事労働は過酷で

あることが統計的に明らかとなり、家事労働の軽減が住宅計画の 主



岸の里試験住宅( 1948)  又穂市街地住宅( 1967)  

要な課題であることを裏付けた 。

調査結果をもとにしていよいよ本格的な量産住宅の建設にとりか

かろうとしていた矢先ジェーン台風が大阪を襲った。量産住宅のた

めの資金であ った 2 ，000 万円は災害復興に振り向けざるを得なくな

り、この画期的な企画はあ っけなく幕を閉じた 。1950年秋のことで

ある 。

住宅にかわ って、大阪市に最も相応しい病院を企画することが背

樹の任務とな った。規模は 100床以上とするが、診療科目等は一任

する、院長は病院完成時に決めることとし、企画にあた って 大阪市

に奉職する医師の意向聴取の必要はない、予算は必要なだけ用意す

る、経営は独立採算を念頭におくが、多少の赤字はやむを得ない、

病院研究のため 1 年間の準備期間を設ける、という異例の条件であ

った。既存医療施設の調査資料と海外の病院建築事例を参考に、 15

年前の初心にかえってこの仕事に専念した 。 これが、城北市民病院

である 。

大阪市戦貝としての最後の仕事とな ったこの病院は、防JI淀後 1 年

で黒字経営となり 、また、思いき って採用した洋式便器も好評であ

ったことを後日知 って、育樹はようやく JJ 旬を機でおろした。

3  日本住宅公団とまちづくり

1955年、弓道場で顔なじみの中井市長から、大阪市の「選手j と

して恥ずかしくない仕事をしてこいと激励されて、発足直後の日本

住宅公団に移ることにな った。大阪支所では先ず設計課長として腕

を振るう。住宅や住生活に対する確固たる信念を基礎に、本所の意

向に逆ら ってでも納得がいくような設計をした 。大阪市での経験と

使用者の反応を基礎に早速洋便器を全戸に取り付けた 。当時として

は画期的な幅1800 ミリの量産ステンレス流し台に対しても、家事研

究の結果をもとに不満を訴え、全国的な標準化推進の方針が出てい

るにもかかわらず大阪だけは 2500 ミリとした 。10年後、 20年後 を考

えて住宅を計画し、各大学の指導を受けながら論議を尽くした上で

新しい技術も積極的に採用した 。

やがて名古屋支所に移り事業部長 、さらに支所長となる 。名古屋

では 、i主端修一、長峯晴夫などのそうそうたるスタ ッフを指揮して、

その後の面開発のモデルとな った又穂市街地住宅の建設や公団初の

大規模ニュータウンである高蔵寺ニュータウンの開発などの大卒業

兵庫駅前市街地住宅( 1973)  

を次々に手掛けた。一方、まちづくりはロングスパンで考えなけれ

ばいけないという認識から 、卒業地区に住む子供達に毎年作文を書

いてもらい、彼等が大人にな った時に住みよい町をつくる方法を検

討したりもした。

まちづくりは中央からきてころころと変わるような人には任せら

れない。背樹は名古屋に骨を埋めるつもりでこの仕事に取り組んだ。

そればかりではなく、公団はまちづくりの主役ではないと、あくま

で脇役に徹した 。主役は地域の住民や自治体て、ある 。そして、公団

を支えてくれるのは学識経験者やジャーナリストであると考え、そ

の意見や批判を大切にした。新聞記者には何でも話したし、そ のた

め首が飛びそうにな ったこともあるが、記者から教わ ったことの方

がず っと多か った。

1967年、支所長として大阪に戻る 。支所長室に製図台を持ち込ん

で職員達を焼かせた 。苦[1下の情報を 聞 くだけでなく、支所長は支所

長としての情報を集めるべく多くの人と会った 。地域からの発想を

重視し 、本所の言 うことにやすやすとは従うことはなか った。

予! ? 樹は、これまでの経験から、平IJ 子宇i I i 給以外に国庫補助めない公

団の家賃制度は抜本的に見直さなければならないと考えていた。名

古屋でも大阪でも建設大臣や国会議員と接触し、補助制度の新設を

訴えた。二度ほど笑現の可能性が高まったが、残念なが ら結果的に

はどちらも機会を迎してしま った。

4  . 西風への期待

住宅やまちづくりに真剣に取り組むとすれば、今が i泣後グ〉チャン

スかも知れない。 しかも、来京中心のこれまでの体11，IJ 、つまり東風

では限界がありそうである 。背樹 l立、関西; 選者[1 と道州市IJ への移行を

本気で考えている 。 日本の住宅や都市を改善していくには、関西か

ら文化の風を全国に送り、それぞれの地域にあ った住文化を育んで

いくことこそが重要である 。 そして、盟かな住環境と家庭や地域社

会での活発な居住活動を実現するためにも、もっと多くの資金と人

材を投入して研究と試行を繰り返す必要がある 。住宅とは何かを聞

い直し、我が国の現状を正しく認識すれは¥何をすべきかは自明な

のである 。

高田光雄 ( 編集委員 ・京都大学助手 ) 記
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東海ルネサンス ・対談

オフナー・クラーク v s  中島

キリスト公[ 司教会牧附l 太平洋教l K W- d'1- 東海支部長 愛知工大教授

石の文化から木の文化を見る

r. I:I}:J j ー

中島 日本人は、四季折々のは っき りした自然の中から独特な感性

を育て、ものの感じ方、見方、考え方に、欧米人とはかなり途った

ところがあるようです。また、例えば欧米が石の文化である のに対

して日本は木の文化であるといわれるように、建築や町づくりに対

しても、考え方の違いがは っき りと出ているように恩われます。そ

こで今日は、日本人の感性 ・考え方が、外から見るとどのように写

っているのか、またそのような日本人の精神、心が、どのように町

づくりや建物に影響を与えていると思われるのか、といったことを

お聞きしたいと思います。

日本の建物は自然と一体になってつくられてきた

オフナー 私は昭和26年にアメリカから日本へやってきましたので、

今年で36年になります。初めて日本に着いたのは横浜港でしたが、

そのときの日本の第一印象の一つが、日本の家にはあまり色がつい

ていない、地味だなあということでした 。そして、後になって理解

できたことですが、アメリカではほとんどの家がいろいろな色のペ

ンキを塗ってきれいにしているのに対し、日本人は自然の美を大切

にし、自然の色をそのまま生かして使っているんだなあ、というこ

とでした 。

中島 日本人は、どうも普から ペン キはあまり使わなか ったようで

す。歴史を少しさかのぼりますが、例えば奈良時代、中国の唐の文

化を導入してつく った奈良の都において、役人は正三位以上が屋般

を青い瓦で葺き、柱や梁を朱色で塗るよう義務づけられていました 。

ところがいつのまにか、みんな色を使わなくなってしま った。やは

り色を 塗ることに対して嫌悪感があ ったからだと思われます。

オフナー 結局、日本の建物で色を塗っているのは、中国の影響から

なんですね。京都の平安神宮もその一つの例だと思いますが、私が

日本に来て今までに一番きれいと感じたのは、朱〈塗られた平安神

宮なのです。その辺の感賞; は日本人と少し違うのでしょう。

中島 確かにアメリカ ・ヨーロ y パの建物はいろいろな色のペンキ

を塗っ ていますが、それは、きれいに見せるとともに、防腐的意味

があるんでしょうね。

ところで、アメリカ ・ヨーロ ッパの石の文化、石づくりの建物は

未来永劫に生命を持 っている 。それに対して、日本の木の文化、木

26 建築と社会/ 1987年 6 月号

の建物の生命は、いつかは滅失して自然の状態に戻ってしまう 。 そ

してその自然の中からまた生命を蘇らせる、新しい生命をつく って

いこうとします。

また、石の建物は、石を下から順に積んでいき、必要なところに

窓、 wi ndow、つまり風 ( wi nd) の 目 ( o w) を開けます。それに対

して日本の場合は、牲と位の間に戸を立てます。 これが問戸、すな

わち: 容な のです。だから日本の建物は、壁がなくて、外の自然と家

の中が一体になっていると考えることができます。

このように日本の木の文化は、自然を取り込み、自然と一体にな

って いるところに特徴があるのに対して、石の文化は、壁をつく っ

て外の自然を拒否し、家の 中で文化をつく っているんでしょ うね。

オフナー たしかに欧米人は家の外と中を区別しています。外の自然、

と家の中は別の世界と考えています。

私は日本の宗教についてもちろん関心を持っているわけですが、

伝統的宗教である神道にしても、自然そのものが拝む対象にな って

います。 またあるところでは、山の前にただ社があり、山そのもの

が御神体とな っており、山という自然そのものに向か つて拝んでい

ます。 そのように日本では、家の中に神が居るのではなく、自然そ

のものが神であり、拝む対象にな っていますね。

日本人にと って絶対的なものは世間と人間

中島 それに対して、例えばイスラム教の場合、メ ッカの方を向い

て拝みますし、拝む所、モスクがあります。そうい ったある特定の

空間に対する考え方というものが、 中東からヨーロ ッパlこかけて広

がっています。その同じような場所にキリスト教徒も大勢いる。そ

して歴史的に見ていくと、イスラム教徒とキリスト教徒との聞で非

常な葛藤があります。それは、自然のままでないある特定のものが

あって、そのものに対する勢力を広めるためにや っているんではな

いかと思うわけです。

日本の場合は、例えば12月24 日はクリスマス ・イブだとい ってみ

んなで騒ぎ 、12月31日に除夜の鐘を聞 くと翌日は神社にお参りに行

きます。それがいいかどうかの問題は別にして考えると、何か全て

の ものを自然の中に同化させようとする心があるように思うのてす。

そういった意味で、ヨーロッノマ ・アメリカの石の文化に対して、日



オフナ クラーク

本人というのは 非常に融通性のある民族の よ うな気がしてきます。

オフナー そういう こ とは石在かに言えるでしょう 。 ところカずまた、そ

の 日本人の融通性というのが、西欧人の 目から見ると 、11愛H未性と感

じるところなのです。だから 西欧人にとって、 日本の社会は、宗教

でも文化 でも 、いろんな面で大変峻昧でわかりにくいところが多い

んです。例えは¥ ことばでも、はっきり言わないで間接的な言い方

をする 。 自分の本音を言わないで 、建前を考えてものを言う 。そう

すると、あの人が何を言 っているのか、はっきりとわからない、と

いったことがよくあるのです。

私は今まで日本の宗教や文化をいろいろ研究してきたのですが、

日本人には 、はっきりした自分個人の信仰とか信念を持っている人

が少ないように 、私には思えるのです。結局 、 日本には、キリスト

や お ， ^ '

教のような絶対的なものは無〈、神といっても、八百万の神々と言

われるように、どこに行ってもその土地の神 があります。海の神 と

か、 山の神 とか 、また先祖も死ねば神 になるとか 、仏になるとかい

った具合に。だから、日本人は 、神 も信じる 、仏 も信じる、そして

キ リスト教の神 も信じる、というよ り、 本当のところは、無関心 な

のだと思うのです。そして、伝統的あるいは既成の宗教よりも 、社

会そのものの 中に、クリスチャンの神 に当たる何か絶対的なものが

あり、それはホ世間。じゃないかと思うのです。 そう考えると、日

本人が調和とか人間関係を最も大切にしている現実も理解できてく

るのです。つまり、キリスト教では、神と自分との関係が最も大切

なことなのですが、日本では、 神が中心ではなくて、人聞が中心な

のだと思います。

そ二に人が住みたくなるような美しい町づくりの時代

中島 そういう日本人独特の感性の 中から 、村ができ、町がつくら

れてきたわけですが、特に名古屋の町について、何か感じることが

あるでしょうか。大都市になると 、町の景観よりも 、むしろ住みや

すさ、情報の得やすさ、文化的生活ができるという こと、また安全

であることなどが優先されがちではありますが ・ 。

オフナー 名古屋の町に来て最初に感じたことは、日本のほかの町に

比べて 、よく計画整備されていることでした 。終戦後、破壊された

状態を利用して立派な広い道路をつくったり ー.... 。東京は、そのよ
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うな先を見通す見識が十分でなか ったように思います。 また、名古

屋には緑が少ないということを人からよく聞きますが 、私はそのよ

うには思いません 。たしかに 町の中に公園は少ないですが、 100 m 

道路の久屋大通りには緑が多いし、セントラルパークもきれいにな

りましたし 、また若宮大通りの真ん中にもこれから何かつくられる

計画があると聞いていますし 。

そして私は、日本人は自然や緑を重んずる民族だと思うと同時に、

芸術観も深いものがあると感じているのです。例えば国際学校の幼

稚園児を見ていると 、まだ 4 、 5 歳の子どもなのですが、日本人の

子どもはアメリカ人の子どもに比べて実にじようずに絵を描きます。

子どもた' けでなく大人も、日本人は芸術 ・美術センスが特別優れて

いると思うのです。

また 、 2 、 3 年前に名古屋の都市美観賞の審査委員をしていたと

きに、名古屋の町のいろんなところを歩いて立派な建物を見てまわ

ったことがあります。 そのH寺に感じたことは 、たしかに自分もこれ

はいいと思う建物はたくさんあるのですが、それらの建物はあ っち

に一つ、こ っちにーっとい った具合に点々として存在しており、一

つの地域がまとまってきれいにしている所は見あたりませんでした。

ませんでした 。

中島 たしかに一つひとつの建物を見ると 、デザイン的に優れた建

物も多くあるのですが・…一 。

オフナー ただ最近は 、町をまとめてきれいにしましようという運動

が、あちらこちらに生まれてきているようですね。

中島 ええ 。今、愛知県でも、町づくり運動がたくさん行われてい

ます。名古屋では、例えば久屋大通りを名古屋の顔にしようという

ことで、美観地区に指定して、久屋大通り界限をより美しい町にす

る計画が進められています。 また 、尊の町、豊田市でも 、都市景観

の懇話会がつくられて、今までの車の町、生産のl町というだけでな

く、そこに人が住みたくなるよつないい景観の町にすべきだ、とい

うこ とで計画が進められています。そのようにこれからの時代は、

ただ道をつく って車を走らせ、地下鉄を走らせるというだけではな

くて、人が住みよい、住みたくなるような、心にゆとりのある町を

つくろう、という意識が市民の問に強ま ってきているようです。

今日は、し、 ろいろ i' i : 重なお話 しを何い、ありがとうごさいました 。
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インテリアの新たな未来をひらく(

欄ーサンゲツ

インテリアのすべてをおとどけします。

サンゲツ製昂は、トータル・コーディネーションを十分

に考え、総合的に開発しておりますので、調和のとれ

たインテリアを表現していただくことができます。
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TEL( 052) 261- 3351 ( 大代)



知北斎場

所在地大府市吉田町藤治; 也末 10番地 |

設 計石本建築事務所

施 工 前 回 建 設 工 業

敷地面積 15，001 m'  

建築面積 1，748 m'  

延床面積 1，856 m'  

規 模 地 上 | 階 塔 屋 | 階

構 造鉄筋コンクリ ー 卜造

竣 工 1982年 3 月

広さ 137 ，000 m'の広大な公園墓地のー

画に この斎場がある 。 斎場も、かつてのシンボルとして さを高〈

人生の終駕の場として、また最後のお そびえていた煙突も今はなく、普の面;μ

別れの場としてのこの施設は、建築とし はす っかり変貌した 。石壁は; r j 'h' lみとし 、

ても人間的高度な対応が要求されるもの 火葬棟の周りに池を配し 、荘厳さと椛ち

である 。私はかつて、アスプルン ドの火 つきのある雰囲気をただよわせ 、周辺の

葬場を見学にはるばる 北 欧に足を運んだ 自然環境に溶けこんでいる 。待合室ロビ

ものである 。 その紋の芝生、なだらかな ーは、大きなカラス窓を通して 山JJ主を平IJ

被打つ丘の上ににぷ〈黒〈輝〈十字架を 用した 手[1風庭闘をとり入れ、悲しむ巡族

眺めたとき 、その風景の誠にいいしれな への心配りがうかがえる 。

東 海 の 建 築 マ ッ プ 一 一東海支部建築マップ小委員会一 一

多治見市文化会館

所 在 地 多 治 見 市 十 九 田 町 2 丁目 8 番地

設 計久米建築事務所

施 工 西 松 建 設 ・ 大 晋工 業 共 同 企 業 体

敷地面積 17 ，538m
'  

建築面積 5，231 .320 m
'  

延床面積 7，552. 34 1  m'  

規 模 地 上 3 階

構 造鉄筋コンクリ 卜造

鉄骨鉄筋コンクリー卜造一部鉄骨造

竣 工 1981 年 4 月

北面が湾 1]担した国道19号線に接したこ

の敷地は、さらに南面に工場や住宅地に

ジグザグに隣接する不主主形とな っている 。

ここへのアクセスは、国鉄多治見釈方

向からの南からの歩行者を 中心 としたも

のと 、国道19号線沿い 中央北側からの卓

からのアプローチとな っている 。

このフ ロックプランは、国道 19号線か

らのパノラマ的な建築の見 え方は 、移り

ゆく風景にひときわ潟ちつきを感じさせ

景観としての建築

またランドマークとしてのシンボルタワ

ーと市民広場を前景にし 、 ｾＢｫ と 外 装タイ

ルの l自が快よいノ〈ランスを {採っている 。

古来から陶芸の地 としてその名も高い

多治見の街並みは 、れんがの煙突からの

黒煙に象徴されてきたものの 、今日現住

では、それからストーリーを生み出すこ

とがあ っても 、来たして生活環境へのア

メニティに対してはいかがなものだろう

か。 この会館はそれに応えてくれている 。
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建築空間の美学

本書の論旨によれば、建築論 ・芸術論の主

要なテーマは、作品の感覚的現象とその内的

体験である 。空間芸術としての建築という近

代美学の規定は、しかし、必ずしも十分なも

のではない。 この規定には、建築空間が「現

実空間として人聞の生活機能を満たすという

根本条件J が欠けており、また、その建築空

間は、素材や構造に依存しながら人聞の微々

な世界観を反映しうるからである 。著者は、

いわゆる享受美学の一面性を指摘して、自IJ作

美学の立場から、「機能 ・フォルム ・イコノロ

ギーに支えられた建築空間 j の探究を試みる 。

*  *  *  

この観点からみれば、建築空間論の系譜は、

およそ前世紀以来、 三つのH寺期に分けられる 。

そこにはまず、シェリングからヴェ j レフリン

をへてシュマルゾウにいたる空間概念の萌芽

・確立の過程がある 。 それは、建築の問題を

量塊や構築術の観念から解放しながらも、コ

ーへンの芸術論を媒介として、第二Wl を画す

るブリンクマンの ｉｊ ， ｜ｊ ｾ 塑 的物体と空間表象 ｪ

という対立をひきおこす。物体と空間の二元

論は第二期の特徴であるが、その克服の途上

に、フランクルやテュルクハイムの空間論、

さらには、建築を「芸術的に形成された現実」

とするフライの命題がある 。 しかし、この時

期に同 H寺に、エヴアースなどの批判も現れて

第三の時期が聞かれる 。そこでは 、ギーデイ

オンやゼヴィやノルベルグ= シュルツなど主

要な建築学者が空間論を展開する一方で、 「空

間造形としての建築」を否定するパ y トやハ

イデ ッガーなど、建築空間論への本質的な批

判がみとめられる、とミペ: 者は分析する 。

この系譜的な概観は、著者にどのような建

築論的考察をもたらすであろうか。

空間芸術という規定の不備を説く著者は、

西欧の古典思想に示唆をえて、まず建築にお

ける「機能 ・目的」を 問題とする 。建築美と

機能の闘係から、ここでは、前者に従属する

後者としてゼンパーやワグナーが、両者の一

致としてへーリングやグロピウスが、フ ィッ

シャ一流の機能を越えた建築美としてル ・コ

ルビユジエやミースの建築思想、が位世づけら

れている 。 しかし、機能だけが建築空間を規

定するのではない。素材によ って造形された

都市文化を 耕す本

「草の根j 文化と イベン ト文化 lまいま

大阪文化政策研究会編

都市と文化 のあ りょ うを巧一えていると ｉ ｾ ｉ ｊｾ す る

浦氏が、ハ ッとさせられる本だ。 rおもえば、こ

の匡|の文化は明治以米、た えず」てからの11j1 し付け

であった。そのことによ って 、どれほど優れた民

衆の文化必下l;がjUA色え、 aT射させられていったこ

30 建 築 と 社 会/ 1987年 6 月号
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「芸術的フォルム」も同様に重要な契機であ

る。著者はさまさまな美学思想や比例論を検

討して、建築空間とフォルムが内容と形式と

いう相補関係にあることを指摘する。建築空

間! の第三の契機は 「イコノ ロギーJ である。それ

は、可視的な形態を通して阪に見えない村神

的動機を告げてくれる 。建築のイコノ ロギー

は、へーゲルやサウアーに先駆的な結実をみ

るが、とりわけ今世紀のパノフス キーのもと

で開花する。ゼーテ、ルマイヤーの象徴論やバ

ンド 7 ンの図像学が示すように、建築は諸々

の「意味J を担いそれを表現しうるのである。

ところで、現実の建築空間においては、こ

れらの三契機がそれぞれ個別的にあるのでは

建築空間論

その美 学 的 考 察

上松佑ニ著

早稲田大学出版部刊

3，200円

ない。本書は、その全体性を空間体験の地平

で解明しようとする。建築主11I lはひとつの総

合芸術作品であって、「瓦の作品の理解とは、

作者の空間予体験と観者のさを間体験が出会い、

作者の自我空間と観者の自我空間が相互に共

ｉｉ｟Ａｾ し合うことである 」と述べられる。そのよ

うな建築笠間と自我空間の「ぎりぎりの境界

にある j のが感覚のi . ! J : 界にはかならない。

このようにして本書は、建築空間体験にお

ける感覚の役割を探求することとなる。美的

体験は多くの感覚の複合体験であるという著

者は、シュタイナーの十二感党論をもっとも

包指的なものと評価する 。 そして、生命感覚

や的的感覚の建築的事例をあげて、「拡大され

た! 必党論」カ叶唱える言語感党や思想! 感覚にし

ても、感覚とは、主観的印象ではなく、むし

ろカント的な共通感覚の普遍性をもっと主張

する。著者によれば、感覚論をこのように拡

大する「その時初めて 建築における美的

空間体験をこれら諸感覚の共働作用に基づい

た総令感覚体験として、またその調和として

新刊寸評

とかJ とし、う。

Ｑ＾［ＧＯｩ刈 ｴ ｬ Ｉ 剥ｊＯ神 ｽｩｲｬ￮Ｈ 日本機関紙 ｈｾｾｦｩ センター ｆｉｊ 1. 200阿)

10宅論 10種類の 日本人が住む 10種類の住宅

隈 研 吾著

-6 花 l際司しにみえる住宅文化も、その成立基盤を

みていくと幾つかの段類に分けられる 。この本で

は、恭二者が様々なキーワードを駆使して 10持類の

中村貴志(京m大 学 怨 築 判 }ll )J下 )

解明」 しうるのである 。芥蓄の第卜章は、以

上すべての論究をハ y ツィ家礼拝堂という IJ 住

ーの$ WIJ に適用しようとする 。ブl レネレスキ

のこの傑作の「息をのむような美しき J の秘

密が、上述の建築空間論を駆使する著者の筆

致に r! l l . らされる 。 その記述の魅力は、読者の

楽しみに残しておかれねばなるまい。

*  *  *  

きて、数々の傾聴すべき哀ー理を含む本書に、

建築論的な疑問の余地がないわけではない 。

物体と空間の二元論の地平で、ハイデッガ

ーが空間造形としての建築を否定して物体の

第一義を主張したとするその文脈は、少なく

とも、ハイデッガーの「物への間ぃ」と、芸

術作品をめぐるその思惟と 、現存在そのもの

が空間的であるというあの主題を思いだすと

き、重大な哲学的疑義を生じるであろう 。 そ

の存在論の射程に、一方でサルトルの想像論

やメルロ= ポンティの知党の現象学を、他方

でパシュラールやボルノーの空間論をみるな

らば、疑義はいっそう深まるはずである 。

フォルムと物体を同一視するかにみえる本

警の記述も、美学上の問題となる。その経緯

の一端は、しばしば論議される創作美学とも

無紋ではなし、。ア リストテレス以来のこの問

題性は、近代美学の可能性とも交錯しながら、

建築の自党に直接かかわるものであろう 。

建築 ｾｲＱ ｦｊの総合感覚体験を語る著者は、感

覚の概念を拡大して、それを回避するかのよ

うである 。 しかし、感覚論の過度の拡大は、

いわば通常の哲学感覚を逸脱して 、総合とい

う概念、を逆説的に希薄化するとも思われる 。

*  *  *  

空間論の領域は、本来きわめて広いもので

ある。それが主としてドイツの近代美学に限

定されたその意義も、なお熟考を要するもの

であろう。建築の「美学的考察J が、論者の

感性と思-11ft に大きく依存する以上、建築的経

験の自党がそのつど考察の土壌を深めるに違

いない 。諸i概念の確実な文献学的所在を 示す

この労作は、その意味で、建築を志す者の多

大な関心、を呼び起こすことであろう 。

なかむら うずし

1971年 京r. l 1大学工学部処築学科卒業

建築設計 ・建築論専攻

住毛タイプを規定したー径の分類ゲームを行って

いる。日本人が自分の「すまいJ を作りあげてい

く.if1fl においてみられる 、自分の「場所」に対す

る佃li 値観の多様性の実態とその変質が、この分類

を通してかなり現実と一致して浮き彫りにされて

いる 。著者のも: 図は更に淡いところにあろうが、

ここではあまり難しい言葉を使わず、経〈読める

楽しい本に仕上げている 。

伊藤l i I I 自11/ 日，悠設計 ( トーソー出版 FIJ 1，200問)



書棚の時間・私

私の家には書斎らしき部屋がひとつある 。

、、らしき H というのは、その部屋が本来アト

リエでもあったからだが、書籍類が増えて手

狭になり、現在では、制作はほとんど別 の 部

屋で行う始末である。

そのホ317斎' も私の専用ではなくて、ノン

フィクションを書〈女房と共同の仕事場であ

る。 一隅に彼女の座机、反対側の一画に私の

作業台を置いた 14宣: ほどの板の間だが、壁の

一方は天井まで本側lで埋まっており 、彼女の

机近くの布側から取材資料や女性史 ・郷土史

関係の本が並び、美術書や写真 ・建築の本が

多い左半分が私の蔵書で、境い自は共通の本

となっている 。

境い目あたりの一段を、仏像関係の本が占

めている。いまは余り手に取ることはないた

め手前に 小物が置かれているけれど、それら

は、ある時期、私が買い求めたものである 。

これらの背表紙を眺めていると、私にはひと

つのことが思い出される 。

*  *  *  

それは、 1975年のこと、長崎県は五島列島

の福江市で出会った異形の建築と仏像につい

てである。

ちょっと歩けば住宅の聞に回畑が見られる

福江市の街はずれに、一見廃虚を思わせる建

私が読んだ本

ーで集めた廃材を用いて、たったひとりで建

設していたのである 。

掛塚留吉は戦後間もないころ、この堂に肥

られている「夢見観音j を彫った仏師 であり

僧侶でもあ った古賀観清師と出会い、二人の

、男の約束' から同観音堂建設に若手したの

だという 。故初、熊本の 山中で建てかけるも

事 情 で中断、続いて現在地において 完成近か

った木造の堂は台風で倒 壊 、 そ の 後 19 6 0年か

ら鉄筋コンクリートによる三度自の坐堂づく

りが始められた 。

物があ った。それが「掛塚聖堂Jて・あ った。高さ きて、堂内吹抜けに吃立する夢見観音は、

13 . 3 メートル、関口奥行きとも 16 メートルの 身の丈 5 メートルのケヤキによる立像で、ー

それは、塔状の本堂を 中心に、アーチの入口 木造りでは日本ーの大きさだという 。両裾が

をもっ唐破風屋恨のファサード、その両 l協の めくれあがった衣に身を包んだ頭てd っかちの

屋外階段から続くテラスの回廊、各所に 穿た 下ぶくれの顔は、まことに人聞くさい表情で

れた教会建築の諮獄窓を思わせる大小の円窓 あり、私は、この建築に劣らず特呉な夢見観

など、その曲線的でシンメトリカルな構造は、 音にも大いに興味をもった。

重厚な彫刻的存在感をたたえていた 。 現代美術の先端を自負して制作していた私

それが昨日今日で造られたものでないこと は、それまで仏像など古くさい造物として余

は 、変色したコンクリートの| 涼問から仰ぴた り関心をもつことはなか ったが、この像との

雑草かー物語っていた 。 このときすでに 15年 が 出会いのあと、私は学生時代に訪ねたきりの

経過していたこのコンクリート建築は 、笑は 奈良の寺を再訪し 、仏イ象の本を読むようにな

まだ未完で、ありながら 、その氷い時間によっ ったのである 。

てまさしく廃虚でもあった 。ホ 未完の廃虚。 それといつのも、当の夢見観音がユニーク

たる掛塚聖堂は、掛塚留吉とい 7 元大工の老 であるとしたらどういう点、なのか、それを知

人が、養老年金をセメント代にかえ、リヤカ りたいからにはかならなか った。 だが、そう

新刊寸評

今 井 祝 雄(造形作家)

するうちに、仏像の魅力も自分なりにわかる

ようになり、明古くさしげどころか、きわめて

必現実的な仏像への興味はっきないのである 。

書棚の背には 『仏 像 事 典j をはじめ 『円 空

と木 l喰J r大隅路の回の科I像 J r修 那 羅 の 石 神

仏J r異端の似たち j 等 々。 同じ仏像でも、

どちらかといえば正統派でないものに関心が

傾いており 、写真でしか知らなかった円杢や

木 11食の現物を見に行 った り、 余 り知 られてい

ないが独自な仏像を残した遊行僧 『木 l喰白道』

の存在も知った 。

そこで私は、仏像をはじめとする* 祈りの

造形。について思いをはせるのだが、それは

結局、芸術とは何か 、創造とは何かという私

自身の問題に帰ってくるのであった 。

*  *  *  

このように私と本との関わりは、最初に本

のt世界から何かを求めるのではなしに 、個 人

的な、、出会い" や、思い入れ。がき っかけと

なって本を開くというタイプなのである 。 ほ

かにも、石の彫刻をつくり始めるとなると 、

古今東西の石の造形から民俗まで調べたくな

る。 そんなわけで、夜、の読書は広〈多岐にわ

た っている 、 といえば格好いいけれど 、実は

かなり偏った雑談であり乱読にすぎないのだ。

ここではも っ と私の仕事に関連した本につ

いて述べればいいのかもしれないが、以上の

聖堂と仏像が、さきごろ 8 8歳の留古老人の死

とともに、跡形もなくな ったことを知って、

より鮮やかに思い出した次第なのである 。

私の重H朋には、ほかでもないその時々の市 矛ム。

が並んでいるのである 。

い ま い の りお

1946年大阪生まれ

Iω96ω4年 与共L体美術協会に参加、 ，マ72年に島解干; 散放まてでetぜ出H舟

]ゆ96ω6年 告第1¥1ω0回y エノルレ美術1投1一ミ讐等号平ii抗t  

1967年 第 5 回ノ マリ-I' f年ビエンナーレ

Ｑ ＹＷＰ 年万医 ｉｾ Ｇ￬Ｍ美術展Ｈ万国博美術館Ｉ

1974年 大阪府民ギ ャラ リー美術コンクーノレ入賞

1981年 ポートピア ' 81 テーマ館 ・展示企画委μ

1982年新大阪駅前に「タイムスト ンズ400J 制作

1983年現代美術におけるT j : 点展 ( 国立近代美術館 )

1986年 大阪吹田自転半近の広場に 「風見石」制作

現在 京都教育大学 ・京高I i 芸術短期! 大学非常勤講附

サンケイ新聞に「アートする街かど ｪ を毎木曜Ｚｩｩｬｩｾ在

新 しい都市づく りの視点

の入門訟である。長期計画、都市計画から土地問 意識の抜本的変革を悩〈訴えかけている 。公的土

その複眼的ア プ ローチ

塩 見 譲 著

本苫ーは、 1984年まで日本経済新聞の編集委只と

して都市 ・自治体問題に鋭いペンを振る ってき た

著者が、多方面にわたる都市問題や都市行政の課

題のとらえ方をわかりやすく解説した都市政策論

題、住宅問題、さらには景観やコンベンシ ョン な 地利用計画と開発利益の社会的還元のための具体

と14の項目にわたる話題性のあるテー? を取り上 的政策なくして、都市の基盤技備のたち遅れと社

げ、歯切れのよい論調てづ都市づくりのあ り方カ清吾 会的不平等の拡大は解決しえないという主張であ

られている。著者は 、複雑で多様な都市問題も、 る。園内的には貧困な住宅 ・住環境に悩まされ 、

結局はそれらに共通する様木問題、即ち、土地問 国際的には内需拡大を求められている今目的状況

題の中央集権的タテ訓・画一行敢に起因するもの の下で、本舎に展開され ている視点は今後益々重

が多いと指摘する。とりわけ、土地問題について 要にな って いくものと恩われる 。

は、本;!? でも多くのページがきかれており、土地 日HI 光雄/ 京都大学 ( ぎょうせ いI' rJ 2 曾300問)
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「建築 と社会」誌20年 ・特 集 一覧 昭和 ＴＲ 年 ｾＶＲ 年

「 建 築 と 社 会J 誌 は 、 昭 和42年 か ら 大 型 化 し A 4 変形4
o

lj と な っ た 。 特 集 と 作 品 作 風 頁 を 二 本 位 に 、 シ リ ー ズ も の の 頁 を 織 り 込 み 、 そ の 11寺々
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xuuumm 900x600mm I . umm 5mm 

ここまで、、大きくなってミ薄い、軽しも建築表現の可能性を大きく拓くマガトズ

ｉｎａｘ のファイン セラミ ック建材アガ トスは優れた ｾｊｾ 性、花前 ｩ 岩に匹敵

する強度と約 3倍の曲げ強度を持つ特殊な建築材料です。一般のセ

ラミック材料にありがちな脆さを克服したホしなやかな新素材砂・…一この

力 学 的 ・化 学 的 特 肢 が一枚の形状を大きく変えたのです。600mm角、

務 形8mm、しかも重量は1平方メ ートノレあたり、わずか18kg。大きく、薄〈、

軽いため構造躯体への負担も少なく、施工もスピーディ。構造設計もし、つ

そう自由になりました。1沙や土など素材特有の風合L 、を生かしたデザ‘ インは、

J!1o.l 土との調和を凶るばかりかえの独持の表情で逮築の品位を語りかけます二

炉、 マ¥乎
，、。

A  G  A  口

ファインセラミック建材: アガトス

椋式会社 I NAX 大 阪 支 庖 〒550 大阪市西区新町1丁目7番 l号 T E L06-532- 印日1



新建材紹介コーナーNo.144 日本建築協会建材委員会

ファインセラミ ック建材

ア ガ ト ス

株式会社 I NAX

本 社 〒 ＴＷＹ 愛知県［［［ｾＮ rlt 市 銀 江 本 町 合05693 5  2700 

* 京支問 干104 東京仰中央区八丁堀 3 ー10 - 5  f i 03- 555- 3700 

大阪支桁 干550 大阪市 内 区新 町 1 - 7 ー 1 f i 06- 532 - 6081  

. は じめに
. 種 類

石でもない、タイルでもない、 J! T . 特の質感と品

位を持った大形簿形セラミ ック建材が開発された 。

新素材技法による大型で薄〈精度の良いニューセ

ラミ ック、 I N A X のアがトスである 。耐候性、

耐凍害性にすぐれ、従来のセラミ ックの脆さを克

服したしなやかな弾性特性を示し、躯体の動きゃ

無利のコライユ、地利のソワ、およびソワデザ

インシリーズがあり、内外壁から床まで広い用途

に使用されている 。 コライユは、全国各地から数

百種の砂をサンプリングし、その砂粒の色合い別

に数を数え、セラミ ック上に再現、 E少の持つ特有

な質感を肌裂に 反映させた独特の表情を持つ材料

外力に対する高い追従性能を有している 。石材を である 。 ソワは紛の持つ肌合いと品位を荊IJ によ っ

超える特性を持ち 、砂や土の持つ特有の肌合いと、 て表し、独特の色味に仕上げてある 。すなわちマ

ナイーブで洗練されたハイテクイメージを恕わせ y ト利iの無地 と、 同一而に 7 '/ ト刷、プライト利l

る建材である 。 の変化で、ストライブ、市総を 構成し、大型住材

. ，腿i去

従来、ガラスや電磁材料に使用されている ファ

インセラミ ックス用の繁材を 、大型建物周に適す

る性能にするため、原料の純度、調会や粒度等を

追求し、 1，000 t 以上の高圧で成形すると共に、

1 ，200 'c を越え る高温で精密に焼きあげた建材で

ある 。 この材料は、優れた蝉性特性を持ち、 l吸水

が多少あるにもかかわらず、耐凍害性を有するセ

ラミ ックであり、 I NA X独自の開発紫材である 。

595 

タイル単品図

50 50 

水平方向断面詳細

アガトス取付詳細図

( ファス ナー工法)

セメント押幽し凪聖品

17 

に繊細なハイテク感党を持たせている 。市松般機

は光と影に着目した白 J廷のレリーフもあり、壁而

の構成に新鮮な表情 を与えてくれる 。大きさも 300

角から 600 角まで、役物も位自にとり揃えられて

いる 。スタンダード商品の他に、 寸法や厚さ、テ

クステュア、機能等ーの喜55立に、特注ではあるが対

応でき、 設計者のイメ ー ジを実現できる 。最近で

は 、石面、鋭面、金以光沢而空手の表面処理や、案

内板、 壁画等の特別注文が多いそうだ。

. 物性

大型である のに、l 法村J3l:ーが良 〈、 m' 当たりのm

70 - - 1  

¥ ア ガ ト ス

，"-; 寸RF π

¥ セメント押出し成型品

鉛直方向断面枠組

表 - 1 アガトスの製品構成 (単位 mm) 褒 - 2 物性比較データ

形 状 実 寸 法
Jfi 自 {アヨ予〆r イト ニスL )  舷ｾＮタイ ｊ レ iE 陪i 岩

600. . 角 平 597. 5X597. 5 

吸 水 準 ( %)  0. 8 0. 3 0. 3 

300m.  fll 平 297 . 5X297. 5 

説 奮 Iil' (  g  /cm' )  2.3  2. 5 2. 6 

1111 If 1童さ ( kgf /cm' )  500 250 150 

1111がり ( 出問 ) (47. 5+47. 5)  X297. 5 

圧縮強さ ( kgf /cm' )  2. 500 2. 000 1. 500 

1111がり ( 入間 ) (47. 5+47. 5)  X297. 5 

1画聖書強1 さ ( kg ・cm/c耐) 1. 6  1.2 2. 0 

fλl 申白 木 (57 .5+  10) X297. 5 
ヤング率 (  N/ m') 4. 5X 10"  6. 5X 10"  5. 5X 10"  

片 I而 取 り 597 . 5X597. 5、 297 . 5X297. 5 ポアソン比 0. 16 0. 19  0. 20 

両 而 取 り 597 . 5X597. 5、 297 . 5X297. 5 
熱膨張係数 (  1  / .C )  8  X IO・ 6  X  10 ・ 7  X I0 ・

);-{ 厚さはスタンダードで 8 mmてーある .
熱伝持率 ( kca l/ m' h. .C )  1. 1  1. 5  1. 8  

銀座テア トルピル

吐 も18kg と縫い 。標準の厚さは 8 mmと五.1;' いが、ヤ

ングE容が小さく卵性特性を有しており、強度が大

きいため、さまざまの場面に使用できるのが特徴

である ( 表ー 2 参照 )。 耐凍害性も、 I NAX 法で30

℃からー 20' C の凍結局虫解を 1 ，200 サイ クル繰り返

し、何ら机{ あの起こらなか った事が確かめられて

いる 。金問どんな場所でも使用可能 であ り、その

1.
l
jl性特性を活かして、建物の IJ- J 外壁へjよく使われ

始めている 。

. 施 工

アガトスは、裏面に深さ 2 mmのアリ型の裏足を

持 っているため、モルタルとの接治力が日〈、 ta

式、乾式両工法に対応、でき、内装ノ ぞネル工法、 P

C 版工法をはじめ、手張りにおけるマスク工法や、

乾式のファスナー工法等、多くの工法が録用でき

る( 図参 !m)。 また名舵の 1111がりや内側木、而取り

等の役物もとり揃えられ、現場加l工も容易であり 、

美しい納まりと 、向精J3l:ーの仕上げが可能である 。

- まとめ

アガトスが大盟ビルの外装に採用された最初の

現場は、東京の銀座 1 丁目に主主つ銀座テアトルビ

ルである 。 その独特の建築美を飾る素材として、

評価も if fJい。今後、乾式工法への対応を 」まえて 、

より大きく、より良い製品を開発していくそうで

あり、石よりもフレキシプルに対応できる商品と

して大いに汗側できる将来性のある製品であろう 。

猪野達雄/ 建材委員
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建築技術安全審査委員会について

1 はじめに

当委員会は、昭和5 0年 1 月近畿行政連絡会議の要請により建築主

事の諮問機関として発足し、同連絡会議が定める構造等取扱要領に

掲げられた建物等の安全審査( 以下「審査 j という) を行うことを

目的としています。同要領は、昭和56年 6 月の建築基準法施行令の

改正に伴なって建設省住指発第96号の通達を受けて改訂され、高さ

が45m (鉄筋コンクリート造は 31 m) を超えて 60 m以下の高層建築

物についての安全性を判断する「評価」が追加されました 。

なお、当委員会では近畿以外の地域の物件についても「評価」や

「審査」を行っております。

2. 運営

当委員会は、主に近畿における大学の先生方で構成されており、

月 1 回聞かれる常任委員会において申込み案件を審議し、案{ 牛ごと

に 2 ・3 名の委員からなる 小委員会( 部会) を設けます。詳細l審議

はこの小委員会てー行われ、通常 2 ・3 回聞かれます。審議終了後、

担当委員により報告書( 案) が作成され、常任委員会での審議を経

て報告書が交付されます。

常任委員会での受イすから報告{ ' : ，t の交付までの期間をできるだけ短

縮するよう配慮しておりますが、その期聞は通常ほぽ 2 ヶ月余とな

っています。

3. 申込み方法

建築主事から建築碓認申諮予定物件について、当委員会の評価あ

るいは審査を受けるように指示された場合、下記の書類をそろえて、

常任委員会開催 1 週間前( 原則) までに当試験所にお申込み下さい。

なお、資料等の作成にあたっては、事前に当試験所と相談の上進

めていただくようお願いします。

0 評価又は審査申込書( 当試験所所定の用紙) … …ー… l 通

0 建築主事の意見書( 審査項目を記載したもの) ・・・・ ・ l 通

0 総括説明書( 常任委員会及び小委員会用資料) ……・・…… 16苦11

0 構造設計図書一式( 小委員会用資料) …・・・・ …ー・・ ...... 6 苦11

4. 評 価 料 ・ 審 査 料 に つ い て

常任委員会での受付終了後、当試験所より申込者に対し、請求書

を送付致しますので、所定の銀行に振込んで下さい。

5.評 価 シ ー ト に つ い て

当試験所では、評価を完了した物件について、評価内容の概要を

一般の方にお知らせする目的で、申込者のご協力を得て評価シート

を作成し、機関紙 r C B R C J に掲載しておりますので、ご利用し

て下さい。

ご不明の点は、当試験所の企画室までお問い合わせ下さい 。

@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

所 在 地 ・吹田市藤白台5 一日一 1 〒565

電 話 … ( 06) 872- 0391 F A X " ' ( 06 ) 872- 0784 

業務時間 ・平日: 9  :  ＰＰ ｾＱ Ｗ＠ :  00 

土曜 : 9  Ｚ 日目 ｾＱＲ :  00 

O常任要員全出席

・概要盟明

揖・j) の作成

0 小委員全出席 ー O小書員全出庸(周{刷).. ' C 

昨綱姐嶋

盟事時の作成

追加検討書の撞出

[傭E 剛Ift ) . (鰻告書]

'ーー・ 1 唱- ｾ 、 ー照合

財団法人 日本姐聾昆合臣殿所

事 尋 問 圏一週間前まで

医=t t J

毎月車 3水曜日 (I軍刷)

二の間. 通常 2 ヶ月

事忍凶日(酬)

ニの問、l Oernr

医二亙

帽告轡の宮付且ぴ過{ す

最終世出賢斜一式の過付

直E圃

構造審査( 評価・審査) に伴う事務手続きのフ ロー

昭56. 6.  1  改訂

近畿建築行政迎給会議

次のれ号に該当する構造方法について、事前に財団法人日本ill 築総合試験所帯1t

機 関の伎術的審査を受け、構造耐力上支陣ーがないと判定され、かつ、建築基地法地

行令1f i 8章の組定を満足するものに対しては、建築基地法第20粂の規定に基づき安

全性を硲認されたものとして取抜う .

(1) 審査を受けることにより建築ｾＮＡｩ準法第 ＲＰ 粂に基 づ き縦認される高層建築物等 Ｎ

( 1)  高層建築物

鉄什鉄筋コンクリート道

45m < 壬60m

鉄 骨 造

31mく鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 泣 孟60m

の内挫築主'1>が意見を求めるのが適当と判断したも の.

(2) H  P  C 工法 ( ただし、建築主事が在米工法とみなすも のは除< )  

(3) 現場打ち及びプレキ ャストコ ンクリートによる笠式鉄筋コ ンクリート造で特

殊なもの.

an 確認上、判断の般拠として審貨を必要とするも の.

(1)  悶強度コ ンクリート ( 28 F  c  >  270kgj cm' ) 及び太径鉄筋 ( D51O等 ) 、その他

特殊な材料を用いるもの。

(2) 典傾基礎を併用するもの。

(3) 唆式とラー〆 ン締法の大規桜な併用。( 立而的及び平前的併用 )

(4 )  その他建築主事が: u : 凡を求める のが適当と判断したも の。

(fmtn 解析が特殊なもの

(イ) 継子(鉄筋 ) の特殊なもの

(ウ) 佐官状物的特殊なもの

同 水中構造物

(オ) 吊り下げ椛造物

(カ) ラ y クピノレ及び立体駐車場てe特殊なもの

(キ) プレストレスト憐逃で桃造計画上疑殺を生ずるも の

(ク) 抱一千1十都機め使用に| 剥して判断の凶縦なも の

(ケ) 大m悦工作場

(a)  令姉 138粂1項l 号(煙突 ) 中、高さが 100mを超えるもの.

(b)  令1f i 138条1 m2号(鉄筋コ ンクリート造の位、鉄柱、木村等 ) 中、高さが50

川を超えるゴノレ7 ネ y ト書1{ 0

(c) 令部 138条 l耳'(3号(広告搭、広告板、装飾応等 ) 中、 11; きが100mを超える

もの。

(d) 令第 138粂 l攻今号(高架水剤、サイ口、物見浴等 ) '1' 、開きが100mを超え

るもの。

(e)  令第 138条 11買5号(擁壁 ) 中、高さが 10mを超えるも の。

( 原則として 10mを超えるものは認めない0)

( f) 令第 138条2項中、1 . 2. 3 号で、そ の情逃が特殊なも の.

(g)  製造地設でそ の榊造が特殊なも の。

( 以下、別記省略 )

近 後 建 築 行 政 連 絡 会 議 構 造 等 審 査 取 扱 要 領
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建 築 の 研 究 ・開 発 は 関 西 か ら

雄 築 学 会 近 畿 支 持1) に研究委1 - J . 会 を設けて、数年米、 「維 事長企画」の研究に取り組んでいる 。 近 年 、 建 築 行

為のなかで企画段階の重要性が ｉＺＧｾ まりつつあり、専門業務として確立する必要が生まれてきた、という

花、識に娃つ。いている 。 建 設 業 や 設 計 事 務 所 に も 「企 画」 ゃ 「開 発J の 名 私 を も っ 組 織 ・音1)門 が 増 え て き

て お り 、 研 究 の 手 は じ め と し て 、 こ の よ う な 組 織 と そ の 業 務 の 現 状 を 剥 仮 す る こ と と な った。 関 西 地 械

の 主 要 な 企 業へ の インタビ ューをい ちお う終 えたとこ ろ で 、 東 京 地 域 に .ii 五山した 。 建 築 活 動 の ス ケ ー ルが

終 段 に 大 き い 束 京 の こ と だ か ら 、 企 画 業 務 も よ り 活 発 で 内 容 些 か だ ろ う と い う 期 待 が あ っ た。 と こ ろ が

案 外 に 低 調 な の である 。「 こ れ な ら 関 西 の 方 が 頑 張 っている J と 思 わ ざ る を え な か っ た。 ど う し て な の だ

ろ うか 。 J ! I l . 巾は附' j lj月の よ うだ 。 J . I ミ京は仕事が多い の で プ ロ ジ ェ ク ト 企 画 を た て て 建 築 詰 要 を 開 拓 す る 必

袋 な ど な い の で あ る 。 そ うい え ば 、 さ し た る 工 夫 も な い マ ン シ ョ ン が 飛 ぶ よ う に 売 れ て し ゅ 。

l期間 は マ ー ケ ッ トが小さいだけに 'J工業関与Eが l滋しい 。 研 究 ・開 発 に 力 を 入 れ て 新 胤 性 を 発 揮 し な け れ ば

や っ て 行 け な い の だ 。 処 築 の ti lJ 造 的 な 研 究 ・開 発 を 可 能 に す る 条 件 は 関 西 に こ そ あ る 、 と い え る の で は

な か ろ う か 。
( K .  T . )  

内 聞 の 美

公 共 建 物 の 設 計 、 阪 迎 ! を 担 当 し て い る た め か 商 業 的 な 百 貨 脂 、 市 街地 再 開 発 ビ ル や 、 生 産 部 門 的 な 特 殊

な 工 場 等 の 見 学 会 を催 し て頂くことは非常に興味深し、 。 異 常 な 土 地 の 高 騰 を 抑 え る た め 、 公 共 の 土 地 を

売 却 す る の で は な く 、 リ ー ス 形 式 に す る か 、官 民 共 有 の 共 同 ビ ル の 建 設 を 図 り 、 土地 の 有 効 利 用 は 勿 論

のこと、 地 域の 再 開 発 活 生 化 に も 繋 る こ と は 非 ?;? に 良 い 試 み だ と 思 っ ている 。

さ て 、 ビ ル の 見 学 で 思Lうこ と で あ る が 、 メ イ ンア プ ロ ー チ に は修 景 化の た め の モ ニ ュ メ ン ト や 、 陶 壁 、

壁 画 、タペ ス ト リ ー に 楼 す る 機 会 が 多 い 。 勿論、控物の設計者や、施工者と ..tJ';. 前 に 綿 密 な る 打 合 せ を さ れ

て か ら の こ と で あ ろ う が 、 来 し て 何 を 意 図 し て 作 成 さ れ た の か、なかなか凡人には理解し難し、作風にお

目 に か か る 場 合 が あ る 。

や は り 建 物 と こ れ ら の 作 品 が一 体 と な っ て 空 間 を創造し 、構 築 さ れ て こ そ 空 間 芸 術 へ の 相 乗 効 果 が 発 揮

されるものであり、建物の外観美や 町 なみの統 一 美とは 、 又 Ｑｾ な っ たこれら文 化的な作風 に接すること

により、 一 層 il却し、や深みのある愛される建物になるよう心がけたいものである 。 ( T .  K )  

そ の 昔 、 羊 飼 い 遥 が 夜 の 野 に 桜 そ べ っ て さをを 仰 ぎ見ながら 、峨々 な 伝 説 や 世 の 不思 議 に 想、いを馳せたで

あ ろ う 星 空 は こ う で あ っ た か と 思 わ れ る 体 験 を す る こ と が で き た 。 1985年 の 夏 、 東 経128
0
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大 平 洋 と 東 シ ナ 海 が 接 す る 西 南 諸 島 の 洋 上 、 れl
'
制 航 路 の 船 上 で の 話。 瓦 亦 な 夕 日 が水 平 線 に 沈 ん で 行 く

美 し さ に み と れ た 後 、 船宅 へ 戻 り 、 や が て 夜 中 に 1 人缶 ビ ー ル を 片 手 に 兵 llfi な船上に 出 て 笠 を 見 上 げ て

ん ｬ 、を存んだ 。 何 一 つ巡るもののない夜の洋上 。 人工の光は何もなく、目を ｗ ｉｊ すような光のｾ思数の星が緩

いかぶさるように立i 1 i かに迫 っ て き た 。 と て つ も な く 大 き く 見 え る 星 々 と 、 細砂 の よ う に 光 る 部 分 が 余

仁l を 組 め つ く し て 、 神 秘 そ の も の であ っ た。 hl が 降 る と の 表 現 も 、星 に ま つ わ る 様 々 な 話 も 、 あ あ 本 巾

だ っ た の だ な と 思 わ せ ら れ た 。

日頃、 7 ンショ ンの 片 IIIJ¥の 向 け た 夜 空 に 、 か す か に ま た た く 消 え 入 る 機 な 昼 の 姿 し か 見 る こ と の 無 い 私

にと って は 、 こ れ が 自 然 の 本 当 の 姿 な の か とい う 衝 撃 を l床わ っ た 。 本 物 と 、 本 物 ら し い も の と の あ ま り

に も 大 き な ギ ャ ッ プ 、 こ れ を 私 達 は 現 代 の |位H必の 中 で 忘 れ 去 ろ う と し て い る 。 ( J .  T .  )  

成 る 芸 術

総国の陶芸家、 K 氏の窯をサーねる 。 ソ ウ ル か ら '1工で 2 11寺川程 か け 、 さ ら に 村 か ら 一 歩 奥 へ 踏 み 込 ん だ 山

鍵に屋敷を構えている 。 登ｾを 中心 に薪の小昼と Ｓ 棟の居所である 。 同伴した友人も陶芸家なので、興

味 は か の 銘 品 を 生 む 祭 と な り 、 畏 敬 を も って 対 面 す る 。 し ば ら く 続 い た 立 訴 の 後 、 ア ト リエ に 笑 内 さ れ

作 品 を 押 見 す る 。『イ|司 展 で 売 れ 残 った も の だ け な の で 数 が 少 な い が、こ れ は 良 い 出 来 だ っ たj とい って 写

点 を 見 せ て く れ る 。

さ す が 、 大 家 の 作 品 はヲ 1 < 下 あ ま た で 羨 や む |恨り だ と 思 っ た わ け だ が 、 す ぐ に 、 そ の 考 え は 変 え な け れ

ば な ら な か っ た。 日本で千1: 1 ，な彼の作品が、隣国内では只手が皆無だという 。 買 って く れ る の は 来 京 の

人 で あ り 、 赤 坂 の ギ ャ ラ リ ー で 個 展 を 開 き 答 を 招 く と い う 。 しかし 、 そ の 機 会 は 彼 の 作 品 の 3 i1iI J て い ど

の 数 て ¥ 後 の 7 割 は 似・楽 す る か 、残 す し か な い ら し い 。 新 で 焼 く 、 コ ス ト の 高 い 彼 の 作 品 は 、 除 固 め 経

前ベ ー ス に は 来 って いなし、 。 それを 、山 村 民 業の 彼 の一 族 が 手 伝 い 、 来 京 の 人が買 って、彼の芸術を支え

て い る わ け だ。 水 い 作 陶 生 前 の H円、ひたすらに fi lJ っ て 来 た 膨 大 な 数 の 花 然 、 茶 器 の 大 半 は 、 屋 敷 内 の 山

に 組 め る こ と に な る と い う 。 子 孫 の 代 に 、 同 内 で 売 れ る H寺代が、いつか米る 'J>;: をWJi い 、 経 済 の き び し さ

とl刈し、ながら、 一 族 の 去 を 守 っ て い る 姿 を よ止 る。 ( Y . M. )  
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室内の仕上床・総論

室 内 床 材 料 の 現 状 と 動 向

小 野 英 哲

はじめに

建築物の機能分化およひ‘ 高品質化に伴い、床に要求される性

能の項目、および性能も刻々変化してきている 。

本 ｦ ，ｾＧＮ｜で・は、Ａ未に要求される性能のなかで、最近とくに注目さ

れている性能を判! として、室内床材料( 仕上材料を中心とする)

の現状と今後の動向を論じてみたい

耐久性からみた室内床材料の現状と動向

従来、床材料の耐久性は、おもに耐摩耗性や接着性を中心、に

論じられてきたといって過言ではない 。現在でもこれらが問題

にならないとはいえないが、摩耗に関しては吉岡丹博士を中心

とする研究の成果が浸透し、耐摩耗性の高い床材料が開発され、

かつ良質の接着剤の使用が一般化してきて、居住者が与える負

荷によ って生ずる摩耗やはがれなどが大きく問題になることは

少なくな ったといえる 。

しかしながら、建築物床に対するさまざまな負荷が過大にな

り、これらの負荷にいかに対処するかが大きな課題として顕在

化してきている 。おもな負桁および負荷によ って生ずる現象と

して、つぎのものがあげられる 。

・種々のキャスターの走行による、摩耗、破損

・過大な;1'1'¥ll 或荷重によるへこみの発生

これらの問題は、負荷の過大化、歩行感などを中心とする床

の居住性の向上策として床材料へのやわらかさの付加によるへ

こみやすさの明大、のふたつにその原因を絞ることができる 。

従来、工場等においてキャスターが過大な負荷を与えると恕

定される場合には、コンクリートやセラミ ックタイルなどのか

たい材料を用いることが多かったが、クリーン度の確保、居住

性の確保などから、発塵性が大きくかっかたいこれらの材料に

代わ って、ウレタン樹脂やエポキシ樹脂を中心とする塗り床、

さらには発泡用を付与した塩化ビニルシートなどが使用されて

おり、問題を大きくしていると考えられる 。

40 強集と社会/ 1987年 6 月号

つまり、相反する性能を満足させようとするところに問題発

生の原点をみることができる 。 また背最には、キャスター負荷

等の一方的な増大、さらにはメーカーをも含めて床材ー料に対す

る万能主義的発想があるのではないかと思われる 。

相反する性能を満足する床材料の出現が望まれるところであ

るが、キャスターの車輪幅を大きくして局部荷重をノトさくする、

床材料の性能の限界を定量的に表示し、過酷な使用にはそれな

りの航傷を生じる可能性を明示する、などの基本的な考え方が

必要とされるのではなかろうか。

また、高分子系材料を用いる塗り床、張り床のふくれの発生

も、最近大きな問題とな っている 。

原因としては、水蒸気圧による、水分による、接着性による、

などいろいろ取り沙汰されているが、現象の解明は特についた

ばかりの状況である 。現象が解明きれなければ確かなことはい

えないが、 主主り床にとくに目立つ現象であることを考えると、

床仕上げがシールされていること、下地コンクリートの水分や

樹脂溶剤が遠因にな っていることは確かといえる 。 目地のない

仕上げは必要性から発しているものであり、否定することはで

きないが、コンクリートの水分などの問題は養生 ・乾燥時聞の

佐保により解決されることが多いといわれている 。床仕上げ工

期! の確保等、床材料以前の問題によるところが大きいと考えら

れ、現象の解明の努力とともに、関係者の工期に対する十分な

理解が心要とされるのではなかろうか。

居住性からみた室内床材料の現状と動向

居住性からみた室内床の話題としてまず第一に取り上げなけ

ればならないのは、体育館用銅製床下地構成材の J 1  S 化 ( J

1  S  A  6519- 1985) であろう 。

この J 1  S は床下地に鋼製部材を使用する体育館床全般に適

用できるもので、鋼製部材の寸法や床仕上げ材の種類等に関係

なく所定の性能を満たしていれば J 1  S 合格床として認定する



という、いわゆる性能 J 1  S としての典型的な考え方にその特

徴を み ることができる 。性能のなかでとくに重視されているの

は、体育館床に要求される性能のうち、とくに居住性に関する

性能である弾力性、緩衝効果、振動の減衰性、転倒衝突時のか

たさ、などである 。従来これらの性能は定量化が困難で、ある、

個人差 が多いなどの理由で、重要視はされていたものの、定量

的な表示に疑問を持たれる場合が多か ったように見受けられる

が、床関係者、文部省、通産省の方々の努力と信念で J 1  S 化

できたとみてよい 。

この J 1  S は体育館の床の性能の保持、向上に役立つばかり

でなく、つぎのふたつの観点で床材料 ・構法の今後に与える影

響は非常に大きいと考えられる 。

ひとつには、従来から材料名で床の良否を論じる傾向が強か

ったのを、性能中心の論議に変更させたことである 。 このこと

は、床材料の寸法や種類にこだわることなく、自由な構想、でよ

り良くかつより低コストの体育館床の開発を推進することにな

り、体育館床のみならず他の床および床材料の自由度の高い発

展に思想的に寄与するところが大といえる 。

ふたつには、居住性にかかわる諸性能を盛り込んでいるとこ

ろにある 。従来の床材料および床関係の J 1  S の内容は耐久性

や力学的安定性にかかわるものが多か ったが、人聞が生活する

という観点から居住性能を取り込んだところに、今後の床およ

び床材料のあり方に与える影響は大といえる 。床材料関係者に

はぜひ一度目を通していただきたい J 1  S である 。

つぎには、木質系床の動向である 。

、自然に帰れぺ、情緒豊かな空問。などのスローカ、、ンのもとに、

木質系床材料の見直しが盛んである 。さらにテレビ、ラジオ、

新聞、雑誌などで報じられた、畳やカーペ ッ トにおけるダニや

カビの箸告も木質系床志向へ拍車をかけているようである 。

筆者はダニやカビの専門家ではないが、スーパークリーンで

ないかぎりどのような床にもカビや夕、ニは発生すると考えてよ

く、これらの種類や量が人体にいかなる 影響 を与えるか、メ ン

テナ ンスによる除去効果などを明石雀にしないかぎり、あまり過

大なマイナ ス要因として云々するのにも問題があると考える 。

木質系床にもさまさまなものがあり、コ ンクリート下地に 塗

料を厚塗 りした木材を直張りした床などは、かたくてつめたく

かっ遮音性も悪〈、大きな問題とな っている点も見逃してはな

らないといえる 。木の素肌、しなりをうまく生かさないと良い

床は望めないと考えてよい。木質系ならば何でも良いなどのか

たよ った考え方は、少なくとも床の専門家が持つべきではない

だろう 。心ある床関係者は、この辺の問題を先取りし、 塗料に

工夫 をこらした木村に発泡体を裏貼りした架構方式にして、遮

音性、歩行感や感触 を向上させる工夫をしているのも 実情であ

る。

一方、畳やカーペッ トにもメ ンテナンス方法を含めたさまざ

まな工夫が加えられているのも実情である 。触れたときの! 暖い

感触等を生かした一層の性能の向上か望まれるところである 。

床材料面での木質系床の動向と相ま って、現状として居住性

の観点で取り上げなければならないのは、遮音性、安全性、歩

行感、不振動性、床暖房性である 。

床材料面からみるとあまりにも過大な遮音性が床材料に求め

られているのではないかと思われる 。 とくに仕上材料で・遮音性

を確保できるのは軽量衝撃音程度で、他は床スラブの剛性や厚

さ・重さにかかわる部分が多いと考える 。床仕上材料だけで遮

音性を確保すればおそらく歩けないブヨブヨの床にな ってしま

うであろう 。問題は軽量衝撃音すら遮音できないところにあり、

発音を少な くするため、表面をやわらかくする、表面がかたい

場合は裏にク ッショ ン層を入れるなどの工夫がいずれの床材料

にも必要とされるのではなかろっか。

安全性で問題とな っているのは、すべり、転倒衝突時のかた

きが主である 。かたくて表面が滑らかな床材料の場合にとくに

問題となる 。本稿の範囲外になるかもしれぬが、近年、風呂場

や階段でのすべりによる転倒事故が多い 。風呂場においては耐

水性、階段においては耐久性を重視し、かたくてすべりやすい

材料を使用する例が多〈、まさしく危険な床が多い 。すぺらな

くかっ素足で触れても痛くない凹凸を持つ床の開発など、関連

する研究成果も多くな ってきている昨今、ぜひ挑戦していただ

きたいものである 。

歩行感に関しては近年その重要性が認められ、住居床のみな

らず、工場の床においてすら考慮されるようになってきている 。

従来からこれらの性能の評価方法を究明してきた筆者にと って

はまさしく有難い傾向である 。 しかしながら歩行感を左右する

重要な性能であるかたきに注目するあまり、振動を感じる床や

建具の作動に支障を来たす床が多くな ってきたのも事実である 。

とくに木質系、鉄骨系の架構床に多いが、振動の評価方法も提

案されつつあるので、今後は、やわらかくかっ振動障害などの

ない床の開発が望まれるところであろう 。

また、近年、暖房方式が居住環境に与える影響が取り沙汰さ

れるなかで、床暖房の良さが指摘されてきている 。従来、床暖

房の習慣がなか ったわが国においては、使用する床材料の種類

や構法の選択が過渡的段階にあり、種々のトラブルが発生して

いるのも事実である 。接着剤を含めた床材料の温度や湿度に対
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する挙動を、床H是房の観点から見直す必要に迫られているとい

える 。

建物種別ごとにみた場合は、庖舗の床材料の多様化があげら

れる 。庖舗の質的向上とともに、客を引きつけるアクティブな

床にするための床材料が秘極的に取り入れられる傾向にあり、

とくに石質系床材、木質系床材の台頭が目立つ。合成高分子系

塗り床 ・張り床、カーペ ッ トの場合にも、とくに意匠性の面か

らの配慮が加えられ、多様化がますます進むものと思われる 。

さらに最近のフィ ッ トネスブームにより、エアロビクスダン

ススタジオの床、フィ ッ トネスクラブの床などが、とくに人体

の障害発生の観点から話題になることが多い 。 これらのブーム

は諸外国の影響を受けているのが大半であるが、これらに適し

た床および床材料に関する客観性のある資料は諸外国にもなく、

わが国において必要に迫られ最ー近ようやく剥公 ・研究が進めら

れ始めたところであり、近々、有効な資料が必備されると忠わ

れる 。

物品の保全性からみた室内床材料の現状と動向

床が原因で律事長物内に存イ1:する物品 lこ;i: 及型i を与える現象のう

ち、故近とくに問題にな っているのに、以下のものがある 。

. ji予屯1 i ¥による屯子音I) ，fl ，の破損・誤作動

・塵挨による屯チ機器の誤作動、故障

・塵岐による各陣クリー ンルームの性能低下

・床凹凸によるキャスターの走行性不良からくる屯子機器を主

とするも. ' [ . 1弘物の. t J [ 似

これらの現象は、すべてエレクトロテクノロ ジ一、さらには

バイオテク ノロジ一、メディカルテクノロ ジーの進歩に伴 って

顕教Ｚに表れてきた現象であり、床にも従米とは具な っ た ｉｾＧｾ }支て、

精度の高い品質が要求されてきている 。 しかし現在のところ、

. 静電気は発生しない方がよい 。

・塵挨は少ない方がよい 。

・床凹凸はない方がよい 。

という程度の要求の質であることも事実である 。つまり般電気、

塵挨、凹凸の質・量と現象との定量的関係が明確でないのが実

際である 。 さらに、これらの現象に対応する床側の性能評価方

法の確立も、各種テクノロジーの発達の速さに追従できないた

め、 一層の混乱を招いているのが現状であろう 。一方、これら

の現象は床だけで解決できるものではないという見解もあり、

なお一層解決を困難にしている 。

静電気の問題を例にとれば、第一に床の屯気抵抗値で、除電気

の帯電性が論じられているのが実情であるのに加え、床の電気
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抵抗値の測定方法の客観性も証明されていないことがあげられ

る。つぎには、床の帯電防止性と電子部品の生産歩留まりの関

係あるいは誤作動の関係を明確にできない現実も見逃すわけに

はいかない。つまり 、生産歩留まりや誤作動事例の公表は企業

秘密の範ちゅうにあり、資料として把握することができないの

である 。

床からの人体あるいは機器への帯電は、帯電のしやすさと帯

電した静電気の逃げやすきの両面から追求すべきと考えられ、

床の電気抵抗値のみの評価には無理があると筆者は考えている 。

それゆえ、これらの問題を解決するには帯電そのものの現象究

明が必要であるとともに、不都合な現象の公表が必要不可欠と

なる 。

しかしながら、わからないままにも要求があれば応答するの

が建築界の通例で、暗中模索をしながら帯電防止床を開発して、

これらの現象を低減させようとしている。

方法として、高分子系塗り床 ・張り床では導電性フィラーの

混入、床表面への導電性塗料の塗布が主で、カーペ ッ ト系では

導電性繊維の出入などが一般的となっている 。それぞれさまざ

まな工夫がされているが、妥当な性能であるかどうかの厳密な

チェ ックは前述の理由で不可能に近〈、過剰性能の床材料を提

供しているのではないかなどの見解も出ているのが実情である 。

塵挨の発生 ・付着、凹凸などに関しても本質的には同様の状

況にあるが、静電気の問題も含め、いずれも最近精力的に調査

. 研究が遂行されている 。

これらの調査 ・研究によりさまざまなことが明らかにされれ

ば、新しい床材料の開発が促進され、これまでにない性能を持

つ床材料が出現する可能性が高いといえる 。

機能性からみた室内床材料の現状と動向

機能性の観点では、 O Aフロアーを代表とする電子情報のた

めの床の普及と多機能性の床の要求のふたつがあげられる 。前

者に関しては電子機器の一般化により床にさまざまな配線を施

す必要性から、配線のしやすきを中心とした床の開発が盛んで

ある 。従来からのフリーアクセスフロアが中心であるが、天井

高の確保等の観点から、より床高の低いフロアーの開発が盛ん

で、典型的な例としては、アンダーカーペ ッ ト方式とよば. れる

床高をほとんど必要としないものも開発されている 。いずれの

場合も、配線のしやすさのほかに、前述した帯屯防止性、よご

れにくさ、発塵防止性、さらには歩行感などの居住性も要求さ

れており、これらの性能を十分確保するためにはより一層の開

発努力が必要とされよう 。



現在開発されている床に用いられている材料は金属、セラミ

ック、合成高分子、繊維等さまざまであるが、これらの本当の

意味での良否 の判定は今後に残されていると考える 。

つぎには多機能性の床の問題がある 。典型的な例としては、

催し物などに利用すると同時に国際的なスポーツイベ ン トにも

使用できる床の要求に見受けられる問題である 。一般に、スポ

ーツフロアーには適度な弾力性やすべりが必要とされるが、こ

のような床には催し物などを行う場合に必要な並はずれた耐久

性や力学的安定性を期待するのが困難なのが実情である 。それ

ゆえ、よほどの工夫をしない限り両者の要求を共に満足するこ

とは不可能で、、結局は丈夫なかたい床にせざるを得なくなり、

使用感の悪い床とな っているのが一般的である 。 ポータブルフ

ロアの併用などを検討する必要が高いのではないだろうか。

以上、機能性からみた床の現状と動向を例をあげて解説した

が、技術の進歩により問題点が解決される可能性があるとはい

え、床に、より以上の多機能性を期待するのも問題といえない

こともない。

筆ー者のも っとも恐れるのは多くの機能性を有する利点が強調

されすぎ、床として本来持つべき居住性などの性能を低下させ

る可能性が高いことにある 。床の限界を考え直しても良い時期

にきているのではないだろうか。

施 工 性 か ら み た 室 内 床 材 料 の 現 状 と 動 向

床の良否は、使用する材料 ・構法の妥当性と施工の良否によ

って定まるといっても過言ではない 。施工性は大きく施工効率、

施工精度に分解して考えられるが、いずれを欠いてもよい床は

出来上がらないといえる。

床は重力方向に鉛直な平面として存在することが一般的であ

るので、基本的には床下地の水平性の保持が重要となる 。床下

地の水平性を効率よくかっ精度高〈出すために、セルフレベリ

ング材の使用、各種アジャスターの使用が一般化している 。

セルフレベリング材には石膏系、セメント系があるが、強度、

表面性状の確保等の観点で問題を生じることがあるとも聞く 。

さらにセルフレペリングとはいいながら、 トンボ等を使用して

仕上げる工程を踏むのも確かで‘ あり、施工効率は良いとしても、

出来上がりの精度が優秀な左官工のそれより秀でているかどう

かは確認されていないのではないだろうか。優秀な左官工が不

足している現在、必要な材料 ・工 法 と は い え る が 本 当 の セ ル

フレベリング性を有する材料を開発してはじめて置き換えられ

るといえるのではないだろうか。

さらに床下地工法としては、ロボ ッ トイじなども叫ばれている

が、未だ一般化はしていないようである 。

さらに、 堅固で平滑な床下地を施工するにはやはり技能のす

ぐれた左官工を必要とするのも確かである 。 わが国の建設業の

発展には欠かせない存在と考えられるので、不足を嘆くは‘かり

でなく、積極的な養成の方針を打ち出すべきであろ う。

また架構式床の下地の精度を高めるため、各種のア ジャ スタ

ーが考案されているが、これとても職人の意識次第でその有効

性が左右されるので、十分な管理は必要不可欠といえる 。

床仕上げの施工効率、施工精度の確保においても、 塗 り床に

おける仕上げロボ ッ トの開発、タイルカーペ ットにみられる置

き敷き仕上げなどの開発が顕著で、ある 。いずれも要求に見合う

働きをしているようであるが、本質的には床下地の場合と同様

の問題点も含んでいると 考 えられる 。新設にせよ、補修 ・改修

にせよ、床が早〈確実に出来上がることに異論はないが、とく

に反応性の床材料を使用する際には、十分な反応をさせるため

に最低限の工期は必要とされることを見逃してはならない 。 こ

のような観点での工期が不足していれば、いかにすぐれた工法

を採用しても出来上がる床はみずぽらしい姿になることはいな

めない。床仕上げは 一般に最後の工程となることが多〈、工期

の遅れのしわ寄せが来やすいが、良い床を作るためには、工期

の確保がいかに重要かを十分説得する必要があるのではないだ

ろうか。

優秀な技能工の確保、工期の確保は材料や技術が進歩してい

る昨今でも、より良い床を世に出すための必要最低限の条件で

あることに変わりはないことを強調したい 。

むすび

室内床材料の現状と動向と題し、いくつかの例を出しながら

総論的に思うことを述べた 。

より良い床が開発されてきているのも事実であり、かつ今後

ともさらに多機能性、高品質性の一層の要求とともに、より一

層の床材料、床構法、床工法の開発が進むと考えられる 。この

ような状況において、筆者が主張したいのは、従来、材料等を

主にして床の性能を論議してきた傾向を、性能中心に論議する

なかに材料等を位置づける必要があるのではないかということ

である 。

相反する性能を満足させる無理からくる失敗、ひとつの性能

を重視するあまり他の性能を劣悪化させる失敗、などを繰り返

さないためにも性能論的発想、が今後の床の進歩の大きな紐にな

ることを期待: して結びとしたい 。

( おの ひでの り 東京工業大学工学部建築学科助教授 ・工学博士)

43 



室 内 の 仕 上 床 ・ 各 論 1

オフィスビルの室内床材料と工法

桑 原 茂

は じ め に

企 業 活 動 の 合 理 化 お よ び 効 率 化 追 求 の 過 程 に お い て 、 事 務 部 門 に

比 べ て 生 産 部 門 に お け る そ の 歴 史 は 古 〈 、 生 産 ラ イ ン の 機 械 化 や 工

場の大規模化によって、わが国の生産性は世界のト ッフ。レベルの合

理 化 ・効 率 化 を な し と げ て き た 。

一 方 、 事 務 ・管 理 部 門 の 歴 史 は 、 も と も と の 起 源 が 貧 し い 工 場 の

片隅におかれた事務室て" の小さな机と椅子で、経営者が商品の開発

から生産までの事務をしていたことからスター卜したと想像され、

その部門は生産優先のかげで長い間旧態依然のままおかれてきた 。

しかし、工場の生産が拡大されるとともに経営規模が大きくなり、

生 産 設 備 や 施 設 の 充 実 の 後 を 追 って、事務労働者も増え、事務の内

容 も 質 的 に 高 度 化 し て き た 。今 日 の オ フ ィ ス の 主 役 は 知 的 活 動 を 行

うホワイトカラーのオフィスマンとオフィスレディであり、単なる

:); ] 0; . 務をとる l時代から 、 オフィスのなかにコンビュータやさまざまな

O A機 株 が 登 場 し て 、 事 務 室 の 様 相 も 一 変 し て い る 。

昔 は 工 場 の 一 隅 に お か れ 騒 音 と 粉 塵 の な か で 事 務 を と っ た 事 務 室

は、今では働〈人々にとって' 快適で魅力的な空間であると同時に、

最 新 の 事 務 機 と の 共 存 が 求 め ら れ る よ う に な っ て き た 。

企業の業務形態が多様化し、組織が複雑化してくればくるほど、

事 務 の 内 容 は 単 純 な も の か ら よ り 創 造 的 な 思 考 を と も な う も の に な

り、快適な事務空間が知的生産活動に寄与することになる 。 同時に、

事 務 機 の 設 置 に も 機 能 的 に 対 応 す る 事 務 室 が 求 め ら れ て い る 。

事 務 室 の 機 相 が 変 わ る と 同 時 に 、 そ の 床 に 対 す る ニ ー ズ も 違 っ て

くる。とくに、近年の高度情報化社会の進展とともにオフィスのイ

ンテリジェント化が求められ、事務室の床も O A機 器 や 通 信 器 用 の

電 力 、 通 信 、 デ ー タ の 回 線 が 縦 横 に 走 る こ と に な っ て き て 、 時 代 の

変 化 や 進 歩 に 追 随 し て 、 オ フ ィ ス ・ レ イ ア ウ ト の 変 更 や O A機 器 の

増 設 に 対 応 で き る フ レ キ シ ビ リ テ ィ の あ る 床 材 、 あ わ せ て 事 務 空 間

を快適に演出する床材が求められるようになり、床材に要求される

機 能 ・材質はより複雑なものになってきている。

オ フ ィ ス 床 材 の 歴 史

明治時代に、外国人の居留地建築が建てられた。当時の床材は石、

レンガ、フローリング、パーケ ッ トなどが主流て¥その上に一部カ

ー ペ ッ ト が 敷 か れ て い た 。 大 正 時 代 後 期 か ら 昭 和 初 期 に は 輸 入 物 の

リノリウムやゴムタイル、ゴムシート、化粧コルクが使用されるよ

うになった 。現 代 で は 硬 質 塩 化 ビ ニ ー ル 系 タ イ ル が 一 般 事 務 室 床 材

の主流になり、 O A事 務 室 に は タ イ ル ・カ ー ペ ッ トや簡易フリーア

クセスフロアなどが敷かれることも多い。

大 正 2 年一一ヨーロッノ f からウィルトン織材が輸入され、国産カー

ペ ッ ト の 生 産 開 始
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カーペットと塩ピタイルの比較(床面積3，OOOm'以上のピノレ)

塩 ピ タ イ l レ カーペ ッ ト(長尺 ) タイノレ・カーベ y ト

設 計 単 価 1800- 3300 円/ m' 4700- 8300 円/ m' 6800- 8200 円/ m'

施 工 法 全面接渚 全面接箔

全面ビールア y プ糊

使用

メンテ費用 2200円/ 年 前 後 1800円/ 年 前後 1600円/ 年 前後

市す 用 10年以上 10年以上 10年以上

床の雰囲気

シンプル 落ち箔き、やわらぎ、 やわらぎ

ありきたり 人間尊重 インテリジェント

装 飾 性

石に近い質感

テクスチャー テクスチャー

平面的

照明効よ! J :

目にくるストレート

ソフトな7 イl レド反射 ソフトな7 イルド反射

反射光

1

60・鋭面反射 65- 90%  10%前 後 1 0 %前後

転倒衝聖書 危険度が高い 危険が少ない 危険が少ない

歩 行 性

滑りを意識した、 滑らない、 滑らない、

警戒歩行 安全能率歩行 安全能率歩行

水に濡れた 滑りやすい、 滑らないが、 滑らないカヘ

H寺 目地惨み込み 汚れやすい 汚れと目地惨み込み

組l 土 砂 入口から奥まで、 落下した場所に、 落下した場所に、

移 動 性 容易に運ばれる とどまる とどまる

保 I昆 性

熱J ' t 流 m" h' . C
熱' !3: iilEO. 31 m':  h ・℃

長尺カーペ ットと

抵 抗 0. 19一K一一ca一l一 抵 抗 。31 kcal  
同程度

音響吸音率

ゼロに近い 0. 26% 0. 43%  

(at 1  k Hz )  

床術書生音 ( at l kHz)  (at 1  kHz)  (at l kHz)  

緩 和 五t 3 デシベ/ レ 27- 56デシベル 37テ' ンベノレ

ランナーマ ットで入 7 ンナーマ ットで入

雨天時対策 特別な対策は不要

口養生、雨傘持ち込 口養生、傘の滴はタ

み対策 (傘立) 必要 イJ レローテーショ ン

で対策

火災心自己、

点状こげ跡がつくが 長尺カーペ ットと

マッチの火 被害なし

延焼なし 問手呈皮

を 落 と す

タバコ火を タバコの長さだけの タバコの長さだけの 長尺カーペ ットと

落 と す ヤニ跡 こげ跡、凹み 同程度

タバコ火を

点状のヤニ跡 点状のこげ跡凹み

長尺カーペ ットと

踏 み 消 す 同手呈度

毎日掃き、 年数回洗 毎週 l 図 年数回部 毎週 l 回 年数回ロ

モップ 浄、ワ ッ ノ〈キュー 分洗浄、 パキュー ーァ- : /

メンテナンス クス塗、 ム、シミ 年 1 回ク ム、シミ ョン、年

!klJ 雌 トリ リーニン トリ l 回クリ

ゲ ーニング

床損傷有I i 修 i泊り替え 切り貼り 貼り替え

砂粒傷付き 発生しやすい 発生しない 発生しない

フフ ットケ

不可能 不可能 可能

ーブJ レ敷設

同 床 材

比較的容易 困難 きわめて容易

による改装

他の併用床 組i土砂、ワ ックス粉 細土砂、ワ ンクス粉 長尺カーペ y トと

材への影響 を供給 の移動を限定して、 同程度

(大理石) 他の床材を守る

全使用枚数の 4 % を

予備の保持 数百枚をスト ック 中需なり 20mをスト y ク スト ックし、ローテー

y ョンに参加させる

往) メンテナ ンスl 'l ( とくに消掃l ' I ) は、バキュームとクリーニングの回数により、大き

く変わる .



大正 8 年一 一同産リノリウムの生産開始

大正10年一一一同産リノタイルの生産開始

昭和初JtIl - 悶産コo ム製マ ッ ト、コ。ム製シート、ゴムタイルの生産

開始

昭和25年頃ー アスフアルト系タイルの生産開始

昭和27年一一硬質猛化ビニール系タイルの生産開始

昭和37年一一硬質盗化ビニール系ソリ ッ ドタイルの生産開始

昭和52年一一一タイルカーペ ッ トの輸入( 現 .{Eは各メーカーで国産 )

床 仕 上 材 の 選 択

事務室にコンビュータの端末やパソコン、ワープロ、ファクシミ

りなどの O A機総が導入されてから、それらの配線や騒音に対応す

る機能的な選択が床仕上材には求められるようにな ったが、単にそ

れだけではなく、そこで働〈人々の快適性をも同時に考慮する必要

がある 。快適性のためには装飾性、雰囲気、安全性、歩行性、音響

性能、! 照明効来、心理的効果と幅広い要求を il 日J たすことが必要であ

るが、一方ではコストとメンテナンス性、すなわち耐久性、| 坊汚性、

防災性、Ｇ府ｾＱｉ防止など経済性と機能も無視できない 。

このように床材に対する要求は多様で過酌であるが、選択の幅は

以外と少ないのが現状である 。

床 仕 上 材 の 下 地

工期短縮とローコストの追求、それに在来工法であるモルタル塗

下地の浮き防止のためなどから、最近はコ ンクリートの直押さえ工

法が多用されている 。施工法は、コンクリー卜打設前に仮作や鉄骨-

梁などに鉄筋を固定してレベルをだし、コンクリート打設後、コン

クリートを ｬ 立に銭 ｾｉｉｊ さえを行う方法である 。 レペリングの粘皮をあ

げるには、コンクリート打設時に発生するスラプのたわみを考慮し、

レベルの確認をしながら、銀押さえを繰り返すことが必要である 。

( レーザ一光線を利用したレベル測定是非もある)

カーペ ッ トなどの下地は上記工法でも問題は少ないが、塩ビタイ

ルのような反射率の高い床材を使用すると、レペリングの惑さが外

光や照明によ って跨呈され、機能的な問題に発展しないまでも、ト

ラブルの要因となる場合がある 。現在ではセルフレペリング工法が

開発され、一般的な方法としてセメント系セルフレベリングを 3 mm 

- 10mm経Jtt 施工することにより施工精度を確保している 。

床/ ビニール系タイル (板僑区役所新庁舎事務室 )

嵐化ビニール系タイルはＮ￬ｩｬｩｾｾ性が恋いので、土問コンクリートの

上に地工する場合は、床下にポリエチレン ・シートをリI}j ( き、土 '1-'か

らの ｪｍ Ｎ 気をｼ坊ぐことが今や ｲｪ［ｾ 織とな っ ている 。 ｉ 也上古 ＱＱ では、 ｩ ば近は

デ ッキプレートの上に経虫コ ンクリートを使用した床版が多いが、

下部が鉄板であるために水分の発散が妨げられ、乾燥がいちじるし

く遅れるので、乾燥が十分で与ない迎会t のある下地で焔工すると、仕

上村の表面にポツポツの突起がでてトラフ。ルの要因となることがあ

る。 とくに床| 井j 口音11の仕p 1 f - については乾燥期間に十分気を配りたい。

床温度の管理を厳しくし、電気低抗測定器を使用して数値が3000

Q 以上となるのを待って仕上げの施工に入ることは必要である 。下

地の簡単な i! J t _ 度の知りかたは、 1 m'のポリエチレン ・シートを床に

張り、周囲をガムテープで下地に留めて空気が逃げないようにし、

24時間後にシートの内面に水滴が溜ま ったり、モルタルやコンクリ

ート商が黒〈変色していないかどうかを観察し、もしそのような徴

候が見られたら未乾燥ととみなすことによ って、下地の乾燥度を見

分ける方法がある 。

O A対応床材

O A機株のt哲設や新機般との取り体え 既設ケーフツレの撤去と新

設ケーブルの敷設などの事務室の O A化に対応して、フラ ッ ト ・ケ

ーブルが出現し、コンクリートやモルタル下地の上に直にフラ γ ト

・ケーブルを敷設し、その上にタイル ・カーペ ッ トでカバーリング

する方法が用いられるようにな ってきた。 しかしフラ ッ ト・ケーブ

ルとはいえ、ケーブルが悩験した耳11分をカーペ ッ トの上からではあ

るが歩行するときにj 1 J ! 和感が無い状態に保てるかは疑問である 。 フ

ラッ ト・ケープルにタイル ・カーペ ッ トの工法は小規院なオフィス

や既設オフィスの改造向きであり、大規模な O A事務室に採用する

場合は慎重な配慮、を要する 。

また、簡易フリーアクセスフロアは任かに O A対応には十分であ

るが、働〈人々の快適性や経済性を々えると、万能の床材といえる

かどうか疑問である 。

新築、改造の別なく使用できる床材て¥これからの情報化時代の

O A化に対応する機能をもち、さらに人間性対応の快適性をもっと

同時に経済的にも探用できる、そんな床材の出現を待ちたい。

(  < わは ら しげる 休式会社安井主主築設計 '1¥務所設Jt 部 /.111部長 )

床/ タイル ・カーペ ット( フジイピル事務釜)

45 



室 内 の 仕 上 床 ・ 名 論 2

集 合 住 宅 の 床 仕 上

薮 下 善 弘

集合住宅には大人から、幼児 ・老 人 ・病 人 ま で 、 家 族 数 ・年 齢 構

成、職業 ・慣 習 、在 宅 時 間 、生活意識等、複雑多岐にわたる人々が

高密度に床と壁を接して、それぞれ異なった生活を営んでいる 。生

表 - 1 床として必要な機能・性能

適当な硬さ かかとの床面への衝撃力に対して、硬いと頭に

響き、不快感、を党える 。柔らかいと歩くとき足

がずれる 。

ｾｾｬ＠ 力 性 適度に弾力がないと疲れ、不快感。転倒時のけ

歩きやすさ

がにも影響する 。

滑らないこと 床面が滑りやすいと、歩幅を小さくして、歩数

(摩 擦 抵 抗) が増え疲労する 。また、足の筋肉は異な った働

き方をして緊張し、筋肉疲労する 。

①材料自体が変形し、かかとが号 |っ掛かる 。

②表面形状の凹凸で抵抗。

触 ｩｾ ・ Ｔ 且さ 紫是では、とくに重要。タタミの表面は少しの

凹凸を持ち、絶妙な材料である 。

肌 ざ わ り

保温 ・断熱性 床面へ触れた瞬間、足裂の温度降下が大きいと

不快感あり 。下地も含めた床全体の熱伝導検討

姿。足元の冷えによるリウ 7 チ、神経痛にも影

電車する 。

質 感 、 色 光

沢 ・ｾ ｾ様

防 汚 染 性 台所等では泊 ・汚水に対し汚れにくく、取り除

美観 ・雰囲気
きやすいこと 。

耐 変 退 色 性 紫色、赤色等は色あせしやすい。立縁甲板も

防やけ。

力学的安定住

5主 度 耐局音11変形性 へたり、家具の脚による凹み

変 形 回 復 性

メンテナンス 保健衛生上、美観保持上も重要。活婦以外に張

耐 久 性 しやすさ り替え容易さも 。

耐 摩 耗 市す 水 性 室の用途による 。万ーの漏水に対する下階への

水の佼透も考慮要す。

防音、吸音、

(遮音については後で述べる )

遮音

幼児から老人までを対象とし、材料 ・ディテー

J レの検討を婆す。

防 炎 化学繊維のカーペ y トは火がついても煙 ・炎が

安 全 性

出にくく、発見返れる 。防炎処理を要す。

虫
ヨ回主

位床、ラワン材には防虫処理が必要。ダニにつ

いての問題もある 。

古P
I(t[ 

う礼 化学繊維のカーペ y 卜には帯電防止の対応が要

る。

施 工 性

施工容易性、短工期lのほかに、張り替え・取り

替え時の施工性も 。

経 I高 性

イニシャルコストとともに、メンテナンスの手

聞とコストも 。

活の行為も、一般的な建物での歩〈 ・座るだけでなく、食べる ・寝

る ・休 む ・遊 ぶ ・仕事する ・勉強する ・団らんする等、日常の生活

のすべてが行われている 。

独立して他 に被害を及ぼさない一戸建住宅や 、短 期 間 滞 在 し 食 事

したり宿泊するホテルとは、住まい方 ・使い方が異なってお り、そ

こに要求される居住性能や 、発生する 不 満 ・問題 点 に つ い て も 多 種

多様で、ある。そして 、住 む 人 の け じ め 、 迷 惑 . 1 : 員、許容限度のコン

センサスが未だ形成されていない 。 プライパシーが優先され、住戸

の中は自分の勝手で 、 他人に干渉されたくないとか、管理がわずら

わしいからマンションに入居したという人も多〈、空家・単身もあ

り、日常的な管理運営についても千差万別である 。一 方 、建 設 コ ス

トも坪あたり 30数万円からで、 他 用途の建物に 比べ 低価 格 に な って

いる。

それらの状況の中で、生活のレベルの 向 上に伴い、精神 的 ・文 化

的な高揚の欲求は強〈、室の広さ ・空 間 の 質 ・居住性の向上が大き

な課題とな っている 。

さて、この項で述べる床は、手足が常に触れる唯一の部位である 。

日本のすまいでは通常、華ft を脱いで生活しており 、床材との関わり

にはとくに敏感で舟ある 。①素足で接し、②ソ ックス、スト ッキング、

足袋て触れ、③ス リッパを履いて、床面に接している。また、足以

外の! 日Lが触れる場合もかなり多い。

このような人と床との密接な関わ り合 い の 中で、現在比較的多く

使 わ れ て い る 材 料 ・工法について述べる 。

床 と し て 必 要 な 機 能 ・ 性 能

住 ま い の 中で、肌ざわり、質感、歩きやすさ、居心地の良さは大

切にしたい要素である。集合住宅であることにより遮音 ・防 音 の 性

能も重要で、ある 。

床としての必要な機能・性能を 表一 1 に示す。

床 仕 上 の 種 類 と デ ィ テ ー ル

現状で比較的よく使われている床仕上げとそのディテールは、 図

- 1 のとおりで、それらを使用している室名は、図の右に示してい

る。

畳寄せ木製米とが生地

畳 (スタイロ畳)

(使用 室)

和室



信木木号制SOP塗

床 フローリング

(使用室)

食堂

台所

廊下

二ゴ 15

=二:: 10

幅 木 木 製sopj t

カーペ‘ノ 卜敷フェルト下地

(使用室)

居間

洋室

一三ヨ: ;

幅 木 ピ 二 一Mi

長尺温ビシート

I  2. 8. 3. 5 

(使用室)

洗面

便所

二コ 10
図 - 1

床 仕 上 材 の 特 質

(1) 畳 日 本 の 気 候 風 土 に 合 っ た 俊 れ た 材 料 で あ る 。 素 足 で 生 活 す

る 快 適 な 肌 ざ わ り 、 保 温 性 、 弾 力 性 、 調 湿 性 は 他 に 類 を み な い 。 立

を 構 成 し て い る 素 材 を 表ー 2 に示す。

表 - 2 畳の構成材

位 表

ｔ 阿草を麻糸で与織った表前材 。 通Ｇ，ｾＧ 4  - 5年で表替え等が

必姿。

稲わらを圧縮・締め、縫い合わせた一般わら床( 防虫処

立 床 理が必要) と、フ才一ムポリスチレン、インシュレーシ

ョンボードを芯材とした仕床がある。

主t 紋

品目 ・麻は少なく、強度・染色性がよいポリエチレン、ポ

リプロピレン等の化学繊維が多い。

(2)木 質 床 材 ( フ ロ ー リ ン グ 等 ) 木 材 の 持 つ 質 感 は 、 古 く よ り 広

〈税しまれている。

①保温性がよく、足裏からの温度降下は少ない。

② 歩 行 時 の 衝 撃 が 比 較 的 少 な く 、 ほ ど よ い 弾 力 性 が あ る 。

③ 足 ざ わ り が 穏 や か で 、ワ ックスを塗 り過ぎなければ滑りにくい 。

フ ロ ー リ ン グ 等 の 種 類 を 表 - 3 に示す。

表 - 3 木賞床材の種類

フ ロ ー リ ン グ 材種はアサダ、サクラ、ナラ、プナ答。緑甲板は桧、俗、

( ボ ー ド ) 台桧等

フローリンゲプロ ンク ＳＰＰｭｭ 角に ＴＭＵ 枚笑引きしたもの、紫地床に直ｾＪ 1) 

モザイクパーケット t免き板の小片を 5 - 6 枚並べたもの、素地床に市松張り

被合フローリング 合板 ・集成材の基材に、表面に薄板等を張り合わせ

コ ル ク タ イ ノ レ ポルトガJ レ・スペイン産のコルクを床材にしたもの

(3)カーペット 美 観 、 装 飾 性 だ け で な く 、 保 温 性 、 防 音 ・吸音性、

歩行性に優れ、住居以外にも汎用されている。

カ ー ペ ッ ト の 種 類 は 表 - 4 に 示 す 。 ま た 、 カ ー ペ ッ ト 用 繊 維 の 特

性 に つ い て は表 - 5 のとおりである。

静 電 気 で の 電 撃 防 止 に つ い て 、 羊 毛 は 通 常 の 湿 度 で 使 っ て い る 際

は 問 題 は な い 。 化 学 繊 維 に は 、 帯 電 防 止 剤 を 散 布 ま た は 繊 維 の 中 に

入 れ る か 、 ス テ ン レ ス フ ァ イ パ ー や カ ー ボ ン フ ィ ラ メ ン ト を パ イ ル

の中に織り込む必要がある。

表 - 4 カーベットの種類

椴 通| 手織でペノレシャ・トノレコ等、最高級品

ウ ィ ル ト ン| 機械織、パイルと恭布を同時に織る 。耐久性優れ、

| 典型的なカーペット、材質は羊E

アキスミンスター| 僚染によらず、段も多色柄を作れる機械織

タ フ テ y  ド| 既製の基布にミシン針でパイルを植えつけ、夜蘭か

らラテ y クスで回定。大量生産でき、ウィルトンよ

り安価。生産量最も多い。材質は羊毛、アクリ J レ、

ナイロン、ポリエステ J レ、レーヨン等

一 一 ドルパンチ| 化学繊維を盛り上げてローノレにかけ、多数の針で高

i忠パンチしてフェルト状にする 。不織カーペ ット、

材質ポリプロピレン、安価、施工簡単、汚れやすい。

表 - 5 カーペ ッ ト用線維の特性

羊 毛| 防炎性、防汚性が良〈、平均的に優秀な適性を持つ。

ナイロン ( ポリアミド) I子3 2民了おり、静電気防炎、防汚性を除

ア ク リ ル| 羊毛に次いで平均的な優秀性を持ち、柔らかく、染

目色も容易だが、 ｾｪｪ 炎性は劣る。

(4)プ ラ ス チ ッ ク 系 シ ー ト 床 材 意 匠 性 、 耐 摩 耗 性 、 耐 薬 品 性 、 施

工 性 等 に 比 較 的 優 れ る 。 弾 力 層 を 有 す る も の は 、 歩 行 感 、 防 音 に も

優れる。

プ ラ ス チ ッ ク 系 シ ー ト 類 の 種 類 を 表 - 6 に示す。

表 - 6 プラスチ ック系シート床材の種類

長尺塩ビシート

インレイドシート

ソフトインレイドシート

飯合塩ピシート

クッションフロアシート

織布パ y キング層に滋化ビニルを積層

着色したチ ップを温ビて積層し、模様を出したもの

上記に加えて、透明な塩ピを表層としたもの。耐久性良

発泡塩ビの中間JJ 替に表層を積層。弾力性、保温性良

柄様様印刷の発泡塩ピ中間層に、透明を積層。耐久性やや

難

床 の 遮 音 に つ い て

集 合 住 宅 の 居 住 性 能 に つ い て の ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 で も 、 床 衝 撃

音 に 関 す る 不 満 が 多 い 。 通 常 の 生 活 状 態 に お い て 発 生 す る 床 衝 懲 音

に は 、 ス リ ッ パ の 歩 行 音 や 食 器 類 の 落 下 音 、 椅 子 の ひ き ず り 音 等 に

相 当 す る 「 軽 量 衝 撃 音 」 と 、 子 供 の と び は ね 、 走 り 廻 り に 代 表 さ れ

る 「 重 量 衝 撃 音J とに分けられる。

そ れ ら の 床 衝 撃 音 の 低 減 方 法 を 理 論 的 に 図 式化 すると、 図 - 2 の

ようになる。
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(1) 重 量衝 撃 音 対 策 ( ス ラ ブ の 厚 さ 、 附 性 を 増 す ) とびはね音のよ

う に 重 量 衝 撃 の 場 合 に は 、 ス ラ ブ に 振 動 が 伝 搬 し て 屈 曲 振 動 を 生 ず

る の で 、 ス ラ ブ 自 体 の 剛 性 、 厚 さ 、 質 量 な ど 、 構 造 体 そ の も の が 問

題となる。

ス ラ プ を 厚 〈 し 密 度 を 高 く す る こ と は 、 剛 性 と 質 量 を 増 し 、 衝 撃

に 対 し て ス ラ ブ の 曲 げ 振 動 を 減 少 さ せ る こ と が で き 、 ス ラ プ の 振 動

速 度 振 幅 が 小 さ く な っ て 、 下 階 に 放 射 さ れ る 床 衝 撃 音 の レ ベ ル は 減

少 す る ( 表一 7 ) 。また、床の剛性はスラプ厚のみでなく、スラプの

面 積 、 ス ラ プ 端 部 の 固 定 度 な ど に よ っ て も 変 わ る 。 ス ラ ブ 厚 が 同 じ

床 で の 実 測 結 果 を 図ー 3 に 示 す が 、 数 値 に か な り 差 が あ る こ と に 注

47 



立した い。

また、日本建築学会指針の 1 級紅j交をII: l. j J i させ るためには 200mm

以上のスラブ厚が製まれる が 、収状では I'::j) (?j化lこfドう経i lj; 化やコス

ト等 の 問題も あ り、 150mm程 度のスラ ブ厚が大半 であ る。 その遮音

等級は、 L - 55程度である と思われる。

uu かっ こ内 l;t 2ds をl作を干した 場合 ス ラ ブ凶if 自20m'f'o'.J宜、 114 f，¥1大供主持

90目 目

1tl 

慾

音

80 

レ ω

戸、C

j レ

( d  B )  

50 

40 

30 

63 

。10

125 250 5∞ lα)() 2α)() 

中心周波数 (H z)

L - 65 

L - 60 

L - 55 

L - 50 

L - 45  

L - 40 

4α)() 8α)()  

図 - 3  150mmスラブの重量床衝撃音レベル測定結果 Ui : 大作)

(2)軽量衝撃音対策( 柔軟な表面仕上材にする) 表而仕上材の緩

衝列j 巣は、柔らかい床表面 ( :タタミ、カーペッ ト等) に物を落とし

たとき の発生音の差てーわかるように、衝撃時聞が長くなることによ

り、衝撃力 の ピーク怖と固有振動数が低下し て、衝撃音の高音域成

分が除去されるためである 。

表面仕上村の追いによる床衝撃音低減効栄に ついては、 表 - 8 に

直娠リ床 の場合の遮音等級を 示す。

しかし、表而仕上材の緩衝効果は、食総等の孫下の ように硬 くて

縫い衝撃には有効であるが、 子供のとびはねのようなよf1量衝撃に対

表 - 8 表面仕上材の違いによる遮音等級( 軽量衝撃音)

~ 仕上|

村| 表

( 注) N カーベ y ト. ニ一 ドルパン チ、 N R カーペッ ト. ニ一 ドルパンチラパ一 、W カー

ベ y ト。 ウィ J レトン カーベ y ト

しては表面仕上材が圧密されて、そ の効果は期待できなし、。

- ) j 、木質材料の質! 惑が見直さt L 、使mしたいとの欲求も強い 。

従来工法では ( 表 - 8 参照 ) 、フローリ ング也張りで軽量衝撃音がL

ー70前後と高〈、使用が差 し住え られていたが、最ー近. f i ' [ 層フローリ

ングの内部もしくは下苦11に、特殊なゴム等の防援材料をはさ み込ん

で一体加工した直帰り用の遮音絞令フローリ ンク材も開発されつつ

あり、 150mm厚 のスラブに直張りでill 量衝撃昔、軽量衝撃音ともに

L - 55の遮音性能が確保で きるよ うである 。

(3)重量衝撃音、軽量衝撃音両方の対策 . i l l 琵衝撃音、軽量衝撃音

ともに改善する万法として、浮き床工法があり、弁工法の遮音性能

を比較すると、 図 - 4 になる 。
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図- 4 代表的な床工法の遮音性能比較 ( 地回定泰)

浮き床工法は、緩衝材と浮き床層からなる共振系の特性を利用し

た振動遮断の基本的な方法であり、そのためには構造スラブに、あ

る程度の岡I j 性をもたせることが基本条件となる 。床衝撃音遮断性能

は緩衝材の振動伝達損失により決定されるので、ハネ定数の低い柔

らかい緩衝材を採用し、

浮き床層の質量を大き

* 床仕上材 がじ ゅ うたんなど

軟質な土品合は不 安

f i l 材

L 5 0  

L  40  

L  30 

L  70 

L . 60 

L 5 0  

L  40 

くして固有振動数を低

くすれは" 遮断性能は向

上する 。緩衝材として

は高密度の グラスウー

ルやロ ックウールが一

般的であり、 L - 45以

下を目標にした場合は、

浮 き床工法を採用する

必要がある ( 図 - 5 ) 。

幅木

浮き床層( コンクリー卜)

楓切焔百

防ホ被覆用材料

ぽ鮒オ( グラスウール

またはロ y クウール)

/  

図- 5 浮き床工法( 湿式) の例

L - 5 0前後を設定する場令、脳工の手聞が増え、コストア ップに

もなるため、浮き床工法を採用している例は少ないのが現状である 。

一方、水廻りの配管スペースの確保のため等で、床の13上げの必

要個所があるが、従来の根太組工法で施工されたものは共振効果に

よって全体の遮音性能が低下し、なおかつ、きしみ音の発生源とも

なっていた 。近年、乾式世き床工法も検討されはじめている 。

これは、 パーティクルボードや合板等の板材料を 、防f辰コe ムイ寸き

の樹脂や金属製のスタンドにより、適当な間隔で支持してゆく工法

である 。 ゴムの物性等にも工夫をこらし、重量床衝撃音の遮音性能

がL - 5 0碓保できる製品も研究されている 。

( ゃぶし た よ しひろ 株式会社竹中工務 脂訟計部技術謀長 )



室 内 の 仕 上 床 ・ 各 論 3

病 院 の 床 仕 上

長 塚 弘

人 の 行 動 と 床

生命のある、とくに歩くことのできる動物は、正常な状態では、

その足は常に体重を支えるために支持面に接している 。 もしそ の も

のが、足以外の部分で支持面に接している場合は、それは休息、して

いるか、または死を表しているかである 。このように、生命の状態

と生体の姿勢は、きわめて密接な関係にある 。

人が健康なときは、人とその支持面 ( 床 ) の歩くときの相対的速

度は比較的速くすることが可能でh ある 。たとえば人がマラソ ンをす

るときは、その人の全体重に加速度を加えても何ら苦痛を感じない

で走ることができる 。健康な状態での人と床との関係で、極限の緊

張した状態は、あのカール ・ルイスの 100 m走のときの足とその支

持面の関係ではないかと思う 。そこには全身の緊張した筋肉と神経

や、きわめて強いカの加わる足の裂と支持商の摩擦と応力、また通

常の場合は靴をはいている状態が一般的と考えてそのときの靴を変

形させるいろいろな力、などが存在する 。このような、極度にカの

加わ った状態とは別に、人が日常普通に歩くときや、また階段を昇

り降りするとき、立ち止まるとき、振り向くとき、トイレを使うと

き、それらのすべての状態で健康なとき、人は何の苦痛もなく、全

〈意識することなく立ち居振る舞いをすることができる 。

このように人の足と床の関係は、魚が水中を力強く泳ぐ場合に似

て、その生命現象の有機を如笑に表すものである 。

反面、健康を害したときは、その状態にもよるが、たとえばかか

とをけがした場合を想像すると、一歩進むのにも苦労する 。全身の

筋肉が異常に緊張する。通常の状態とは比較にならないほどの全神

経を集中させなければならない。 したがって、極度に疲労しやすい。

このように、何らかの異常を生じた人体に対しては、建築の宮11位に

閲するもので、床は最も重要な役割l をもつものの一つであると 言っ

て良いであろう 。

道 具 と 物 と 床

あらゆる種類の道具や物も、また悶有の関係で床と相対している 。

台車の車が接する面、ビリヤードの玉がころがる面等、それぞれの

関係は相互に適したものでなければならない 。重い台車が移動する

ときの率と支持面の材の条件は一定の限られた関係ではなく、条件

によ ってまた目的によ って微妙にそのあり方は変わ ったものになる 。

摩擦の大きい面、少ない面、硬い面、やわらかい菌、これらの条件

は、ある目的に対して選択される場合、あくまでも手段として選択

されるべきものであ って、本来の目的は他にあり、それは生命や生

体の環境条件として最適の状況をつくり出すことが一義的な目的で

あることを忘れてはならないであろう 。

床 の 原 点

人が歩く場合の足の支持面 (床) は、人類の歴史から見れば、 一

番プリミティプな紫材は何とい っても大地として の土であろ う。 大

地のありようには、良質の土の場合や、岩、砂、泥土、砂利、草等

さまざまな状態が見られる 。これらの中で、人が生活の中に積極的

に取り入れたものは良質の土であり、その他のものを取り入れるこ

とがある のはあくまで特殊な場合である 。良質の土の、ある筏度固

まった状態は、人の体重を無理なく安定して支持するものとしては

自然界の中の素材では他に見られない適度の硬さと、やわらかさと、

またその感触をそなえている 。逆の表現をすれば、それは、岩でな

く、砂、でなく、泥土でなく、草でない属性をも ったものである 。

このような事実からして、人と床との関わりにおいて、床を考え

るとき、床の原点としての素材は土とすることも無理ではないよう

』こ思う 。

人 と 病 気

人はその生体のバラ ンスを崩すと、外界からのすべての刺激に対

して正常な反応をする力を失う 。温度変化に対するもの、音に対す

る反応、味覚 ・匂い ・痛み・かゆき等に対する反応力や、物理的外

力に対する反発力や抵抗力、また人体を構成している各器管の応力

すら変化してしまう状態になる 。時間感覚を失うこともある 。全身

の筋力や情念の働きも目に見えて低下する。これらの状態は、ある

種の人体の部分の一昔11が極度に敏感になるとともに、反面鈍感にな

るとも 言える 。

このような状態は、その病気の種類やその容体の進行の程度によ

っていろいろであるが、病院がそのような人々の利用する建物であ

ることを十分に理解した上で、病院内の各部位を考える必要がある 。

病 院 と し て の 空 間 領 域

病院であるということで、他の種類の空間と特別に呉なる部分と

いうのは、それほど多くない。一般の生活空間のいくつかと、特殊

な診断や治療のための空間とが、かなりの複雑さと多くの種類とで

構成されているため、一見特別な見方をされがちであるが、多種機

能と相互関連の性格を注意深くみれば、容易に分類し得るものであ

る。

病院の各種空間を論ずる場合、大別して 3 穫に分けて良いと思う 。

第ーは、 診断や治療のためのいわゆる診療機能をもった空間群であ

り、第二には、第ーの診療機能をもたない空間群である 。第三には、

第一と第二の相互間を結ぶ空間群である 。これらが、大きい群空間

としてまた小さな群として病院全体の中にある種のルールに従 って

組み込まれ、配誼されている 。それらで構成される単位機能が、一

つの有機体として機能するために、装備されている高度な先端技術

の成果品である各種の医療機器や情報機器のありょうは、あらため

て言うまでもなく、病院がイ ンテリジェン卜化された空間lの集積体

であることを意味する 。それは、まさに都市空聞が高度に凝縮され

た世界と言って良い。単一の機能体であり得ず、宿命的に複合機能
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を備えた高度の空間領域と言わざるを得ないものである 。

このような状況のもとで、無機的な性格が強くなる一方、より一

層配慮されるべきことがらの解決がなされることが大きな課題であ

る。病院における各種空間で使用される材料に対する意識や関心も、

その課題の中の一つである 。

病 院 を 構 成 す る 主 な 部 門

病院を構成する主な部門のうち、病院固有のものは、先に述べた

ように人間の体に関するあらゆる情報を得、また分析し、対応する

ために必要な診察や診断や治療をするための部門である 。

第一に、診断行為をする診察のためのものは、基本的には内科、

外科、小児科、産科婦人科などあるが、総数としては、総合病院と

称するものでは全部で20数科ある。これらの診察科目は時代の進化

とともに基本的な科目に加えて、さらに増加する傾向が見られる 。

また一部においてはその内容に変化を伴うものもある 。

これらのことは、ある時代の人の病気と人との関係が必ずしも一

定不変の状況ではなく、科学技術および医学の進歩と病原菌の存在

の仕方がその時代ごとに特有の関係をもつものであることを意味し

ている 。 もちろん、その中の主ないくつかは、大きな変化を示さな

いものもある 。以上のものは、街や都市やその他のコミュニティの

中で見られる診療所や病院の表示の中にかかげられている、外来診

療科目のことである。これらの部門がもっ共通の性格は、まず患者

の立場の人と、医療行為をする人が直接に関わり、相E のコミュニ

ケーションをもつことで、その行為の第一段階が開始される場所で

あるということであろう 。

これらの諸空間が病院の中で一群となって構成されている部分が、

外来診療部門である 。この部門はきわめて多くの患者 ( 通常の病院

の場合、その規模にもよるが、 l 日当たり数百人から 3000人ぐらい)

と関わりをもっ場であるため、その居住性や、とくに動線処理など

が十分に配慮されるべき部門の一つである 。 また多くの異種の病気

をもった人達が集まる場であるため、それらの相互がコンタミネー

ションを起こさないよう十分配慮すべきことや、きわめてアクティ

ブに人や物が動くことも考慮すべきことである 。病院の患者に対す

る心づかいが如実に表れる部門であると言えよう 。

第二に、忠者の健康状態を科学的に分析し、評価を行うために、

必要な生体情報を得るための空間として、中央検査部門、放射線診

断部門、核医学診断部門、生理機能検査部門などがある 。 また一連

の生体情報に基づき、ある種の医療行為の方針が定まると、その内

容により、高エネルギ一治療部門、手術部門等で求められるべき処

置が行われる 。

これらの場においては、f . ! ! 、者は、医療スタ ッフとの関わりをもつ

ことと同時に、高度な性能をもっ医療機器とも相対する空間である 。

言ってみれは¥サイバネティ ックス空間、人間~機械系の空間が高

度に精度高〈関わることのできることを要求される場である 。 これ

らの空間に要求される諸条件は、それぞれの部門によって異なる 。

たとえば生理機能検査部門のある種の空間単位は、物理的に透明な

パ ックグラウンドを要求する 。電磁波や、音波などがその場合問題

にされる事がらである 。このように、これらの一群の諸空間群には、

それぞれ固有の特性が要求され、またそれらは適切に解決されたも

のではなくてはならない。

第三に、第一、第二の領域に加えて、患者が直接使用する病棟音1I

門がある 。 この部分は誰にでも理解しやすいものであるが、この病

練部門においても、各診療科目やその患者の病状により、対応され

るべき諸条件は微妙に異なるものである 。
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主 要 な 空 間 単 位 の 床

病院の床を考える場合に、主たる問題点を明確にするため、病院

における空間領域の種類を、先に述べたように 3 種類に区分する 。

① 診療機能を備えた空間

( 刈診察室、処置室、検査室

(8) 手術室

(C) 各種搬彩室、高エネルギ一治療室

(0) R  1 使用室

( 日シールド、防音室等

( 町病室

② 診療機能を備えていない空間

( 刈管理・事務系諸室

(8) 情報処理系諸室

(C) サービス系諸室( 食堂、売庖等)

(0) 機械設備系務室

③ ① ② を 接 続 す る 空 間

( 刈玄関ホール、各ホール、通路系空間

回 避 難 の た め の ス ペ ー ス

ここでは、とくに病院が病院として最もその性格と機能をあらわ

にする診療機能をもっ空間単位の主なものを取りあげ、一般的に良

〈使用される床材のいくつかについての問題点とその動向について

考えてみる 。

・診察室、処置室、検査室系の床

診察室、処置室、検査室系の床は、そのほとんどがビニール系の

シート床材であり、他の材料を選ぶことはまれである 。他の材料で

最近試みられた一つの例としては、抗菌性のカーペ ッ トをこの系列

の空閥単位に使用したものがあるが、未だ一般的で、あるとは言えな

いようである 。

シート状の材料がf変われる故大の理由は、何といってもシームレ

ス状に仕上げることが可能であり、簡易な防水性や、汚染性に対す

る性能が笑績として確認されていることであろう 。 またこの材料の

場合、表面を各砲の台車やワゴン状のものが移動する場合、大きな

抵抗なしに容易に移動さすことができることや、汚れた場合、清掃

しやすいこと、耐久性がある程度信頼できることなど、が手IJ点とし

てあげられる 。

一方、シートの表面が液体でぬれた状態になったときは、すべる

ことがあることや、下地面の平坦さが均一で、ない場合、シート表面

も平面にならずに、粘度の悪い床になってしまうこと、溶接した場

合の施工の巧拙が見られること等、未だ解決されるべき問題はある

ようである 。 このシート状の床材でもいろいろ種類がでてきている

ので、各施工の段階で精度良〈工事をすることて功、なり良い結果を

得ることも可能で、ある。ただし材料のもつ質感としては、今後の研

究に期待したい 。

やはり使用例を笑際に見ると、質感としてはカーペ ッ トを使用し

た感じとは比較にならないものがあり、これらの種類の空間単位に

カーペ ッ トを用いた場合、使用する側の使うマナーが自然に良くな

り、良い結果を生んでいるのを見ると、今後使用される例も増える

であろうと思われる 。

. 手術室の床

手術部門を構成している諸室のうち、とくに手術室は、そのっく

り方において大きく変化するとともに、進歩してきた部分の一つで

ある 。

音1I 位別に見ると、天井については、その手術室の清浄度に合わせ



集中治療室( 東京医科大学)

病室( 東京医科大学) 外来診療部( 琉球大学)

中央待合ヱントランスホール( 琉球大学)

た空調システムと ｬ 吹きｩｊＧ，しとの組み合わせや、ｾ里［ぷ灯、麻俳装置、

放射線装世等を組み込んだ場合に天井デザインの杭 Jjtーが袋求される

こと、壁については、各純の的報を - J[; 的にコントロールする↑ 17報

ノマネル、各Hi 十? 器材の棚、シャーカステン、レーザーメスのための桜

統袋世、その他等が鍛冶: に計算された構成で組み立てられることな

どで・ある 。

一万、床については、 1丘導テラゾー床や、硬質のヒa ニールンー卜

の溶接工法による仕上げが松も多い。 シート状の材料の場合、とく

に注芯ーを要するのは、床而を必者のための卓のついた搬送行 -Lilや、

その他のワゴン、 ME 器材等が移動することが多いため、その，f ，j"j貨

のli 更さや、接着する場合の接5 l
V

W の塗布益や強度等が十分なものを

i選び、入念に仕上げを行うことが要求されることである 。

・各種撮影室、高エネルギ一治療室、検査室の床

政射線音 ＱＱ 門の各種倣 ｊｪｦ ｾ 室、絞医学部門の高エネルギ一治療室、検

食室、その他の諸室には、例外なくそのほとんどに長尺庖ビシート

が用いられており、仕上げに対しては、粕 j変良〈工事を行うことが

必要である 。

生理機能倹笠宮11門の中の防音室や、屯般シールドを必要とする部

屋の床は、それらの性能を備えるための材料の上に、床材としては

ビニール系床タイルや、ラパータイル、各種のカーペ ッ ト等が条件

に応じて使い分けられることが多い。

. 病室の床

つぎに、病棟における病室は、その病室の性格に応じて各純カー

ペ ッ ト、長尺シート等が一般的に良< 1変われてしゅ 。 またその廊下

部分にも抗菌用カーペ ットを使用する例が多〈、また. [ f - ，ii(i ! t r Uの作業

スペースとしてのナースステーションにも使用するようにな ってき

ている 。作業空間とともに的かな環岐であるべき病慨においては望

ましい床材の一つであるが、抗菌性の保持や、メンテナンスが村度

良〈行われることが必要で、ある 。 この場合の維持費は、ある例によ

れば、長尺シートその他の材料のそれと大きな差はないようである 。

その他、情報管理系や・l工務管理系、サービス関係諸室等の部分に

ついては、他のf，unの怨物と共通するのでここでは省略するが、一

般の建物と共通はしているけれども、病院のノ f ブリ ックスペースに

抗菌性カーペ ッ トを使用することに意義はある 。すなわち病院を利

用する人達は何らかの形で正常な生体のバランスを失い、ある意味

で敏感にまた鈍感にな っているため、やわらかく受け支えることの

できるカーペ ッ トを用いることは、忠者その他の人i主が村事1' 的安心

感とやすらぎを得ることができるために望ましいものの一つであり、

約極的に f変われて良いものである 。

二れからの課題

これからの病院における各部門の単位空間の床は、その備えるべ

き機能の質を高めるために、ある極の床材はその杢聞の使われる状

況によってその性状を変化させることができるようにすることも必

要とされるかも知れない。たとえば、硬さや、音に対する性能、電

磁波や磁気に対する性能をある極の条件を満たすことで変化させた

り、あるいはその色調を変えることのできる材料をつくりだすこと

は、病院に限らず一般の建物のさまざまな単位空間でも必要とする

ようになろう。

人間にとって、床は建物の桃成要索の中で一番関わり令うことの

多い苦111立て、あり、あらゆるi : ! t 代の健康を守る上でもその豆要性を新

たに認識する必要があるとともに、まだまだ研究、開発をする余地

が残されているように思われる 。

( ながつか ひろし 株式会社伊藤喜三郎建築研究所股計部長)
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室 内 の 仕 上 床 ・ 各 論 4

工 場 の 床 仕 上

大 堀 好 昭

表ー 1 日本標準産業分類に基づいて作成された工業統計調査周産業分類

(参考文献ー工場立地法解説)

は じ め に

中分ｾｩＱ ＸＭＱＹ ー 食料品製造業
産 業 の 構 造 変 化 に 伴 って 、 工 場 の 位 置 づ け は 多 岐 に 変 化 し 始 め て

いる 。 製 造 業 に は 、 日 本 標 準 産 業 分 類 ( 表 ー 1 ) で も 分 類 の 難 し い

業 種 が 増 え つ つ あ り 、 そ し て 工 場 の イ メ ー ジ も 、 エ ク ス テ リ ア 的 に

は 工 場 立 地 法 に 基 づ く 緑 に 図 ま れ た パ ー ク フ ァ ク ト リ ー と し 、 企 業

の イ メ ー ジ ア ップ を 計 り つ つ あ り 、 イ ン テ リ ア 的 に は 物 流 、 人 の 動

線 の 明 確 化 と 見 学 者 切J 線 を う ま く 組 み 合 わ せ つ つ 、 室 内 環 境 が 明 る

くな って き て い る 。

20 ー繊維工業 ( 衣服、その他の繊維製品を除< )  

工 場 の 機 能 ゾ ー ン は 、 生 産 作 業 ・管 理 ・厚生・エネルギー ・倉 庫 ・

研 究 ゾ ー ン 等 に ま と め ら れ る が 、 こ こ で は 室 内 環 境 ア ップ の 最 重 点

エレメ ン ト と し て 、 生 産 作 業 ゾ ー ン の 構 造 体 を 含 む 床 を 取 り 上 げ る 。

そ の 仕 上 げ に 関 し て は 、 ひ び 筈IJ れ 、 ま く れ 、 浮 き 上 が り 、 腐 食 な ど

か な り の 事 故 例 が 生 じ て い る に も か か わ ら ず 、 現 在 ま で 系 統 だ っ た

研 究 は 行 わ れ て い な い と 恩 わ れ る 。

21 ー衣服、その他の繊維製品製造業

22 - 木材、木製品製造業 ( 家具を除 <)

23 一家具、装備品製造業

24 ーパj レプ、紙、紙加工品製造業

25  - 出版、印刷、同関連産業

26 ー化学工業

27 一石油製品、石炭製品製造業

28  ー ゴム製品製造業

29 ーなめし皮、同製品、毛皮製造業

30 ー楽業、土石製品製造業

31 ー鉄鋼業

32 ー非鉄金属製造業

33  ー金属製品製造業

34 一一般機械器具製造業

35 - ' i R 気機械器具製造業

36 ー輸送用機械器具製造業

37  ー精密機械器具製造業

38  ー武器製造業

39 その他の製造業

し か し 、 最 近 に な っ て 、 工 場 あ る い は 倉 庫 に お け る す り へ り 抵 抗

の 高 い 床 の 要 求 、 化 学 研 究 所 に お け る 耐 薬 品 性 の 高 い 床 へ の 要 求 な

ど 、 建 築 主 か ら の 床 仕 上 材 料 、 仕 様 、 工 法 な ど に 対 す る 関 心 は 高 ま

っ て き て い る 現 況 に あ る 。

ーーーーーーーーーーー-ーーーーーーーーーーーーーーー-- -ーーーーーーー一一ーー ーーーー一一ーーーーーーー司・ー・ーーーーーーー-ーーーーーーーーーーー

床 仕 上 材 料 の 必 要 性 と 選 び 方

従 来 よ り 採 用 し て き て い る 床 材 の 整 理 を は じ め 、 事 故 例 の ま と め

と 補 修 法 を 含 め た 対 策 、 さ ら に は 個 別 用 途 に 応 じ た も っ と も ふ さ わ

しい床材料の選定など、 、床 仕 上H に l刻 す る 研 究 を 早 急 に 進 め る こ と

が 望 ま れ る 。

最 近 の 生 産 工 場 シ ス テ ム は 、 消 費 者 ニ ー ズ 多 様 の 時 代 に 対 応 す る

た め 、 変 化 し つ つ あ る 。 す な わ ち 、 従 来 の F . A 化 、 ベ ル ト コ ン ベ

ア ー に よ る 流 れ 作 業 、 ス ト ッ ク 倉 庫 簡 素 化 シ ス テ ム か ら 、 多 品 種 少

量 生 産 工 場 シ ス テ ム に 、 そ し て 人 間 性 追 求 を 事 業 企 画 段 階 か ら 考 慮

す る 室 内 環 境 づ く り が 建 築 主 よ り 要 求 さ れ だ し た 。

表 - 2 床仕上材料選定までのネットワーク

52 処 築 と社会/ 1987年 6 月号

色彩… ー 一退色性、光沢性、汚れに くさ、尿による変化など

使用性. . . . . . . ー滑りにくさ、消名古性、帯電防止性、タバ コの焦げな ど

寸法安定性 u ・熱による寸法変化、吸水による寸法変化など

人附性・・ 疲労感、作業能率性、 P R性など

施工性… … 付着性、袖、修位、再施工性など

下地構造性 直接土問、間接土問、デ ッキスラプ、仕上モルタル有無、断

熱材有無など

使用性 ・ 0 ・・耐衝撃性、へこみなど

ｾＡｩｬ 性 ・残留へこみ、下地クラ ンク に対する追随性など

耐久性 耐水性、耐油性、耐アルカリ性、耐海水位、難燃性、耐寒性、

耐塵性、耐熱性など

意 匠 案

製 造 者 商 品 名



そもそも挫物内部パーツに人聞が接するのは、床が松初で、そし

て最重要パーツである。そのほかに、腰壁、手街、家只、 ドア tlli 手、

電気スイッチ、作業機械昔器具などがあり、それらに使用される材料

は 、 日本ではいつの間にか聞い材料( 金属、プラスチック等) にな

ってしまったが、歴史あるヨーロッパでいは柔らかい材料( 木、皮、

布等) で長い| 日l伝統を守ってきている。

とくに床仕 |二材料は、宅内環境づくりにとって lti 疋袈袈ぷである。

ことに生産工場作業場床材料となれば、双万の条例2 をlr日j J t させるた

め 、 床 材 料 の 選 定 ま で の ネ ッ ト ワ ー ク ( 表 - 2  ) で検討し、似i J l に

i i ! f ぷ必婆がある。

床 仕 上 材 料 の 特 徴 ・ 工 法 と 選 定 の 留 意 点

室内環境づくりを分析すると 、接触的要討さと視党的裂ぶからなる。 床仕上材料を分史J i し、 表 - 3 に示す。

表 - 3 床仕上材料の分類

木 質 系床材一「乾式系一一フローリングポード、モザイクｾ，Ｍケ川、その他

」溢式系一一一フローリングボード、そザイクノぐーケット、フローリングプロッ夕、その他

プラスチック系床材一「タイ J レ系ー「ビニーノレ系タイル一一一一寸一半硬質ビニールタイル

合成高分チ系塗 1) 床材

|  トゴム系タイル ト軟質ビニールタイル

|  トレジンテラゾ一系タイレ トホモジニアスビニーノレタイル

|  ト繊維系タイル 」ヒ・ュアビニー J レタイル

' - その他

」シート系ー「ビニール系シート 一一一一一「 長尺盗ピシート

トゴム系シート ト複合極ビシート

」その他 トインレイドシート

イI機質系一「合成町分チ系

トアスフアルトモルタノレ系

」 そ の他

トソフトインレイドシート

」クッションフロアシート

エポキシ系

ポリウレタン系

ポリエステ J レ系

クロロプレン系

酢般ビニール系

アクリ J レ系

S B R系

フラン系

その他

無機質系ー「セメントモ J レタ l レ系一一一寸ー普通モルタル系

ト 人iilrt 系 ト 2tf 色モルタ J レ系

ト石膏系 トｾ質骨 材泌入系

」その他 ト Ji<而硬化材系

」 そ の他

工場作業室 物流部分床/ 合成高分子系床材、作鎌部分床/ 木賞湿式系床材

工 場 事 務 室 床/ 木質乾式系床材

工場食堂 床/ ビニール系タイル

工場食堂床/ 繊維系タイル

エ渇作業室床/ シート系床材

工場倉庫 床/ 合成高分子無機貿系床材
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年々多くの製品が開発され普及の度合いも著しいが、工場の床仕

上材料としては、木質系床材、プラスチック系床材、合成高分子系

塗り床材と大きく三つに分けられる。各床仕上材料とも個別の長所、

短所が同居しており、その施工法については、現場からのフィード

パックを反映して改善されている。

床仕上材料選定にあたっては、各材料の物理的性能から選定する

よりも、床仕上材料と接する下地材の条件、床白地との納まり、沓

摺り、機械基礎配管配線ピット廻り納まり、補修メンテ方法等、床

仕上材料と接する材料と合成して評価されるのが一般的であるため、

結果からパックした総合判断が重要て‘ ある。

最近の工場は、物流合理化が計られており、無人搬送ロボットも

積載荷重70kgの超小型から 2，500 kgの超大型搬送車まで、積載型、

けん引型、フォークリフト型など機種も豊富にな ってきた。荷台高

さが標準タイプで 420 mm、回動干l ' ( みおろしタイプで590mm、650mm等、

年々低くなるに伴い、車輸の操舵輪タイヤ ( 250 oソリッドタイヤ) 、

駆動輪タイヤ (300 世ソリッドタイヤ) 等にしわょせがきているため、

床への接地圧が大きくなっている上に、最小回転半径 ( 1000mm) も

小さく機能的であるが、床仕上材に対しては過酷で、タイヤきずが

つきやすい状況にある。また、無人車誘導線を床埋込タイプにすれ

ば、スラブ上端筋を下げる必要もあり、かぶり厚が大きくなり、構

造クラ ックの原因にもなる 。

事 故 例

. 精密機械組立工場における土間コンクリート床、フローリングブ

ロック( 湿式工法) のそり返り

埼玉県下に建設された工場( 昭和57年 3 月着工、昭和57年 10月竣

工、 S + l 一部 + 2 、延べ面積9730m' ) で、竣工 3 - 4 カ月後にフ

ローリ ングブロックがそり返り、一部に浮きが発生したものである。

この部屋は精密機械組み立てのため、全館空調し、物流用として搬

送ロボッ卜も走行している重要な部屋であった。

そり返りの原因は、竣工間もなく暖房期に入ったのと、床フロア

オイル拭きも竣工時のままであり、床仕上材料表面が急に乾燥した

ためである 。

・医療機器工場における土問コンクリート床ビニールシートの水ぶ

くれ

滋t J : 県下に建設された工場( S53年 3 月着工、 S53年 12月竣工、

S + 2 、6270m') で、竣工 2 - 3 カ月後に、真空コンクリートによ

る土問コンクリートと上面に貼ったビニールシートとの聞に水ぶく

れを生じ始め、互の終わり頃には音11屋の随所にこれが発生したとい

うものである 。

この部屋は、同工場の製品を組み立てるのにもっとも重要なクリ

ーンルームで、7 ) < ぶくれの原因は、土問コンクリート下部からの水

の浸ー入によるものであった。

近年、工場の土間コンクリート土床仕様を決めるとき、割菜t也業、

砂利地業を粒調砕石I也業に換え、耐荷重重視の傾向にあるが、床仕

上材料的には反比例している 。

. 配送センターにおける荷拐I j 場床表面硬化処理仕上、 構造コンクリ

ート床のひび割れ

九州、来日本、北海道の 3 地点にほぼ同時期に建設された配送セ

ンター( 九州 S 58年 12月着工、 S 59年 6 月竣工、 S + l 延べ面積

950 m' / 東日本 S58年11月着工、 S59年 7 月竣工、 S + l 延べ面

積 16∞m' / 北海道 S 58年10月着工、 S 59年 7 月竣工、 S +  1  延べ

面積 720 m') で、いずれの配送センターも、竣工検査時点で床にひ

び割れが発見された 。へアークラ ックの段階にとどまっていたが、

とくに北海道については、竣工 1年目検査において0.6 mmを越える

ひび割れを含み、竣工時よりひび筈1] れの増大が認められた。

医薬品の配送という目的から、粉塵の発生が問題になる。また、

フォークリフトの走行によるひび筈1] れ拡大防止のため補修の必要が

生じた。

ひび割れの原因は、構造コンクリート床の乾燥収縮および過大な

かぶり厚さが報告されている。

今 後 の 研 究 の 進 め 方

、床仕上。に関する 研究は、以下の 3 点について進める心要がある 。

(1)  現在までに発生している、床仕上' に関する欠陥、事故、ク

レームなどについて、建築主、設計監理担当者、施工担当者および

床材料メーカーからの情報を収集するため、記入容易な f or mat を作

成する。

(2) 欠陥や事故の情報を原因、材料、構造別に分類する。参考と

して、以下に欠陥の pat t ern についていくつかを挙げる。

・デッキプレートを使ったスラブの鉄筋のさび

・土問コンクリート床のビニールシートの水ぶくれ( 図ー 1 )  

. コンクリートの乾燥収縮に

よるひび割れ

・エポキシ塗り床の配合不良

によるまくれ

- コンクリート直押さえ表面

硬化仕上のアルカリ骨材反応

. 仕上材の熱膨張によるふく

れ、そり返り

(3) 床の種類、用途、材料、

下地構造などの違いによる、

ルシート

三千

: 。二。 t o 。。。。 J 。。。

湿気

図 - 1

目的に応ずる最適仕上材料の選定 ( f or mat )

なお、最適仕上材料選定のための f or mat を下に示す。

word:  'y word:  

日 J 念 ・
途 ・

能. 色彩 (退色性、光沢性、汚れにくさ、尿による変化な

ど)

使用性Ｈ滑りにくさ、耐衝撃性、へこみ、 ｨｾｦｦｾｾ 性、タ

バコによる i色げなど)

事11性( 残留へこみ、下地クラ ックに対する追随性など)

寸法安定性( 熱による寸法変化、 l汲水による寸法変化

など)

耐久性( 耐水位、面'ti 由性、耐アルカリ性、耐海水性、

難燃位、耐寒性、耐1 m性、耐熱性、帯電防止性など)

施工性 (付着性、補修性、再地工性など)

材料、仕線、工法

下地榊造

製造者名、商品名、価格

まとめ

多種ある床仕上材料の中でも、工場関係の床仕上材料ほど、タイ

トな与条件と複合的諸条件とを満足させる必要が大であるが、建築

主は、ランニングコストがすぐ経営に直結するため、消婦を含めた

メンテナンス費用をあまり計上しないのが常である 。

究極の床仕上材料l丸、使えば使うほど句虫くなるような床仕上材

料であり、その開発こそ今後の課題であり、また夢でもある。

( おおはり よしあき 株式会社日建設計設計主管)
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体 育 館 の フ ロ ア

荻 野 栄 一

ワァ ッ一一 .. 若い歓声と栄光のドラマの舞台となるバレーボール

の日本リーグ会場、そして同時に全国のお茶の間バレーボールファ

ンをも熱狂させる T V 実況の最前線。そこは、今やスポーツ& 文化

のイベント ・ステージとして再認識され、注目度を大きくするばか

りの体育館。走る 、銚ぶ、弾む、競フ、さらに観( 魅) せる 。音と

光の効果。

国民総スポーツ( 健康) 化の現代において、体育館にはく機能性〉

〈耐久性> <経済性〉だけでなく、多彩なニース. への対応が求められ

つつある 。体育館、この重要なフロアステージ「体育館の床J のフ

ロア材( 床材) と床下地構成材について紹介しよう。

たとえば神戸のダイエー厚生年金基金総合スポーツセンター ( 昭

和59年 11月竣工、 1700m') の場合、床材にダイナミ ック@ フロアの

シルパスカ ッシュを使用し、支持部材に、組床式鋼製床下地構成材

( 根太鋼、大引鋼、リ ンク、ダン パーを組み合わせた支持脚 ) を用い、

使用時の荷重にノ〈ラ ンスよく対応して、ベストコンディションを保

ち、 ノンスリ ッフ・の効果が上々との評価を得ている 。 ( 表ー 1 )  

表 ー 1 問左測定結果

U(床の緩衝作用値)

26.049- 31. 632 

Y(床の弾力性値)

- 0.149- 0. 120 

T v .o(床の振動の

継続時間sec )

0. 265- 0.403  

G(床の硬さ )

84.2- 86. 1 

調，)定 日パ苦柿 O年 5 月14日

制陀/ 宋京工業大学工学部

ダイエー厚生年金基金総合スポーツセンター体育館 建築字桝小野町究室

体 育 館 の 床 に 求 め ら れ る も の

体育館の床に求められるものは何か、それは、

①天候に左右されることなく常に同じコンディションて¥競技者の

運動能力が100% 発揮できる床であること

②競技者の安全が保障される床であること

③ あらゆる競技に対応できる床であること

④施工性が答易な床であること

⑤経済的な床であること

と言えるのではなかろうか。

性能一一大自然の中で生まれ、大自然の中て育ち、今日まで発展

してきたのがスポーツであるゆえに、体育館の床に求められる性能

として、適度の水を含んだ土のグラウンドの状態は、あらゆるスポ

ーツに適したグラウ ン ドの基本であると考えられる 。

競技者の運動性能を 100 % 発揮させられる床とは、バレーボール、

バスケ ッ トボール、テニス、バドミントン等々のスポーツのジャン

プ、スタート、スト ップに適応する床で、柔らかすぎてはプレーに

一瞬のズレを生じる、さりとて硬すぎては競技者に障害が生じる 。

丈夫な床であること、幼い子供から大相撲の本場所まで、そのお

のおのに対応できる強さを求められるのが、今日の体育館の床であ

る。運動具というものは「丈夫て、あればすべてよし J とされるもの

ではない。限度を超えた 外力が競技者に加えられたとき、競技者を

危険から守るように安全設計されていなければならない。体育館の

床も同様で、競技者の安全のため、適当な弾性、強さ、硬さが要求

される 。これが、昭和60年 3 月に制定された体育館用銅製床下地構

成材の J 1  S 規格のもととな った。

施工性一一施工性が容易な床でなければならない。当然のことで

はあるが、いかにすぐれた床であ っても、施工性が容易でなくては

体育館の床とはなり得ない 。一定の条件のもとに、早〈完全に施工

できる床でなければならない。体育館の床工事については、日本体

育床下地工業会 ・日本フローリング工業会 ・( 財) 日本体育施設協会

. スポーツフ ロア部会発行の「体育館床工事標準施工要領啓J ( 昭和

62年 3 月 1 日発行) を参考にしていただければ幸いである 。

経済性一一経済的な床であること 。いかに優れた床であ っても、

余りに高価なものであ っては実用に供せられない。適正な価格でな

ければならないことは 言 うまでもない。

体 育 館 の 床 の 分 類

では、体育館の床にはどのような床があるのか。つぎのように二

つに分類できる 。

「 塗 り 床

体 育 館 床 → 「 鋼製床下地

」 木 床 →

」 木製床下地

塗 り床一一コンクリート下地に直接合成樹脂材を施工した床で、

丈夫ではあるが、弾力性、硬さ、安全性から、特殊な目的の体育館

以外にはほとんど採用されていない。

木床一一今日の体育館の床のほとんどを占める床で、鋼製床下地

と木製床下地とがある 。材質の均一性、耐久性、軽量化、施工性、

経済性から、現在ではほとんどに鋼製床下地が採用されている 。

今回は現在の体育館床の本流とな った、鋼製床下地構成材を使用

した体育館について考察を進める 。ここで、銅製床下地の基本とな

る J 1  S 規格の一部を簡単に紹介しておく 。

体 育 館 用 鋼 製 床 下 地 構 成 材

体育館用鋼製床下地構成材 J 1  S  A  6519は、昭和60年 3 月 1 日

に制定、同年 7 月10日付けの官報で公示され、指定品目とな った。

本 J 1  S の特徴は、原材料の受入検査、工程管理、製品規格、およ

び体育館用床としての載荷強さ、衝撃強さ 、弾力性、硬さ、耐久性

のすべてに対する品質管理をも って品質保証されている点である 。

体育館用銅製床下地権成材- . J I S 規格

. 適用範囲

この規格は、体育館に使用する鋼製床下地構成材について規定す

る。鋼製床下地構成材とは 、支持脚、大引 、根太などの主要部材が、

鋼製材または一部にこれと同等以上の耐力をもっ部材で構成された

鐙築と社会/ 1987年 6 月号 55 



4駄 ( N) かに測定する。以後、同様の測定を 300kgf ごとに行い、 1500 kgf ま

ものを 言う。

. 各部の名称

図 - 2

組床式( 例図)

構成材の各音1)の名称は、 図 - 1 、 2 のとおりである。

組床式一一支持脚、大引、根太などを組み合わせて構成される床

下地材を言う 。記号は i FJ を用いる。

置き床式一一支持脚および床パネルを組み合わせて構成される床

下地材を言う 。記号は i SJ を用いる。

. 試験

各部材については、 J 1  S 規格に適合したものを使用することを

規定し、さらに構成材は、 J 1  S  A  6519によって決められた試験

方法によって試験を行い、つぎの表 - 2 に適合しなければならない。

表 - 2  

項 目 性 古E 適用試験項目

鉛直載荷たわみ (.. )
各各点の最最大大たわみ量は20以下

点の 残留たわみ量は 1.5以下

7.2 

耐繰返し衝撃性

使用上有害なこわれ ・緩み はずれの

7.3 
ないこと

弾力性値 (Y2)U以は)上は、最高値が 0.0 以上

床の弾力性 最低値が- 0. 7.4 

緩衝効果値( 、15- 40

床の硬さ G  各点とも 100以下 7.5 

面f : l j ; _水噴霧 さぴ ・塗膜の浮き・はがれのないこと 7.6.1 

久

性 亜鉛の付着量(') (g/附} 段少付箔盆120 (両面) 7.6.2 

1量九安z  産

機曲がり ( 剛)

2 L  

1000 以下

7.7 .1  

2 L  

反り (.. )  

1000 以下

7.7.2 

パネルの反り (皿)

2 L  

IJ) 1000 以下

7.7.3 

つぎに、表 - 2 の試験のうち、試験体で行う試験( 鉛直載荷たわ

み、耐繰返し衝撃性、床の弾力性、床の硬さ) について紹介する 。

試験体ーーイ変用状態で3600X  3600mmの大きさで、試験休中央部は

最も柔らかいと考えられる部分とし、支持脚高さのタイプごとに予

定される最大高さの床とする。つぎに、構成材に捨張りおよび床張

りを行い、また横ぶれなどの防止を施したものとする 。

鉛直裁荷たわみ試験一一試験体の 中央部 1 X  1  m に、質量20kgの

重錘を用いて均等に鉛直荷重500kgf を静的に 1 分間載せた後 、その

荷重を除去する 。これを基準として、つぎに、鉛直荷重を静的に 300

kgf になるまで逐次載荷し、そのときの各測定点のたわみ量を速や

で載荷した後、同じく 300kgf の除荷ごとに各測定点のたわみ量を測

定する。 |徐荷重後15分間放置した後、残留たわみ量を測定する。 iJ1IJ

定点は、 図 - 3 および図 - 4 に示すように載荷中央 ( A点) 、支持脚

近傍 ( 8 点) 、根太中央 ( C点) 、および大引中央 ( D 点) とする。

( 単位mm)

図- 3 組床式梅成材の

測定箇所( 伊l図)

( .!j! {il"mm) 

図- 4 置き床式構成材の測定箇所( 例図)

耐繰返し衝撃性試験一一試験体中央部に J 1  S  A  1414 6. 14 に

規定する質量30kg( 直径220mm 長さ 700mm)の砂袋を、図一 3 および

図 - 4 に示す A 点に、高さ 90cmから 10回落下させた後、各部材接合

部の有害なこわれ、緩み、はずれなどを観察する。

床の弾力性試験と硬さ試験については、東京工業大学小野英哲先

生が永年の研究の結果考案された、体育館の床の弾力性測定装置と

計算式によ って 測定する 。

・床の弾力性試験方法

適用範囲一一# 育館用鋼製床下地構成材を用いた体育館床の弾力

性試験方法について規定する 。

試験装置一一試験装置は、 図 - 5 に示す体育館の床の弾力性測定

装置による 。

試験方法一一質量 5 kgの重錘を、 80cmの高さから自由落下させ、

ゴムパネを介して床に衝突したときの床の動的変形性状を測定し、

表 - 3 に従って UF 、DRおよび TR を算出して、 J I S 規格の附属替 1

表 - 3 弾力性値 ( Y ) および緩衝効果( U) の算出方法

4.1 弾力性値( Y ) の算出方法

5単力性値( y ) は、つぎによ って算出する 。

Y=0. 4036- 0 .0192(  Up - 1. I DR  X  DR ・TR-
1

)

+ 0.0793X  DR X  DR '  TR-
1  

:  - 0 .0016(  Up - 1. 1DR X  DR '  TR- ' - 23. 26) 2 

:  - 0. 0028( DR X DR ' TR-
1

- 10. 13) 2 

UP : 床の変形が最大に達するまでの床の変形エネ/ レギー ( kg ・cm)

DR: 床の振動の最大振幅 (cm)

TR: 床の振動の最大援幅時の見掛けの半周期 (5)

4.2 緩衝作用値( U) の算出方法

緩衝作用値( U) は、つぎによって算出する 。 ，

U  = Up - 1 . 1 DR X DR '  TR-
1  



① ① 変 位 測 定 位 誼

色

②盛錘誘噂管( 直後27mm)

③ 電磁石

④ 霊 錘

⑤ ゴムばね( 外径80mm、内後30m冊、厚さ 100mm、ショア A 磁l主10)

⑥受け板( 直径l∞mm)

⑦ 柑I鑑変換器

③荷量板( 直径50mo)

⑨ 支持板

⑧ 図 - 5  体育館の床の弾力性測定装置

の4 . 1 および 4 . 2 に示す式を用いて運動のしやすきを表す弥カ性値

(  y ) と衝撃効果値( U ) を算出する 。 なお床の振動の継続時間( T V.D)  

は、 0 .4 5 s 以下とする。なお iM定点は、図 - 3 および図 - 4 の A 、

B 、C 、 Dの各点とする 。

・床の硬さ試験方法

適用範囲一一体育館用鋼製床下地構成材を用いた体育館床の硬さ

試験方法について規定する 。

試験装置一一試験装置は、 図 - 6 による。

試験方法一一コ' ム板が置かれた測定点に、高さ 20c mから、質量3. 85

kgのヘ ッ ドモデルを自由落下させ、床に衝突したときの加速度を測

定し、転倒衝突時の硬さ ( G) を求める 。硬さ( G ) は、発生する加速

体 育 館 の 床 仕 上 材

度の最大値とする 。なお iHl J定点は、床の

弾力性試験に準ずる。

① 鋼製7 レーム( 外径216. 3mm、厚さ 8. 2mm、問40mm)

② 鋼製ヘッド (111，率半径25mm、直径印刷)

③ m錘 ( 1. 34kg)  

@  加速度計

⑤ ゴム板( 厚さ自由皿、ショア A 硬1s: 37、大きさ 300

X  150mm)  

⑥ つり金具

図- 6 床の硬さ測定装置

以上、体育館の床を支え、床の適否を決定する鋼製床下地につい

て述べたが、仕上がりの良否は、何といっても床材によって決定っか

けられると言える 。

体育館の床は、標準的には、捨張り ( J  1  S 規格合格のコンパネ

1 2 - 1 5 mm) の上に、 J 1  S 規格合格の床材1 5 - 1 8 mmを張り、ウレタ

ン樹脂を 3 回塗りして仕上げる。

体育館に一歩足を踏み入れたとき足に伝わってくる緊張感、競技

者のみに感じられる言葉には表現できない独特の感触、そこに体育

館の生命を感じるのである。

体育館の床の材料には、アサダ材を最高に 、カパ、イタヤカエデ、

ナラ、ミズナラ、プナ材が使われる 。

アサダ材ーーカバノキ科に属し、肌理は密で、重硬材。割裂しに

くく、強じん性に富んだ材料で、辺材は淡掲色、心材は淡赤褐色て¥

色別がはっきりしている 。反 り、狂い 、伸縮が少なく、最高級の床

材として使用されている。

カパ材ーーアサ夕、と同じカバノキ科の木材で、肌理は衝で、中度

の重硬材で、木理は不整、街l裂しにくく粘じん性に富んでいる 。辺

材は帯賞色、心材は淡紅色で、赤味はアサダより少なく、加工が容

易で狂いが少ないため、体育館の床に最も多く使用される床材て¥

アサグにつぐ高級材である 。

ナラ材一一一ブナ科の木材て¥木理は通直で、重硬材である 。辺材

は淡賞褐色、 心材は淡灰褐色で、弾力性に富んだ床材である。

ブナ材一一ナラと同じブナ科の木材で、肌理は密で、中度の重硬

材で、辺材は帯褐色、偽心材は淡褐色の、粘じん性に富んだ、加工

の答易な床材である 。

以上の各床材の性質は、 表 - 4 の通りである 。

表 - 4 フローリングの性質

幽げ強度 摩 耗 率 膨張収縮率( %)

樹 相i 比 重 J I S K  7204 

( kg/回) g/ I O∞回 4反目 征 目

ア サ ダ 0 .73 1，100 0 .32 0 .31 0 .26 

カ
ノ、z

0. 67 1，050 0. 34 0. 32 0. 20 

イタヤカエデ 0 .65 950 0 .34 0. 32 0 . 16 

ナ フ 0. 68 1，000 0. 37 0. 35 0. 18  

プ ナ 0 .65 1，000 0 .38 0 .37 0. 17 

そのほか、特殊な床材として、美津波株式会社スポーツ施設部で

はダイナミ ック@ フロアとスーパーフロアを開発している 。

. ダイナミ ック@ フロア

北欧の良質ブナ材をプレスドライして作られた床材で、 30mm厚の

原木を 22mmまで圧縮し、含水率を O 、総体積を元の7 0 %とし、密度

を高くした耐久性 2 倍の床材である 。性質の違う数枚のプナ材をダ

ブノレサネハギ加工で強固にジョイントし、お互いのねじれを牽制し

合って、狂いを最小限におさえ、常にベストコンディションを保つ。

さらに、 塗装前に素材を加熱してポリウレタン樹脂塗料を塗装加工

し、これに塗料を重ねて塗装しているため、 主主料が素材に深〈浸透

しており、耐摩耗性、耐久性に優れた床材となっている 。ダイナミ

ック@ フロアには、つぎの 3 種類がある 。

シルパスカ ッシュ一一一表面加工と特殊塗装によるノンス リップ仕

上げになっており、適度な粗面仕上げで光の反射が少ないため、目

にやさしく快適にプレーができる床材である 。

ビーチプライム一一フシの全くない上質のブナ材のみを使用して、

キメ細かく明るい感じの格調高い仕上げをした、耐久性に優れた、

変色の心配ない床材である 。

シルパケ ッ ト一一アンモニアカスて特殊着色し、暖かい、ブラウ

ンカラーに仕上げている。特別にブナ材を加工し、耐久性に優れ、

多目的に使用できる床材である 。

. スーパーフロア

スーパーフロアは、鋼製床下地の根太鍋に直接施工できる床材で

ある 。厚さ 21mmの J A  S  1 類合板に、厚さ 6 mmのカパ材を集成材調

に接着加工した総厚27mmの床材で、 1 枚の寸法は 450 X  1800mmで、

拾張り作業がいらず、施工が容易で、工期が大幅に短縮でき、床の

「きしみJ もなく、波状型にもならず、激しい運動の衝撃にも十分

に耐える床材である 。

おわりに

以上、体育館の床について現状を紹介したが、使用性能、安全性、

耐久性、経済性の点から、ぜひとも設計の段階から、 J 1  S 規格に

適合した床を採用していただくようにお願いする次第である 。

最後に、美津波株式会社スポーツ施設部では、施工プランニング

の段階で創業以来のスポーツのミズノとしての豊富な情報データー

( 各種目別スポーツ特性、運動力学、人間工学など) や、ベストコ

ンディション、ベストな成果への技術経験集積などの総合力と、ノ

ウハウを結集し、「すぐれた施設( 体育館) を ローコストでj の実

現に鋭意努力を重ねていることをつけ加えておく。

J  1  S 規格および試験方法については、 J 1  S  A  6519r 体育館用鋼製床下地構成材」

( 日本規格協会発行) より引用。

( おぎの えいいち 美i和島株式会社炎ポーツ地股部主幹)
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ク リ ー ン ル ー ム

伊 藤 功

工 草間 7 リーンルーム 工業用ク リーンルームー二盤，マヰル町例ー バイオクリーンルーム一手術室内例ー

私達を取り囲んでいる空気中には、無数の塵が含まれている 。超

L  S  1の半導体製作、精密電子産業、遺伝子組み換えに代表される

ノ、イオテクノロジーや医療の分野はもちろんのこと、最近では私達

が日常親しんでいる食品、薬品そして日用品にいたるまで、製品の

歩留まり、商品の品質を高め、生産方式を合理化するために、、、空気

の清浄化H が要求されている 。

たとえば L S  1 の製作過程において、空気中に浮遊する目に見え

ない微粒子が L S  1の生命に決定的な影響を与え、また病院の院内

感染も 、清浄な環境が感染率の減少となり、ホク リーンルーム砂の役

割がいま産業の広い分野て千1'1極的に活用される時代を迎えている 。

クリーンルームの分類

( a) 工業用クリーンルーム( I  C  R )  

空気中の微粒子を除去することを目的とする 。ある笠聞の空気中

の微粒子の数を制限し、あわせて温度、湿度 、空気圧、気流の分布

と速さなどが一定の範囲に制限された「微粒子的清浄空間J を工業

用クリーンルームといっ 。

L  S  1 、 1 C などの半導体製作、' 電子機器などのほかに、現在は

プラスチ ック、コイル、印刷、 塗装工業などの多彩な産業分野に利

用度が拡大している 。

( b) バイオクリーンルーム ( 8 C  R )  

空気中の微生物、細菌を除去することを目的とする 。空気中の粒

子の 中でもとくに細菌などの生命をもっ粒子( 微生物) の制御を目

的とした「微生物的清浄空間J をバイオクリー ンルームという 。

製薬産業における G M P対策、病院手術室、無菌室、農林食品産

業、生産施設、各種研究室、健康福祉施設などバイオクリーンルー

ムの要求はますます広がっている 。

( c) バイオハザード

病原体などの流出による生物学上の危害を防止することを目的と

する 。動物実験施設における G L M規制、バイオハザード対策にも

クリーン技術が要求されている 。

これらの空気清浄の技術は、 H E P A フィルターと呼ばれる高性

58 建築と社会/ 1987年 6 月号

能フィルターの開発とともに進歩し、航空宇宙局 ( N A S A ) のア

ポロ計画とともに研究開発され、発展したものである 。

クリーンルームの規格

クリー ンルームの規格は、塵挨に関しては米国の、連邦基準209b"

が最も一般的である 。 しかし微生物についてはふれておらず、水航空

宇宙局 ( N A  S  A )規絡。が唯一の規格である 。

一般的に 1 C  R  (工業用クリーンルーム ) は連邦基準を、 B C R

( バイオクリーンルーム) は N A S A規格を採用している 。表ー 1 に

両方の規格を示す。

表- 1 C R とB C Rの清浄度比較

ク ラ ス 100 10.000 100. 000  

大きさ

孟0. 5 注0. 5 主主 5. 0 主主 0. 5 ;'; 5. 0  

微粒

(μ m)  

子

(伺/ ft ') 100以下

10. 000 65 100 .000  700 

C  

以下 以下 以下 以下

R  

350 2.0 )  

(個/ e ) 3. 5以下

3 .5∞ 25  

以下 以下 以下 以下

生物粒Cf-

浮遊 量

0. 0035以下 0. 0176以下 0. 0884以下

(個/ e )

日

沈降量
c  

12.900以下 64 .600以下 323. 000以下

ｾ＠ (個/ m" 週)

圧 カ( mmAq) 1. 3以 上

1品 度 ("C ) 指 定 値

1且 度 ( %) 45- 4 0  

気 1荒
. 1育流方式 0. 45m/s 土O. l m/ s

換 気 回 数

- 告し流方式 28回以上/ h

開
度 ( l x)

1.080- 1. 620  

C R ・米国連邦規絡 N209b BCR  : 米国航空宇宙規格 NHB5340.2

. スーパークリーンルーム

最近の半導体工業用クリーンルームは、製品の集積度や高精密化

に伴 ってクリーン度がますます発展している 。

半導体集積回路は、現在 1 メガビ ッ トの製品の量産化、さらに次
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0. 1 

図 - 1

半導体の集積度と除去

対象ダストサイズの

年代推移

2α) ( )  

年代

1990 1980 

0. 05 

表 - 2 クリーンルームの用途とクラス

エ襲用クリーンルーム

一→

- コンベンション方式( クラス 1000- の一般例)

え「

↓ー

z  

←-

←-

u  

ク リ ー ン ル ー ム の 方 式

クリーンルームは、

清浄度、気流の方向、

製作方法などにより、

多数の分対iがあるが、

一 般 的 に は 泊 浄 皮 と 気

流 と の 組 み 合 わ せ に よ

る 方 法 が 用 い ら れ て い

-

-

I  C  L S  I 製 作:

I  C  L S  I 組 立

半 導 体 製 作

半 導 体 組 立

ピ ジ コ ン

カラー TVブラウン菅

小 形 リ レ ー

電子機器部品

コンビニ. - : ; > -

電子式計測器

真 空 菅

人 工 衛 星

精密ジャイロ

航 空 計 器

精密測定器

モー

←-

- クロスフロー方式( クラス 100~L000の一般例)

図 - 2 クリーンルームの方式
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クリーンルームの断面倒図 - 3  

る。

図 - 2 に ク リ ー ン ル

ームの方式を示す。

ク リ ー ン ル ー ム 床 材 の 諸 条 件

l∞，αlO 

100，αm 

10，α氾

10，αlO 

自動制御機器

高 述 機 械

T  Vシャドーマスク

超精密印刷

ミネチュ7ベアリング

普通ベアリング

CI.ss 1∞ 

α. ss 1∞ 
バイオクリーンルーム

無菌手術室

-一般手術室

回復室、ICUCCU 

無 菌 病 室

-新生児、未熟児室

無 菌 室

-実験働物飼育室

無菌動物飼育室

-微生物駅験

-・・圃注射薬製造

-・・圃
一般薬製造

化事ま品製造

医療器製造

=  

宜 肉 加 工

乳製品製造

きのこ値種

高性能光学義置

光 学 機 器

写真フィ J レム

無じん衣洗た〈宣



⑫安全性、滑り

⑬デザインと 色 調 性

⑪易i -i ' l M性

⑮経済性

クリーンルーム床材ですべての条件を満たす材料は少なく、それ

ぞれの使用目的、作業環境条件などから十分に検討して目的に合っ

たものを選択する必要がある 。

クリーンルームのトラブルは、生産、研究活動に大きな影響と問

題を起こすので、十分な認識をもってクリーンルームの技術システ

ムを確立する必要がある 。

図 - 3 にクリーンルームの断面例を示す。

床 仕 上 材

クリーンルームのクラス別による床仕上材の一般例を 表 - 3 に示

表 - 3  クラス別の床材使用例

h'l ff. J!r 床 中オ

フリーアクセスフロアー( 二重床)

7 ラス 1  グレーチングまたは パネル( 有干し)

材質 仕上 ( 帯電防止)

- スチール製 - ビニールタイ J レ

- アルミ製 - メラミンイじf正4反

7 ラス 100 - ステンレス製 - ステンレス板

F . R . P製 - エポキ シ塗装

クラス 100  フリーアクセスフロアー

長尺庖ビシート貼( 溶接)

クラス 1，000 合成樹脂冷り床( エポキシ系、ウレタン系)

クラス 1，000 

ｩ 長 ｋｾ 孟ピンート貼Ｈ溶接Ｉ

クラス 10. 000 

合成倒防喰り床( エポキシ系、ウレタン系)

クラス 10 ，000 長尺猛ビシート鮎

ビニアスタイル

令成樹脂検り床( エポキシ系、ウレタ ン系)

クラス 100 ，000 |坊!坐続料r:'s. リテラゾー

。
50 l∞%  

クラス

0- 1∞ Jν 味 Jレ

1. α m 

10.α)() 

100.α)() 

図 - 4 床仕上材の分析( 施工面積比)

す。最近のクリーンルームの床仕上材の施工例の分析は、 図 - 4 に

示す。クラス 0 - 100 の場合は、二重床構法、床パネルの材質を示

す。

・床 の 静電対 策

床 に つ い て は 、 耐 荷 重 や 気 流 ・耐薬品性、不燃性などのほかに、

静電気対策への配慮が必要である 。

クリーンルーム内は、乾燥した空気が循環しているため、摩擦に

より数百から数千ボルトの j符電気が発生する 。 これを防止するため

に、クリーンエアーに媛する内装材、床や各種ユーティリティ配管

などのすべての面を導電性材料で被覆し、クリーンルーム全体を接

地して、J ' n' ，べE気による j裳挨の付着を防止する必要がある 。

半導体工場における歩留まり低下の要因は、おおよそ 60% が塵壊

によるもので、さらにこのうちの80%が静電気に起因する塵挨付着

が原因とも言われている 。 あるデータでは、内装材の表面聞有抵抗

値 が10

5

- 1 0 ' OQ以下とされている 。
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床 工 事

( a) 二重床( フリーアクセスフロアー)

クラス 10 - 100のクリーンルームの方式は、垂直層流方式が多〈、

床は二重床構法となる。

二重床は一般的に床ノマネルと支持脚から構成される 。 二重 床 部 分

は床吸い込み式で、床パネルは多孔板となり、パネルの開口率は、

室 内の最適気流が形成されるように検討の上、決定する 。

表ー 4 に二重床の材質と特徴を、 図 - 5 に二重床の構成を示す。

クリーンルーム床下は空気の通路としてだけでなく、 L S  1製 作

のユーティリティ配管( 水 、電 気 、 ガス) や排気ダクト、メンテナ

ンスのためと、さらに各種生産装置の補助機類の設置も計画される

ので、二重床下の有効スペースの確保とフレキシビ リティが要求さ

れる。

グレーチングタイプ

図- 5 二重床の構成

表 - 4 二重床の材質・特徴

種 m 材質 ・仕上 特 徴 開孔主|

- 耐荷重大 %1  

- 安価

- 耐薬品( 級、アルカリ) 不可

鋼製亜鉛メ y キ製

- 歩行感難

70- 75 

- メ y キ{斜l艇の飛散

- 接触スパー 7 発生

- 耐久性、耐薬品性良

- 高価

ステンレス製

- 組み立て時のスキ間あり

30- 50 

• j開m: 反射あり

- 滑る

グレーチング - 接触スパーク発生

- 軽 盆

アルミ製

- 加工性良い

50- 60 

- 精度良い

- キズがつきやすい

- 一体成型

- 耐l按粍性難

F R P製

- 寸法の対応性可

60- 70 

- 耐荷重小

- 導電位難( 金属に比べ)

- 耐薬品性良

- 仕上材(骨fttL防止 ) Ｍ 径ｾｻ ｾ 多い

ビニールタイル - 軽 量

メラミン化粧板 - 加工性良い

アルミダイカスト ステンレス板 . 精度良い 17- 25  

( パネル材質 ) エポキシ 塗装 - 管m性有(金属に比べ ) ( 60)  

ステンレスコート - 耐薬品位難( ヒ・ニー/ レタイル)

- 導m性維( エポキシ)

- 寸法 600X600X40他

- 仕上材(帯電防止 )

. アルミに比べ安い

- 種類少ない

ス チ ー l レ ビニールタイル

- 仕上材の浮き 、はがれ 25- 30 

( パネル材質) メラミン化粧板

- 耐震性有

ステンレス板

- 寸法 600X600X34- 45 



支持脚部分の耐荷重、耐震性の検討、支柱の位置、構造等の検討

は必要でいあり、さらに配管類が二重床を貫通して立ち上がる場合は、

支持脚の補強、ピ ッチ、パネルの割付の検討を行い 、位置を決定す

る。 また振動を嫌う露光装置等は、他の装置や外部からの振動を伝

えないような防振床とし、条件によ っては独立基礎の上に設置される 。

. 二重床の構法例

パネルの敷き込みの場合には、 パネルどうしの接触による発塵が

ないように配慮する 。 ノマネJ t，( SPA)表面土よ材

ー ( 帯司腕 止)

金属性の材料にあ っ

ては、亜鉛メ ッキ処理

または防錆材をコーテ

イングするなどで、錆

の飛散に対する処置を

する 。

図 - 6 、図 - 7 に二

重床の断面例を示す。

キャップ

パイプ世34/ 似2

5号

図 - 6  二重床の例

床 面

マ

フリーアクセスフロアー 帥× 悶穴アキ/¥-:?'ル

アルミダイカス トノ材、ルシャッター付

♀ 

σ、

日月

パ才、凡受台座
アジャスター

床下スペース

側

プ

抽

υ
円

2

キ脚
…
…

ι

…

知

的

加盟

寄

同 1":
【

6∞ 600 

図ー 7 二重床の例Ｈクラス ＱＰＰ ｾ Ｑ ，000)  

( b) 塗り床材

ク リーンルームのクラスによ っては、現場施工型の液状塗り床が

最近多く用いられるようにな ってきた 。塗 り床材の特徴としては、

(1)継ぎ目がない( シームレス床 )。

(2) 耐薬品性、耐水性、耐摩耗性に優れている 。

(3) 接着性が優れている 。

表 - 5 合成樹脂床材の特徴

干主 類 特 徴

エ ポ キ シ 樹 脂 - 防塵性良

- 耐摩耗性、耐衝撃性大

- 耐水性酸、耐薬品性 (耐アルカ

1) 、耐 )

- 接着力大きい

- 施工性良

ポリウレタ ン樹脂
- ゴム状5単位で耐衝撃性大

- 耐水位

. 1 ラックの追随性良い

- 歩行感良い

- 耐摩耗性

ポリエステ J レ樹脂
- 耐酸性大 (硫酸、硝絞)

- 耐水性大

-ア J レカリに弱い

- 硬化時の収縮性有

(4) 色調性が良い。

(5) 出隅、入隅など

複雑な部分も施工

可能。

合成高分子系塗

り床材は、用いら

れる原料合成樹脂

により、 一般的に

つぎの分類がある 。

(1)エポシキ樹脆

(2) ポリウレタ ン樹

月旨

(3)ポリエステル樹脂

樹脂によ って特性が相違するので、床の使用条件に応じて材料と

工法を選択することが必要である 。

表 - 5 に塗 り床材の特徴を示す 0

. 塗り床の工法

塗り床の施工に関しては、使用する条件、厚さによ ってつぎの工

法がある 。

(1)コーティ ング工法/ 仕上厚0 .7 - 1 .0mm、塗厚が最も若手〈、価格も

安い。

(2)流し延べ工法/ 仕上厚 1. 5- 3. 0mmぐらいで、金ごてで施工する 。

セルフレペリ ング性。

(3)モルタル工法/ 骨材を混合して樹脂モルタルにし、金ごてで塗 り

付ける 。厚き 3 - 5  mmで、耐衝撃性、耐薬品性がよい。

(4)ノンスリ ップ工法/ 耐摩耗骨材を全面に散布し、仕上面をノンス

リップにする 。

(5)ライニング工法/ ガラスクロスを一枚積層し、 塗 り重ねて施工す

る。耐衝撃性よい。

仕上材の施工に先立ち下地材が強固で平滑であることが重要で 、

下地を十分に乾燥するなどの注意を怠るとクラ ック、制維等の問題

が生ずる 。

( c) 長尺床材

塩化ビニール長尺 シート材を床に接着し、継ぎ目を裕接する工法

である 。長尺シートの特徴としては、

(1)清浄性が良い。

(2) 防水性が優れている 。

(3) 耐薬品性に優れている 。

(4) 施工性がよい。

シート床も耐摩耗性、耐久性、帯電防止、デザイン性に優れたビ

ニール材が開発されている 。

・床の納まり( 幅木)

納ま りに対し、ク リーンルームではとくに発慶防止と気密性が最

優先の機能であるため、最終的に凹凸が少なく、シームレスで平滑

な仕 上面となる納まりが要求される 。

また室の内音 ｉ ｉｾ 間で、空気の流れに停滞が生じる結果として、粉塵

の集積ができるような納まり形状であってはならない 。継ぎ目等を

シール材で、シールする方法が一般的に行われている 。

壁材との納まりは、一般的に床材と同じ材質で施工する 。入隅音I1

をR = 2 0 - 3 0 mm程度の曲面仕上げにしている 。これにより、 室のク

リーニングの際十分に清掃することができる 。

これらの床材と壁とのディテールを考慮、した各種部材が開発され

ており、内装材の構成条件によ っては選定できる 。

おわりに

ノ〈イオクリーンルームの床では、とくに汚染、微生物の発生には

注意をするとともに、 「 除菌」だけでなく、ｾの 「 殺菌 ｊ r消毒事J 方法

にも対応する床材の選定が大切である 。

クリーンルームにおける安全対策、省エネルギ一対策も不可欠で

ある 。 クリー ンルームの普及 ・発展については、 0 . 1μmあるいは

それより小さい超微粒子の計測技術、除去の高度な技術と 、一方で

はクラス 100 ，000 程度のより効率的な運転 ・管理が必要である 。

クリーンルームがわが国の産業の精密化に果たす役割は大きく、

また今後もその普及 ・発展はあらゆる産業にすすむものと思われる 。

( いとう いさお 株式会社大林組東京本社設計 第 4 部)
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床携 ｾＢｏ ＡＡｬ ｊ ヲ目ｪｊ Ｍｏａ 雲語新築申請中

床鳴り防止 地震に安心な一体構造

lわマネl 閣の隙間 目lわマネルのコネクタ

ーへの固定等の配慮で、従来の床システ

ムに発生しがちな歩行時の「カタカタ音J

や「ギシギシ音J がありませ八縄

床ンマネJ レがコネクターを介して一体化されるため、地震時の激し L 、

縦ゆれ、横ゆれにもパネルを単に乗せるだけの従来の床システムと

異なり、和マネ) [ 4 ) 脱落iJ¥なく安全です。さら叫末パネルがストリ

ンガーにもなるので、地震力が分散され、耐食性む向上します。

完全な床レベル

床上からドライパーて潤笠

ボルトをまわすだけで、床

高か調笠てき. 床レベル出

し; が簡単に精度ょくできまも

豊富なバ リエーション

じゃy 卜フロアー oAJ はオフィス床システム

のさまざまなニース. に対応できるよう、豊富

なノてリエーションを準備しております。

・床，{ ネ J レ

/r 

簡単な保守点検

どこの床ノマネルでも自由に

取り外せ、配線・保守点検

作業が容易に行えます。

十分な配線スペース

必要な高さの配線スペース方吋尋られ、

各種信号 ・電源、ケーブル、 f主連制てッ

線配管用資材が十分収納てきます。

延三ラ-----------姪B

G Fパン| 叫合わ I I⑮ 目 @

合 性タイ合 計 イ プ

ZL1性;j 〈:狩55:|| を窒雪 辱豆参

しての快適な歩行感を I  I  ( 各種教室ラ

実 現 し ま し た 。 ， - - -一一J

インテリジエントビルに対応するオフィスフロアシステム

高 度 情 報 化 社 会 の 大 き な 波 の 中 で オ フ ィ ス の O

A 化 は 急 速 に 進 展 し 、 そ れ に 伴 い 、 高 度 情 報 通 信

シ ス テ ム が 要 求 さ れ る オ フ ィ ス の あ り 方 ・機 能 は

線 本 か ら 見 直 し が 必 要 と な ってきま した 。

「ノマ y トフロアー oAJ は 、 こ の よ う な 21世紀型

オフィスのニーズに対応する床ンステムとして、

ビ ル 内 に め ぐ る 膨 大 な 量 の 配 線 類 を 収 納 し 、 今 後

多 く な る オ フ ィ ス レ イ ア ウ ト 変 更 も 容 易 で 、 オ フ

ィスフロアとしての快適性を追求したものです。

ご好評を{ 成いております当社の吸音天井材 ・吸

音壁材と令わせて、 O A時 代 の 快 適 な オ フ ィ ス 空

間 に わ マ ッ ト フ ロ ア ー o AJ をお役立て下さい。

・ パ ッ ト フ ロ ア ー O Aの 構 造

. パ ッ ト フ ロ ア ー O Aの バ リ エ ー シ ョ ン と 床 高

水 平 震 度

( 地震層せA断力係数Ci )

Ｊ 上 ｉＡｾ 以外的床町、強肢が必要な場合はご相談くださいＮ

. . . Gタ イ プ T P タ イ プ

/  

. パ ッ ト フ ロ ア ー O Aの 強 度 テ ス ト 結 果

(1)床/ ¥ヰJ レ

バ ネ ル

破 I裏 荷 重 ( ｫｾＩ＠

2∞同時挽み( " " ' )

{2)標準コヰクヲー

荷 重 位 置

比伊F且界荷重( 同)

破 t聖 荷 重( kg)

はパ才、 J レで連結されるため. さらに強度が付加されることになり

ます.

山] ;: 片手

弾性 9 イプ 接婚タイプ

品 名 {士 様

。わ味ル ｾタイプ バーァイクルボード 446"' " ロ×厚2伊m

G タイプ GR Cボード 496酬。， 446" " ， D X厚2伽m

②コネクター

鍋板プレス加工、電気亙鉛メ γ キf土上

調登ボルト、 MJ O上下逆ネジ

③止めポJ レトセット

M6ボルト 、ワ・ノシャ一、キャップ. 電気亜鉛

メッキ

の制吉井オ GFノマント( 槻紡ラス側聞) Qタイプ

。 靖 材 酢ピ果ー液型( sタイプのみ)

⑤カーペット タイルカーペット 5∞酬ロ帯電圧' 2I - V以下

床パネル荷量位置 コネクター荷量位置 コヰクタ一座屈テスト

①日本板碕子株式会社環境事業部

東京本社 干10 5 東京都港区新橋1丁目 8番3号( 住友新橋ビル) T EL. ( 03) 573- 0166刊

本 社 干541 大 阪 市 東 区 道 修 町 4 丁 目 8 番 地 T EL. ( 06) 222- 7521開

札 幌 支 庖 干060 札 眺 市 中 央 区 北 一 条 商 3 丁目 3 番 地 ( 住 友 信 託 ビ ル ) T Eし ( 011) 241- 7171附

仙 台 支 庖 干980 仙 台 市 中 央 4 丁 目 10 番 3 号( 住友生命ビル) T E L. ( 0222) 25- 7821刊

名古屋支庖 干450 名 古 屋 市 中 村 区 名 駅 南 2 丁目 14 番19号( 住友生命ピル) T E L. ( 052) 562- 548s<<t) 

広 均 支 庖 干730 広 島 市 南 区 稲 荷 町 4 番 l 号( 住友生命ピノレ) T E L. ( 0822) 63- 3571(f1j 

稲 岡 支 庖 干812- 91 福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 3 丁目 2 需 8 号( 住友生命ピノレ) T E L. ( 092) 451- 559 !f伺



室内の仕上床. 床材料と工法データシート

フレーク模様の塗 り床一合成高分子系塗 り床一

". . ，日盟7

0

::::1- f.-: RF. . U 

グリップコート R F - Uは、長尺シートやタイ は平滑になります。いずれの場合も、エンボス処

ル類がもっ「デザイン性」という持ち味を塗り床 理により傷跡はさらに目立たなくなるという利点

に採りいれた画期的な床工法です。まず、高強度 があります。

のエポキシ樹脂モルタルでアンダ一層を形成。次

に模様となるカラーフレークを処理し、表層には

硬質タイプの透明なウレタン樹脂( クリアコート)

を流し展べて仕上げます。この工法により、従来

の流し展べ床の特性を損なうことなく、カラーフ

レークの斬新な模様が付加された塗り床が生まれ

ます。

これまで、機能重視で単調な床仕様が一般的で

あった電子工業やバイオ施設をはじめ、各種クリ

ーンルームなどの雰囲気をこの新い司法一一グ

リγ プコート R F - Uにより変えることができる

ようになったわけです。すでに採用のユーザーか

らは、ヒューマンなクリーン施設づくりに効果が

あったと大変こ好評をいただいております。

働く人の心のあり方と建築の質とのかかわりあ

いに関心がおまる明日の時代にむけて、せ・ひ一度

この模様床工法をご検討ください。

- 特長

1  . 質感と深みのある模綴が斬新です。

特殊配合のカラー樹脂とカラーフレークがつく

る中間層の新鮮な様織が 1mm厚の表面クリアコー

ト層から透き通って映り、' l ' t 感と深みのあるt葉桜

床に仕上がります。

2  カラーバリエーションが多彩です。

模織をi J lJ るカラーフレークは、グリーン系・ブ

ラウン系など基本 4 系統。この絞様層に用いるカ

ラー鮒脂との組み合わせにより 、床の使用目的に

ふさわしい各種のバリエーションが設計できます。

3 . 流し展べ床の長所はそのままです。

流し展ベで仕上げる表面の 1mm厚のクリアコー

ト層( 硬質ウレタン樹脂) は、模様のカラーフレ

ーク層を保護すると同時に、平滑性 - 消掃性・耐

摩耗性 ・耐薬品性といった塗り床の持ち昧を数多

くそなえています。

4  フクレやハガレなどの塗り床の悩みも解消し

ます。

流し展べ床の悩みであったプリスター( 下地の

湿気などによるフクレ現象) やハガレの悩みは、

アンダ一層に採り入れた空隙のある尉脂モルタル

が解消してくれます。

5 .  f努に強〈、模様の補修性にも優れた工法です。

エンポス仕上げの表層クリアコートの鮒脂は、

従来の流し展ベ床に比べ、傷に強〈、また、傷が

目立ちにくい特性を示しています( 当社比、 耐{ 忽

性試革主による) 。したがって、リフト車走行など

に対する耐摩耗性や耐久性にも優れています。衝

撃や引きずりでついた傷は、 1mmJ互のクリアコー

ト層までなら簡単に直せます。{ 認が模様のカラー

フレーク層に透した場合でも修正がきき、 1i1i i基商

- 標準仕様

エンボス (半舵鋼]

下 地

. 仕様・規格

工法名 : 筏様床 グリ y プコート

品 番 : R F - U

厚 み 5 mm以上

模様の種類 6種類程度( グリーン系 ・ブラウン

系などの基本 4 系統のフレークとカラー

フレークとカラー樹脂の組み合わせ)

主な材料 : RE S I N F L A K E、エポキシ、経託金、 硬

質ウレタン

下 地 : モ ル タ ル 、 コ ンクリー卜

標準施工日程 : 約 8 日( 300m' 当たり。冬期はクリ

アコ ート の養生に余裕が必要です)

- 物性

試験項阿 物 件 { 直 試 験 方 法

硬 Iir. 75( ショ 7 - D) J I S K - 6301準 拠

引張強度 100- 110kg /cn! 
。

f中 ぴ 60- 70% • 

耐l掌粍n 0. 03- 0. 04g 

テーパ一式、 cs ー17

1000gX1000回転

耐滑り n dr y  0. 85- 1. 10 R. R. L 式

( μ 値) l Vet 0. 20- 0. 30 スキ y ドレジスデンステスター

.耐11性試験

サフ 7 イヤ針に荷重をかけながら、床材表面を

引っかき、傷の目立ちやすきを色の変化( 白変度)

としてとらえて、色差計で測定します。

※ 耐 傷 性 試 験

吋

唱

J

W

内

ノ

ι

-
a
F

白

変

度

エポキシ系

_ . -ーーーー・

. _ _ _ . - ウレタン系 A

___.-戸--- __0.-ーー- "' - 一-

t一一。一一。- R F- U  ｾ＠
_ 0 - 一ー一一0 -一一一。ー一一一一0 -

。一ー-

200 400 600 

荷 重 ( g)

。

- 白変度が 3 以上は、著しく目立つ引っかき傷 0

・向変度 1 - 3 は、小さなこすり 傷~引っかき傷

に相当します。

- 主な用途例

- 半単体、電子機器などの製造組立工場

・精密機械、光学機捺工場

・製薬、医薬工場や病院などのバイオや医療施設

・集会場、ピルなどの美装性を必要とする床

・各種クリーンルームの床

・ハイグレード感を必要とする床など

エーザイ川島工園 (打錠ゾーンの床: 円 F - U 5mm) 

。 住 友 ゴ ロ 業 株 式 会 社 建 材 部

本 社 ・ 開 発 神 戸 市 中 央 区 筒 井 町 1 - 1  - 1  f t 078 (232)  7223 CD(232)  7283 

東京建材営業部 東京都港区赤坂トト 12 溜池明産ピル ft 03 (585)  9147 ⑦ (505) 0135 

札 幌 fi' 011 ( 864) 2675 大 阪 窓 口6 (458) 1216 福 岡 f i 044(854) 8110

川 崎 窓044 ( 854) 8174 広 島 fi' 082 ( 295) 0355 

名 古 屋 f i ' 052 ( 77 4)  2122  高 松 H 0878( 21) 0483
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国耐薬品性

権脂系レジンコンクリート塗り床材

己 リ 珂 此

薬液を含浸させた脱脂綿を置き、シャレーをか

ぶせる。

分類 薬 品 名 濃度( % )
床コータテイフィ・ング

現代社会のあらゆる分野で活躍する石油化学 製

品… … 。石油化学工業のリ ーデイ ングカンパニー

として特殊化学品、高機能材、加工商品などの多

角化を推進してきた三井石油グループは、さらに

新素材、エレクトロニクス、バイオテクノロジー

などの広範な研究開発を促進しています。

こうした研究開発の一環として、建設関連資材

にケミカルの新素材を生かした高品位レジンコン

クリート・塗り床材シリカルを開発しました。

M M A  ( メチル ・メタ・アクリレート) 樹脂系

塗り床材シリカルは、食品工場( 食肉 ・水 産 物 ・

製薬製パン ・乳業・酒・ビール・漬物等身) など

のように殿、アルカリ、糖分、脂肪分など耐薬品

性や、耐熱水位、または耐摩耗性など、、、強さ H が

求められる苛酷な床の補修・改修に抜群の性能を

発 揮 し ま す。

回特長

(1)耐 菌 性 ・耐薬品性に優れています。

(2) 短時間で硬化し、接近力も強〈、補修に最適で

す。

(3) 毒性がなく、衛生的です。

(4) 耐 衝 撃 性 - 耐摩耗性に優れています。

(5)溶 着 力が強 〈、重ね塗りが容易です。

(5)適度の靭性を備え、ひび割れがほとんど起きま

せん。

(7) 耐熱水性に優れています。

( 8) / ンスリップ性を (箱 え、表面がi宿れていても滑

りにくい。

困標準仕様

レギ ュラ ー タ イ プ R61 S L  

熱 水 タ イ プ R 6 4 C Q 

建築と社会/ 1987年 6 月号

R71問( トy プコート) :  O.2kg/m' 

R61SL( 主材) : 4.4kg/，"， 

R51 (プライマー) :O.4kg/"イ

下地コンクリート

( 施工l車3mm)

R71 ( トyプコート) :O.2kg/m'  X 2  

R64CO( 主材) :6.9kg 'm' 

R51 (プライマー) :  O. 4kg/ば

下地コン? リート

( 施工庫4mm)

回床コーティングタイプの基本物性

レギュラー

タイプ*'

(R6I SL)  

物 性宇 試験方法

樹 脂 / 樹 脂 /

混合経砂 1I 色位砂

1/ 2 1/ 3 1/ 3  1/4 

圧縮強度
J I S R  5201 400 400 275 275 

(kg/ cn!) 

曲げ強度
J I S R  5201 275 275 125 175 

機 ＨｫｧＯα ｾ Ｉ＠

械性的質

引張強度
J I S K  6031 100  100 301 30 

(kg/ cn!) 

引張弾性率
J I S K  6031 2 .4  2 .8  0.65 0. 70 

( X 10'kg/cn!) 

耐熱水温度
三井石油化学法 601 60 801 80 

('1:: )  

テーノ〈ー摩耗

J I S K  7204 10 

(，司) ' 2  

表 鉛筆硬度
J I S K  5401 3 H  

商

程 表面固有抵抗

( 口)

D IN  53482 8 X l 0

12 

日及ノk 率
JI S  A  1404 0. 1 

( %)  

注) *1.  7 レークデイプも。 * 2. CSI 7、500g 1000[nl . ;; 

回一般物性

4  -1 材 令 と 強 度

4∞ 

3∞ 

圧

縮

強 2∞
度

kg 

岳1∞

/  

/ '  

レ/

R61SL 

R6 4 c a  

J I S R5201 (セメノトの物

理試験方法) に準拠

0  

1  2  3  4  5  10 20 30 40 

材令 (時間)

4  -2 接 着 性

建研式接着力試験機を用いて iJl 1.陪 す る 。

コンクリート下地との接着性

下地コンク リート ( R 51B)

新設コンクリート σc 400kg ccd  

σc ・210kg /cn! 

0 :  4固体磁波

1∞ 

庖 般 10 
。

10  
。

備自主 30 
。

50 
。

硫 般

10 
。

40 
。

10 
。

蛾酸 30 
。

俊 50 .c. 

10 
。

ｴＧ￭ｾ般 30 
。

50 .c. 

無水酢酸 ×  

10 
。

乳酸 30 
。

50 
。

フッ化水素酸 ×  

0 :  4 ヵ円以上県常生し ×占 4 時間以内に表面異常発生

d :  411. Hi l - 4 ヵn以外l に& 而兇常発生

国 関西地区の代表的なシリカル施工例

ニチレイ梅町 工場

灘神戸ファミリーフーズ加工センタ一

徳島製粉本社工場

A  V A L O N  B A  Y  F U O D S韓 国 工 場

加卜吉善通寺工場

山崎製パ ン 京都 工 場

富士製あん奈良工場

日本ハム徳島工場

スドウジャム三木工場

メロデイアン ・ミニ日興乳業上野工場

日本ハム北大阪工場

ニシカワ食品加古川 工 場

S  61年 1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

10月

11 月

12月

ンリカルR61SLの路工

⑥ 三 井 田 化 産 資 椋 武 会 社

本庖/ 干113 東京都文京区湯島三丁目 39番 10号( 上野 T H ピル)

電 話 土 木 資 材 営 業 部 ( 03) 837- 1581 産 業 資 材 営 業 部 ( 03) 837- 1881 包装資材営業部 ( 03) 837- 1871  

ファクシミリ ( 03) 837- 1945 

札幌営業所/ 干060 札幌市中央区北二粂西四丁目 l 番地( 札縦三井ピル) 電話 (011) 281- 5091 7 7  7 シミリ ( 011) 28ト5093

仙台営業所/ 干980 仙台市北目町 2 番39号( 東北中心ピ Jレ) 電話 (022) 267- 6815 7 7  7 シミリ (022)267- 5619

名古屋営業所/ 干460 名古屋市中区丸の内一丁目 17番19号( 名古屋長銀ピル) 電話 (052) 23ト3 5 2 0 7 7 7 シミリ ( 052) 23ト3615

大阪嘗業所Ｏ〒 ＵＳＰ 大阪市北区中之島三丁目 Ｔ 番 ＱＸ 号Ｈ中之ぬ三井ピル Ｒ 号館Ｉ電 ｊｾ (06) 448- 6581  7  7 クシミリ (06) 445- 0900

広島出張所/ 干732 広島市南区京縞町l 番23号( 三井生命広島駅前ピル) 電J i; (082) 263- 6548 7  7  7 ンミリ (082) 263- 6593 

福岡営業所/ 干810 福岡市中央区天神二丁目 14番13号( 天神三井ピ Jレ) 電話 (092) 752- 0766 7 アグンミリ (092) 752- 0769 



室内の仕上床. 床材料と工法データシート

合成高分子系塗 り床

ミリオネート体育館フロアー

レグポールフロア一、ミリオフレックスフロアー

体育館床に合成高分子系の塗り床が本格的に使

われはじめたのは昭和40年からで、かなりの実績

が丞ねられたが、この当時の塗り床 lま硬く、スポ

ーツ医学の見地からも適当ではないという警告が

されていた。

当社は、昭和48年から床 スラプに弾力層として

レグポールシートを張り付け、その上にウレタン

塗り床仕上げをした 、弾力性にすぐれたレグポー

ルフロアーを開発し実績を重ねて、現在に至って

いる。

さらにレグポールシートより衡感吸収の大きい

ミリオフレ y クスを弾力層としたミリオフレ y ク

スフロアーを開発し、体育館床としての適性と安

全性を大幅に改良した。

昭和60年 3 月に、体育館用鋼製床下地織成材の

J  I  S  ( J I S  A  6519) が制定され、運動適性にかか

わる規準がはじめて明確にされた。ミ リオネー卜

体行館フロアーは、床の性能試験項目の、床の弾

力性、床の硬さについても十分この規絡を満足す

る塗り床である。

ミリオネート体育館フロアー

レクポールフロアー

レグポールフロアーは、持力層としてレグポー

ルシートを使用する。

レグポールとは、ひじき状のゴムチ γ プとパイ

ンダーで成形した均一なさを隙を 有する長尺 シート

である 。 レグポールフロアーは、床スラプにレグ

ポールを張り付け 、 その上にウレタン塗り床材で

平I' l' t lこ1J: J 揚げる床である。( 図ー 1)  

トy プコート

メインコート

アン7 - コート

レヲポール ( 8mm)  

接着高IJ

プライマー

床スラフ

図- 1 レグポールフロアー積層図

ミリオフレックスフロアー

ミリオフレ y クスフロアーは 、 ミリオフレ y ク

スを張り付け、表面のガラスクロスを硬質ウレタ

ン塗材で被覆し、さらに ウレタン塗り床材で平滑

に仕上げる床である 。

ミリオフレ y クスとは 、合成高分子発泡f本の片

トJ プコート

メインコート

? ンずーコート H

ガラスフロス

ミリオフレ y クス (1伽 m)

1書層高IJ

プライマー

床スラフ

図- 2 ミリオフレ ックスフロアー積層図

面に、太めのガラス繊維で織られた厚手のクロス

がラミネートされている長尺シートである( 図-

2  ) 。発泡体のすぐれた衝撃緩和性と、ガラスク

ロスと硬質ウレタン塗材とのキ旦み合わせで床のは

ね返り性を改良した、運動性に適しまた安全性に

すぐれた床である。

性能と仕犠

ミリオネー卜 体育館フロアーの性能と仕様を表

- 1 、 2 に示す。

特長

( 1 ) 均ーな厚さと、均質な性能をもち、平滑でソフ

トな感触の床である。

(2) 摩耗位、耐久性がすぐれている。

(3)吸音性、遮音性にす ぐれ、反響や騒音の伝達が

少ない。 あることからも、ミリオネートフロアーは、好ま

(4) 弾力性にすぐれ、プレイしやすい。 しい床である。

床の弾力性は、 J I S A  6519の弾力性試験によ っ (5) けがが少ない床である 。

て測定される。使用者の使用感覚にとって床の硬 床の硬さ G( 表ー 1 ) は、使用者が転倒したとき

さがちょうど良いのは、 Ur 一1.1DRX DR. TR-

t

が15 の傷害発生にかかわる値であり、 G が 100 以下は

- 30の範囲で20が沿適である 。また各種の球技者 けがの発生率の少ない床である。とくにミリオネ

が使用して床のすき、きらいという感覚 ( Y 値) は、 ートフロアーは、表層も弾力性のあるウレタンで

0. 0 を中心として ( + ) 側はすき、 ( ー) 側はきらいな あることから、ソフトでけがの少ないスポーツフ

床といえる 。 一 般 の 塗 り床の Y 値は- 0 . 4以下で ロアーである。

表- 1 体育館床の性能

.1.そ 験 r質 fI 

レグポ Jレ ミリオフレックス

試験方法
J  IS  A6511f1i 9  

フ ロ ア ー フロアー 織 防

a: σ〉 l写 さ (nun) 10 15  

弾力セl i試験

- 変形エオ、 Jレギー U
r  

(kg '叩 ) 20. 4 30.7  15- 40 

- 硬さ感覚U，-- 1. 1D，X D，.r. -
t

(kg 冊 。叩，蹴} 19. 247 

JI S  A  6519 

27. 122 

- 弾力性他 Y  - 0. 1869 0. 002 最低一0.2以上

床 の 硬 さ C  93 80 J IS  A  6519 

す r {  
り cs 0. 809 0 .820 点 工 験 機}c 

小里子式試

耐 E程 粍 性 ( 町) 50 50 A S T M D- 1044 

表- 2 体育館床仕様

------込?
2  3  4  5  6  

レ グ ポ ー Jレ
プライ 7 ー ア ン ダ ー

レグポール
ア ン ダ ー メ イ ン ト γ プ

シ ー ト

30 コ ー ト

(  8mm付)  

コ ー ト コ ー ト コ ー ト

フ ロ ア ー
0. 3kg 0. 7kg 

張 り け
1. 0kg 2. 0kg 0 .15kg 

ミリオ 7 レメクス
プライマー ミ リ オ

ミ リ オ
ア ン ダ ー メ イ ン ト y プ

フレックス

30 オf ン ド

(り10mm)  

コ ー ト H コ ー ト コ ー ト

フ ロ ア ー
0. 3kg 0. 3kg 

張 付 け
2. 4kg 2 .4kg 0 .15kg 

保 土 谷 建 材 工 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 田T 1  - 1 8 - 1 4 電 話 03 (437)  9471 

営 業 所 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 5 - 4 5 電話 06( 203) 4651

営 業 所 名 古 屋 市 中 区 錦 1 - 1 7 - 1 3 電話052 ( 231)  7225 

出張所札幌/ 新南陽/ 福岡

100以下

7  

ト y プ

コ ー ト

o  .15kg 

コ ー ト

o  . 15kg 

連事と社会/ 1987年 6 月号 65 



1 4 8  

ケーブルドーム

河 合 良 菰

写真一 1 ケーブル架精機型

大空間構造システムは、基本的な構造系からみ

ると、大きくわけで圧縮系( コンプレッションシ

ステム) 、引張系( テンションシステム) と混合系

( ハイプリ y ドシステム) の三つに分けられる。

これらのシステムの中でも 、 とくに最近では力学

的合理性の要求から、軽量 ・高強度の引張材( ケ

ープル) を用いてのテンション系や、ハイプリ y

ド系がめざましい発展をしている。( 写真一 1 )  

ケーブルドームは引張材( ケープル) と圧縮材

( ポス ト) からなるテンション系のハイプリ γ ド

精進のー形式であり 、R. B フーラー氏のテンセグ

リティー( 引張力が支配的な架構) 精造の力の流

れとシステムがさらに単純化された構造である。

ドームの部材は、 中央のテンションリング、放

射状に広がるケーブル卜ラス ( 一連のリ y ジケー

プル、テンションフープ、ダイアゴナルケープル)

および周辺のコンプレ y ションリングによって椛

成される( 図 1  ) 。膝材には、テフロン③コーテ

コンブレ y ンヨンリンワ

主乙乏二斗と2

蓋どι z

笠どι z

バレーケーブル

リッジケーフル

図- 1 ケーブルドームの構成部材

66 建築と社会/ 1987年 6 月号

イングガラス繊維布を用いる。朕材からの荷重は

ケープルトラスにより支えられ、周辺のコンプレ

ッション リングに伝達される 。バレーケ ープルは、

股に張力を導入し、剛性の確保と、吹き上げの風

荷重に対して押さえケープルの役割l をしている。

ケープルドームにおいては、ダイアゴナルケー

プルに張力を導入し、プルアップすることにより

デザイン婆求曲面を形成すると同時に、すべての

L J  

恥ママ7 記事

仁、) γ ヨ

3. 第1リングプルアップ
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6. 績材取り付け バレーケーブル張力導入 (完成)

図- 2 ケーブルドームの施工手順

音11材にプレストレスが導入され、剛性カ河在保され

ることになる( 図一 2 )。

ケーブルドームの特徴

(1)  スパン 100 m級の大空間構造物に対しての

建設トータルコストは、ケープルドーム 100 に対

し、欽骨ドーム 115、空気膜桃造 120 の比惑となり 、

きわめて経済的な軽量構造となる。スパン 200 m 

級の規模となると、空調をする場合は空気膜が有

利となるが、空調なしで自然換気の設計では、送

風 ・力日圧を必要としないケー ブルドームが有利に

なっている。

(2) 軽い屋根と、明るく軽快な室内環境が得ら

れる。膜材は透光性が高〈、日中は照明が不要で、

冬期防れの日で 2000ル ' J ' J ス、雨の日で500 ルッ

クスが得られる。屋根重: f i t は約15kg /  m' で、同規

模の鉄骨ドームと比べると約Mである。架構はケ

ーフソレでh育成されるため、鉄骨昔日材のように重圧

感や圧迫感もない。

(3) 施工工期の短縮と、 作業の安全性が図れる 。

軽量で柔構造なため、地上または吊り下げ位置で

大部分が安全作業により組み立てられ、設計要求

曲面の形態確保は、ダイアゴナルケーブルによっ

て、形状と張力の時11御をしながらプルアップする

ため、大掛かりな仮設工事が不要である。

ケーブルドームの構造特性

本システムにより設計したスノ f ン90m、ライズ

比0.10、0. 15の実柵造物の立体模型( 写真一 2 )  

および 1 WA Y 準実大の試験体( 写真一 3 ) を作

成し、立体的な力学挙動、施工性、およびディテ

ール等の実験を行った。確認された構造特性の概

要を以下に示す。

写真一 2 立体模型実験 ( . ) { oモデル、スパン 9 m)  

写真一 3 1  WA Y準実大実験 ( 泌モデル、スパン 30m)

( 1 ) 施工時( ダイアゴナルケープルのプルアッ

プ) 、および雪や風荷量時の応力 変形判: 状は、精

造物の形状変化を考臆した大変形解析により、十

分把握できる。

(2) 肢は二次部材的に評価でき、ケープル構造

待有のメカニズムが顕著である。

(3) 付加荷量JI寺に伴うリ ッジケーブルの張力消

失は、リッジケープルと並行して配置されている

連続したダイアゴナルケープルの作用により、構

造的に不安定な性状は発生しない。

(4) 主張力の導入ケープルであるダイアゴナル

ケーブルの張力が減少しでも、設計日寺の張力状態

の場合と全体剛性は大きく変化せず、静的にも動

的にも安定した構造物である。

ケーブルドームの実施例

( 1 ) ソウルオリンピ y ク: f卒採競技場

1988年のソウルオリンピック施設として、 1986年

5 月に完成した。ドームの径は 120m 、建築面積

は13.040rrl である。

(2) ソウルオリンピック : フェンシング競技場

この施設は、体操競技場と全く同じ構造で、規模

が一回り小さく、 ドームの径は 93m、建築面積は

7. 660ばである。

(3) フロリダ : セントピータースノ〈ーグスタジ

アム

多目的スタジアムとして、現在工事中である。ド

ームの径は210m、建築面積は 34. 500ばである。

'
v
 

わ
ぬ

H

f

!

l

、
、

りょうぞう 株式会社竹中工務庖特殊柵造本部¥

開発部長/



仁 _ j l
施工材料の頁

1 5 0  

新ガラス繊維補強コンク

リート( 新GR C ) ーその1一

秋浜繁幸/ 小川邦寛

ガラス繊維補強コンクリート ( Glass - Fi ber -

Rei nf orced Concr et e 、以下GR Cと記す) は 1968

年英国研究所で発明され、 1973年に英国ピルキン

I 使用材料と調合

(1)新 GR Cとは

秩父セメント鮒が開発したチチブGR Cセメント

と日本電気硝子側の高ジルコニア含有耐アルカリ

性カe ラス繊維を用いたガラス繊維補強コンクリー

卜で、従来のGR Cと区別する。

ガラス繊維の耐アルカリ性は、主としてジルコ

ニア ( Zr 02) の含有率によって決定され、その含

有率が高いほど耐アルカリ性が地大することが判

明している。一方、セメント中のpH他を低下させ

ることもガラス繊維の経年劣化を低減させる有効

な方法である。本研究では Zr 0220%含有の高ジル

コニア耐アルカリ性ガラス繊維とセメント硬化体

のpHが11- 12 と低い GR Cセメ ントを組み合わせ、

良好な結果を得た。

(2)使用材料と調合

新 GR Cに使用される材料は、つぎのとおりであ

る。

a. セメント : チチブGR Cセメント

b.  A R G :  AR2500H- 103、カット長37
mm

c . 細骨材 : 珪 砂 5 号

d  減水斉IJ : 7イテ ィー 150 脅

代表的な調合例を 表ー 1 に表す。また 表 ー 2 に 官

度

GR Cセメントの化学成分を示す。

II 新G R Cの特性

新GR Cの特性は数多くあるが、ここでは代表的

トンプラザーズ社が耐アルカリガラス繊維 ( Al - な特性について、従来のGR Cと比較して述べる。

Kal i - res istant  Gl ass Fi ber 、以下A R Gと記す) (1)耐久性

を商品化してから 10数年経過している。この問、 GR Cの促進劣化試験方法としては、 70' C - 80' C 

日本にも技術導入され、高強度、高槻性で軽量郊 の熱水中にGR Cを授 ij 1t する方法が、世界各国でー

肉の複合建材として広〈採用されている。しかし

このGR Cの場合、ポルトランドセメント硬化体の

高アルカリ中でA R Gが、長期にわたって劣化が進

行することや、普通コンクリートに比して約 2 僻

程度の乾燥収納率を有しているため、反りやクラ

ックの発生J : j'; j9肋 f 報告されている。したがって 外

装材として使用する場合、大型のものや、タイル

打ち込みを行うことは縦しいとされていた。これ

らの問題点を解決すべ〈新しいタイプのGR Cを研

究開発したので、ここに報告する。

なお、紙面の都合で本文を 2 固に分けて掲載す

るので、本号では新GR Cの概要紹介と新GR Cの 特

性の一部について記し、次号で、残りの特性を紹

介する。

袋一 1!新GR Cの鯛合

1. 2  

;i 費貴

1. 0  。

日

を

t oB 

時

の

曲げ 0.6 

度強

n  

0.4 

0 - 0 新GRC( ガラス総維含有率3. 5Wt%)

口一口新GRC( ガラス隊総合有率5.0wt %)

-・GRC ( ガラス繊維含有率5. 0Wt%)

0.2 

。
o  2  4  7  10 

ω℃熱水浸，貴回数( 日)

図ー 1 80.C 熱水浸j責回数( 日) と幽げ強度比

4∞ 
新GRC( ガラス段維含有率 5wt %)

Z

-

E

ヨM

。
。

4  6  8  2  

般に行われている。ここでは新GR Cと従来のGR C たわみ (mm)

を80' C熱水中に 10 日間浸決して、この間の力学的 図ー 2 8O"c 熱中水に浸潰 した新GR Cの曲げ応力度~

たわみ曲線( 代表例)

特性を調べた結果について述べる。

i )  IJ lJ げ強! 支

図- 1 は、 80' C 熱水i Xu'( 日数と出111強度比の関

係を示すもので、 G R Cは授漬日数が地えるにつ

れ、 Uil げ強度が低下している。その低下率は授m

日数が O 日を基準にすると、郎氏日数 10 日で5 5 % 界

応

力

度

と大きい低下率を示した。新 G R Cの強度低下率

は波法日数 10日で約2 0 %と、 GR Cの強度低下率の z  

主
約半分になっている。 図 - 2 および図 - 3 に示す

Il l J げ応力度~たわみ曲線から新GR Cは熱水浸獄後

も、変形能力が大きく耐久性に優れていることが

わかる。

般 類

W/ C 

S/C  i戚水斉IJ

ガフス繊維含有率

セッター セメントの般釘I

フローイ直注}

( %)  (wt %)  (mm)  

新C R C 32. 5 0. 66 C  X  1 %  

5. 0土0. 5

C X O.3- 0. 5% チチ 7' CRCセメント 150- 170 

3. 5土0. 5

C R C  35. 0 0.66 C X 1%  

5. 0+0. 5 普通ポl レトランドセメント

150- 170 

3. 5士0. 5 早強ポJレトランドセメント

」一一ー

$ ) プラスチ y ク板の上に泣いた直後55mm深さ 50mmの7 口ーコーンにモルタルを満たし、フローコーンを引き上げたときの

モルタルの広がりを也f 11 2 方向て' 測定した.

表- 2 セメン卜の比重、粉末度および化学成分

極 ｾｩ＠
プレーン比表面舵

(岬 / g )

チチプC R Cセメント

普通ポ J レトランドセメント

4500 

3100 

4  6  8  

たわみ( mm)

図 - 3  80.C 熱水中に漫潰 したGR Cの曲げ応カ度一

たわみ幽線( 代表例)

耐久性のうち引張強度と衝量産強度、および乾燥収縮、乾溢繰' ) 返し

長さ変化、 E量袈付潰性については次号に摘範.

(M11ま し げ ゆ き 一 一 一 1  

主管研究員 工学博士 |

おがわ 〈にひろ 成品建設側名古屋支底建築部伎術課長j
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ル 画 期 的 な 新 素 材「帯電ろ材・フィルタレッ卜」が生んだ新製品

日 本 初 の 永 久 帯 電 ろ 材 の 採 用 に よ り 、 大 風 盆 で 設 備 費 、 維 持 費

が 安 く 、 省 ス ペ ー ス 設 計 で メ ン テ ナ ン ス も 容 易 に な り ま し た 0

. 特長

1 大風量 ガラス繊維ろ 材を 主体とした 中性能 フィルタのろ過風速( V n= l Ocm/sec)  

の2.5倍にで使用可能

2 粉じん保持量大 同効率のガラス繊維層フィルタに比べ、単位面積当たり約 2倍

の粉じん保持能力

3.省スペース 当社 U形、 P K 形 フィルタに比べ、奥行き寸法が約M

4.重量が軽い 4  kg/ ユニ ットと 軽〈、コンパクトで、ろ材交換も容易

5 設備費が安い ユニット当たりの処理風量が多〈 、また フィルタボ y クスの奥行

き寸法が短い ( 700 Lmm) ので、設備費が安い

6 維持費が安い フィルタ寿命が長く、メディアユニットが袋状。のため、メンテナ

ンスが容易で、 U形フィルタに匹敵

省エネ、コンパクト設計に静けさをプラスした密閉式冷却塔

従来のシリーズをモデルチェン ジし 、 より一層のメンテナン

ス 性 の 向上、耐食性のアップ、省スペース 、 小 形 軽量 化 を は

か り ま し た 。

・4寺長

1 . 空調機器を腐食から守る 循環水が密閉回路内を流れ、大気と後触しないた

め、空調機器を腐食などのトラブルから守る

2.静かな運転音 クーリングタワー用に、特に開発された F R P製低騒音・超

低騒音車由流送風機の採用により、騒音値が低下

3.熱交換E容が大幅アップ 冷却コイルには熱伝導率のすぐれた銅管を使用し、

散布水との熱交換を高めるために、各熱交換ユニ ッ トの聞に当社独自の

充填材を使用することにより、熱交換性能が大幅に 7 .. / プ

4 省スペース・小形軽量化 クロスフロータイプで、従来形に比べ設置商秘が

大幅に狭くなり、また F R P製水憾の採用により軽量化

5. ユニット方式による組み合わせ 培体は工場内で組み立て、ユニ y トに分割l

して、設置現場に搬入し、ド ッキングして組み立てることにより、品質

が安定し搬入・据付が簡単

/  N S クーリングタワー i

C UAシリーズ 低騒音形・超低騒音形

悶ｾ三 Ｕｅｩｌ 立と
日本スピルドル製造株式会社環境機器事業部

東 京 ⑤103 東京邸中央区日本嶋本田T4- 5- 18( 光洋ピル) 宮 (03) 279- 4053仰

名 古 屋 ⑮ 450 名古屋市中村区名駅南1- 24- 21 (名古庖三井ピ J レ別館) 宮 (052)582- 9031日目

大 阪 骨541 大阪市東区備 i長田T3- 8 (綿業会館) 宮 (06) 203-0391<<唱

福 岡 ｾＸＱＲ 福岡市憎ｾ区陣多駅東 ＲＭＶＭＲＸ Ｈ サンラ イフ第 Ｕ ピル Ｉ n  (092) 474- 9275(f¥j 

本社・工場 <i'! 661 尼崎市潮江4- 2- 30 n  (06)  499-5560"町
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帯電工ア・フィルタ

岩 崎 直 勝

室内空気汚染の実体については年 h 関心が高ま

り、その方面のニーズに応えるべく、当社では新

素材「永久帯電ろ材」を使用した帯電エア・フィ

ルタ「エレクレ ッ ト」を開発した。発売以来 1 年

を経過したが、ピル空調および一般産業用空調と

しても幅広く適用でき、好評を得ている 。

構造

一般に、中性能フィルタとして使用される紫材

には、天然綿・合成繊維 (不織布または気泡体)

・ガラス繊維 ( マ ッ トまたは ぺーパ) などがあり、

要求されるろ過性能に合わせて、これらの紫材の

単一 あるいは複合の組み合わせにより実用化され

ている 。

「エレクレ ッ 卜」は永久帯電ろ材を使用し、従来

の紫材である天然綿と合成繊維とを併用しで、全

くろ過機織の呉なる紫材の組み合わせにより、繊

維層フィルタの概念を大きく変革した 。

帯電ろ材 帯電ろ材 ( フィルタレット ) は、ノ

ーノ f インダーのポリプロピレン不織布からなるエ

レクトレ y 卜・エア ・フィルタである 。エレクト

レ y 卜とは、永久的分筏( 永久磁石のような状態)

を保持する誘電体のことである 。フィルタレ ッ ト

を構成する繊維は、不織布に織る前の段階で、繊

維 1 本 1 本に永久電荷を持つように作られており

( 製法特許) 、しかもこの繊維は l 本 l 本は高い分

極率を得るため、従来の円柱形の繊維ではなく、

平均38μ mX I Oμ mの板状の繊維として作られてい

るのが大きな特徴である 。

工アロゾル捕集メカニズム 自然界に存在する

エアロゾル粒子のほとんどは、帯電しているとい

われて、いる 。 それらの荷電粒子と荷電繊維との間

にはクーロン力、また無荷電粒子と荷電繊維の問

には誘起カカ吋動き、 図 1 に示すように、それぞれ

の作用により、より多くの粒子を効率よく捕集す

ることができる 。 また図 2 に示すように繊維は板

状にな っているので、繊維 l 本 l 本の帯電力は、

従来の繊維に比べて非常に大きい。

、、J.G. 〆

ζ 7 6 /  

φ ・ー.. 
c: : :二二二3

{ O}  

フィルヲレ y ト 従来の銀総

図 1 フィルタレ y トの 図 2 緩維の帯電状態

形状と帯電の状態 の比較

「エレクレット ( N U13) J  帯電工ア ・フィルタ

「エレクレ y ト」のろ材は、 図 3 のごとく袋4犬で、

合 成 繊 維 ・ 天 然 綿 ・帯電ろ材の積層にな っている 。

フィルタユニ 表 2 エレクレ ットの粒子径別補集効率

ッ トは、重盆

も4 kg と軽〈

1∞ 

Vn=25cm/sec 

コンパクトで、 80  
t =n川ド

図 3 エレクレ ットのろ材権成

外パスケ y ト

図 4 のように

ヘ ッダ、ホル

ダ、外バスケ

ッ ト、スベー

サ、ろ材によ

り栴成されで

いる 。

使用に際し

では、処理風

盆に応、じた数

. f i l のフィルタ

ユニ y 卜を選

定して、枠に

取り付ける 。

取り付け方法

NU13 

は、本棚に本

図4 工レクレ ットの構造図 を差し込むよ

うなウオール形が一般的であるが、懸垂形での使

用も可能である 。

作用

積層タイプのエア フィルタの特徴としては、

ろ材が密度勾配をも っており 、圧扱の上昇がゆる

やかでダスト保持容量が他の単一紫材のものに比

べてきわめて大きく、フィルタ寿命が長いことで

ある 。 またプレフィルタ内政型の中性能フィルタ

として、通常、プレフィルタを併用せずに使用で

き、ランニングコストが非常ーに安価なエア・フィ

ルタとして普及しできた。

このように、中性能フィルタにおける積層タイ

プの優位性は十分認められできたが、捕集効率を

はじめとする性能を維持するためには、ろ材に相

当の厚さを有し、また所定の圧狽におさえるため

にはろ過風速に限度があ った。 また最近の実情で‘

は、設置スペースが問題となる場合が生じ 、寸法

的にその対応がせまられていた。

そこで従来の素材に帯電ろ材を組み合わせるこ

とにより、ろ過風速を 2. 5 併早めることができ、

しかも従来の特徴はそのまま生かして設置ス ペー

スの問題を解決した。 この場合、合成繊維と天然

綿は、使用初期においてはプレフィルタの作用と

して働き、帯電ろ材への負荷を軽減させ、使用に

つれて帯電ろ材にダストが付. { J して漸次効率が低

下するが、前ろ材は目詰まりにより効率が上昇す

る。 このように、ダスト捕集機織の異なる素材を

組み合わせることにより、相乗効果が得られ、初

期より安定した性能が維持される 。( PAT . P)

仕様・性能

表 1 ヱレクレ ッ ト(NU1 3) の仕機

処理風盆 13m' / mi n (定絡)

ｪ￭ｬ￮ｾ 効率 8 5 %比色法

圧 力損失 10- 2( } nmAq  

ろ過面積 0. 84m'  

ろ過風速 25cm/ 5ec 

寸 法 l OOwX880H X550L  mm 

重 fま 4  kg 

捕

集 60

効

率

40  

%  

20 

0  

1  .3 .4. 5  1  3  4  5  10 

粒子? 圭 μ m

「エレクレット J NU1 3の仕様および代表的性能

を表 1 、表 2 に示す。

なお、各積ハンドリングユニ ッ トに応じたフィ

ルタボ ックスも シリーズイヒしでいる 。

特徴

(1)プレフィルタ内蔵型一一積層ろ材で密度勾配に

なっており、プレフィルタ併用なしで使用できる 。

(2)大風盆が処理できる一一ろ過風速は、ガラス繊

維を主体としたフィルタの 2. 5 倍で対応できる 。

(3)ダスト保持容量が多い一一同効率の単一紫材の

ものに比べて、単位ろ過面積当たり約 2倍の能力

を有する 。

(4)省ス ペース一一当社 U形、 P K 形に比べて奥行

き寸法は約M。

(5)メンテナンスが容易 重宏が軽〈、取り付け

も簡単である 。 またろ材カぜ袋1犬にな っているので、

交換時にチャンパー内がダストで汚れることがな

L ミ。

(6)設備費 ・維持費が安い一一従来の U 形に比べて、

ユニット当たりの処理風塁が多く、奥行き寸法も

約Mとなり、総合的に設備費も安くなる 。またフ

ィルタ寿命も長〈、しかもろ材のみの交換のため、

ランニングコストもゴド常に安くなる 。

(7) 安全一一電気的な故障がなく、また電気集じん

機のようにダストに強制自勺電荷を与えていないの

で、再飛散ダストによるトラブルはない。

(8) 塩害防止用としても対応可能一一海塩粒子に対

しでも 9 5 %以上の捕集効率を有している 。

おわりに

一般的にエア フィルタにおける性能は、捕集

効率、圧力m失で評価されている 。最近では地価

の高騰により省ス ペース指向で、空調機等天井埋

め込みタイプが普及し、メンテナンス上、フィル

タ寿命も重要なファクタとして取り上げられてい

る。低圧初、長寿命は省エネの観点からも魅力で

ある 。

帯電ろ材は、繁材そのものは粗じん用の合成繊

維と同じであるので圧扱は低〈、これに永久帯電

を施すことにより高効率素材に匹敵し、これまで

の概念を打ち破 った理想に近い紫材である 。「エ

レクレ y ト」は、この素材を応用した帯電エア ・

フィルタである 。

引用文献 ( I )!主友ス リーエ ム附 7 イ Jレタレ y ト妓術資料

(2)環境工学研 究 会 資 料 第 122号 (昭和61年10月)

( いわさき な お カ つ 叫 ピ ン叫 造 株 式 会 社 環 境 )

機器事業部設計課主任

建築と社会/ 1987判 月 号 69 



日本建築協会

月間の動き

昭和62年 4 月分

理 事

. A.  

ｾ＠

定例理事会

22日 4 時- 5 時 於本会会議室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か26名

議事( 1 ) 昭和62年度新、重、留任役員報告の件

(2) 副会長、理事会務分掌並びに常任理事選任

の件

(3) 定例理事会、常任理事会開催 日時決定の件

(4) 前年度よりの引継事項承認の件

(5) 昭和62年度事業計画並びに収支予算報告の

件

(6) 会員現況報告及び会員増強のf牛

(7) 第33回工高生デザインコンクール実施の件

(8)  昭和62年度常設委員会委員委嘱の件

(9) 第 7 回大阪都市景観建築賞協賛の件

(10) 

(11) 

入退会者承認の件

報告事項

編 集
. A.  

ｾ＠委 員

第 1回投稿欄小委員会( 新旧合同)

3 日 6 時 - 80寺 於本会会議室

出席者 I世榊| 委員ほか 8 名

議事 (1) 新旧委員自己紹介

(2) r会員グループの J r大先輩に聞く」の企画

(3) アンケートについて

(4) r この人」の頁のすすめ方

刷 新 年 度 の 委 只 精 成

第 1図作品作風小委員会( 新旧合同)

8 日 4 時- 7 時 於本会会議室

出席者 高瀬委只ほか10名

殺 事 (1) 自己紹介

(2) 最近の作品掲載状況

(3) r Call ery  J 内容報告 ・検 討

(4)  作品作風探訪

(5) 本年度の委員構成

第 2 回 「この人」幹事会

9 日 6 時- 80寺 於本会会議室

出席者加藤俊明幹事ほか 3 名

議事 (1) 幹事会の構成

(2) 記事のまとめ方、レイアウト、開始の号、

インタピュ一対象者、担当者の決定

第1回計画分科会 (新旧会同)兼駅特集第2回編集幹事会

10日 6  H寺- 8 時半 於本会会議室

出席者 森田茂 ・鳥井豊秋特別幹事、舟橋 ・奥村旧

委員、 ・問中委員ほか10名

議事( 1 ) 昭和62年 6 月号「駅」特集の企画

(2) 計画分科会の今後の企画の検討

「逆瀬川駅前再開発」特集第 2 回編集幹事会

13日 12時半 - 3 時 於本会会議室

出 席 者 川 村 幹 事 ほ か 5 名

議 事 (1) 宝塚市のまちづくりと市街地再開発事業

(2) 逆瀬川駅前再開発事業の概要説明

第 1回殺備分科会( 新旧合同)

15日 4 時- 611寺 於本会会議室

出席者 きを・柿内 ・中尾旧委員、田中委貝ほか 5 名

議事 (1)  自己紹介

(2) r建築と社会」編集説明と 62年度設備分科会

への引き継ぎ

(3) 62年度設備分科会幹事の互選

一一一寸 1

(4) r設備の頁J 5 月号以降の企画

(5) r建築と社会J 7 月号設備特集の企画

「官公庁営繕と行政建築家」特集第 8 回編集幹恵会

20日 5時 - 9 時 於本会会議室

出 席 者 噌 淵 幹 事 ほ か 9 名

殺 事 「官公庁営繕と行政建築家J 特集編集企画

第 1回「昭和生まれ一関西の建築家50J 出版委員会

22日 6 時- 9 時 於本会余議室

出 席 者 加 藤 力 委 員 長 ほ か10名

議 事 編 集 企 画 内 容

第 1図書評委員会

22日 6 時半 - 8 時半 於本会会議室

出 席 者 太 田 委 只 ほ か 5 名

議事 5 月号以降の企画と検討

編集委員会総会( 新旧合同) ・第 1回編集委員会

27日 4 時 - 7 時半

出席者 足立副会長、長谷部 ・井上 ・武田・小島 ・波辺

編集理事、荒木旧委員、上回委員ほか28名

議事 (1) 自己紹介

(2) 副会長のあいさつ

(3) 編集委員長の選出とあいさつ

(4) 編集委員会の構成と編集についての説明

(5) 各小委員会副委員長 各分科会幹事の互選

とあいさつ

(6) 引き継ぎ事項 ( 4 月号以降)

(7) 本年度の編集のあり方および収支目標

(8) 編集委員会定例日

第 3 回 「この人」幹事会

28日 6時 - 9 時 於本会会議室

出 席 者 加 藤 俊 明 幹 事 ほ か 5 名

議事( 1 ) 自己紹介

(2) 記事のまとめ方、レイアウト、登場者、取

材担当者の件

]1 [ 事 業 委 員 会

|  若い会員の集い企画打合

1 日 6 時半 - 9 時半 於本会会議室

出 席 者 松 本 主 査 ほ か 1 名

議事( 1 ) 出江寛氏の個展の企画

(2) r特別見学J ( 海外) の企画

見学会小委員会

2 日 6 時 - 7 時半 於本会会滋室

出 席 者 伊 東 副 委 員 長 ほ か10名

議事( 1 ) 昭和62年度小委員会担当副委員長および幹

事の選出

(2) 前年度の事業報告および本年度の事業企画

見学会企画打合会

7 日 611寺- 7 時45分 於本会会議室

出 席 者 南 幹 事 ほ か l 名

議 事 姫 路 ・赤穂、山陽路方面( 一泊二日) の見学企画

第 1回広報小委員会

8 日 6 時 - 9 時半 於「大湖」北阪急ピル応

出 席 者 原 兄 副 委 員 長 ほ か10名

議事( 1 ) 昭和62年度小委員会担当副委員長および幹

事の選出

(2) 前年度の事業報告および本年度の事業企画

第 1回若い会員の集い小委員会

10日 611寺- 9 時半

Sそピク卜リアステーションヒ Jレトンプラザ庖

石川副委員長ほか15名

昭和62年度小委員会担当副委員長、幹事の

選出

(2) 前年度の事業報告

(3) 本年度の年間企画

出席者

j 韓司王 (1)  

事業委員会

16日 12時半 - 2 時 於本会会議室

出 席 者 西 村 委 員 長 ほ か 5 名

議事 (1) 昭和62年度正 ・副委員長および幹事の選出

(2) 各小委員会の事業報告および本年度の事業

企画

特別見学分科会

20日 6 時半 - 10時半 於本会会議室

出 席 者 大 川 主 査 ほ か 2 名

議 事 官IJ 立70周年記念事業「特別兄学J ( ヨーロ y パ) の

企画

「昭和生まれ一関西の建築家50
J
作品展企画分科会

24日 6 時半 - 9 時50分 於本会会議室

出 席 者 石 川 主 査 ほ か 3 名

議 事 本 会 創 立70周年記念事業「建築と社会」臨時噌刊

号50人作品展の企画について

教 委

. A.  

2玄育 員

16日 6 時- 7 時45分 於本会会汲室

出 席 者 片 倉 委 員 長 ほ か12名

殺事 (1) 昭和62年度正 ・副委員長および幹事の選出

(2) 講習会・工高生教育両小委員会の委員編成

(3) 本年度の事業企画

建 キオ

. A.  

ｾ＠委員

9 臼 3 時半 - 511寺半 於本会会議室

出 席 者 金 井 委 員 長 ほ か20名

材料説明 アガトス ( 7 ァインセラミ γ ク建材) /  

担当 ・猪野委員

議事 (1) 今後の検討建材

(2)  r新建材紹介コーナー」掲載予定

(3) 旧委員長挨拶

(4)  新委員長互選と挨拶

出 委

. A.  

ｾ＠版 員

30日

出席者

議事( 1 )

(2) 

(3)  

(4)  

5 時- 6 時半 於本会会議室

須賀委員ほか 7 名

正 . ;¥I IJ 委負長互選

〈プロのノウハウ〉と 特装本の経過報告

今後のテーマと執筆者選定

委員会定例日

]1

1  ｾｊｴ ｾｩｴ＠ フ .フ
築 ク

7 日

出席者

議 事 (1)  

(2) 

(3) 

(4)  

12時 半 - 2  0寺 於本会会滋室

塚本代表ほか新旧委員 10名

役員半数交代と正副委貝長の互選

5 月以降の講師、司会者の決定

昭和61年度収支決算示認の件

昭和62年度収支予算承認のf牛

朝食会

14日 8 時半 - 1 0時 於大阪グランドホテル

演題 「限界に挑戦」

講師 震』量挙げゴールドメダリスト 三宅 投信氏

出席者 59名

ローマ ・東京 ・メキシコ ・ミュンヘンの各オリンピ y

クにおいて大活蹴された、三宅設信氏にお話を伺った。

4 月 の 入 会 者 ( 倣称略)

( f 国人会員 13名〕

石 崎 外 史

( 日本建設)

川 崎 弘 人

( 日本建設)

藤 原 英 雛

( 日本雄投)

立 成 良 三

( 太阪府建築部)

告 田 高 子

( 近組大学理工学部)

〔准会員 2名〕

三 反 田 隆 洋 中 国 電 二

{ 大阪工重大学大学院) ( 大阪工業大学)

大 西 則 道

( 日本建設)

長 維 聡

( 日本建設)

山 本 綾 隆

( 日本建設)

松 井 義 雄

( 郡市空間設計研究所)

柿 本 直 昌

( 日本建設)

福 本 和 彦

( 日本主M )

弁 上 雅 博

( 高松組)

安 田 孝

( . k 阪大学工 J 主制)

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口



川NF OR MA T削 問 日I

第 12回吉 田 五 十 入賞- 今 回 は佳 作 賞 3 点 、 特 別賞 を 選 ぶ
吉田五 卜八rt・としては挫築の部、建築関述美術

の音I1ともに該当作品がなかったが、建築の宮I1で佳

作rt・3 点、特別賞 l 件が選ばれた，

め か み や ま

. ;  大阪市計.1ぬ区イUt

一1922年奈良県明日付

生まれ

1940年 N' f 工JZ72校

:>'(.1， 

1956年夫姐Li 止，ir' lqfi

所制，( 主

他に、商業空1111デザ

イン賞、日本ill 築'γ:

会作品質

. 佳 作 賞/ 目神山の家⑧

、、L 、、 おさ む

( 西宮市) 設 計 石 井 修

道路沿いの極端に納長〈、道路面からの泌王室

3 mという厳しい敷地条件を克服したこの鉄筋

コンクリートの小住宅は、自然環境と景観 をト

二分に享受して、現代的な住機能と些かな内需I1

ｾ問を満たしている。その建築の哲学と予法は、

建築行為の l京初J の姿を今日再現し成功した柿な

例であり、その非凡な J 能と rl然への謙虚. な心

を持った，建築家によってのみ可能といえる。作

者のこの地におけるー述の作品がそれを物語っ

ているが、これはその代表作と評価する。

東京都文京区イI ( J'

- 1928年東京仰せ三まれ

1953年日本大マ卒業

後、神奈川 ｾ｜ｴｫ

師

1955年( 株) 新生l ! 築社

入社

現街、( 株) 新l . I l 築社

社長

他に. 日本l . I l 築学会

100周年記念文

化賞

神戸市中央医イUt

1946年横浜市生まれ

1969年早稲日l 大7・平

業後、r . ;υぐ下院

修了‘ 事U!l，ij'W

開設立に参加l

事u，: 、神戸大γ:: ，，14削、

いるか ， 没 ｾＱＧ ｬｉ ｈＮｈ

顧問l

他に、 ｩ 芸術ｾ奨文剖 ｉ

大臣新人賞( 匁) 、

日本町IJli ，il1同学

会石川賞( 製)

. 佳 作 賞/ 鼠 町 立 図 書 館

しげむ ら つとむ

(徳 島県) 設 計 重 村 力

この図占館は、土I歳を模した図 . !H官線と、既

存の土l歳1洋やl歳塀を再利用した付属棟をもって

誕生した複合的文化 センターである。過去の機

式に全面的に依存することのない大胆な ft 匠と、

外部空間の創出にも成功しているが、特徴はむ

しろ地縁の収入とその技法、阿波のi7石などの

材料、そうした伝統の記憶ーを誕生らせて、この主主

築主宇を造り出したところにある。 f乍品としても

優れているが、それが企画され建てられる過位

に大きな意義のあった控築である。

お ぶ せ

長野市柳 j抵抗住

1927年長野県l J " ( 以，fj

生まれ

1951年甲稲聞大小本

業後、佐藤武夫

設Jt 事務所

1966年古本 : Uと.没，1I

事務所開設

現代、事務所主宰し、

日州大学" ' " 附

他に、中部主主築賞、

長野県知事賞、

日本l. Il ! l ! ! q・会作

品質

. 佳 作 賞/ 小 布 施 町 街 区 整 備

み や も と た だ な が

修 景( 長野県) 設 計 宮 本 忠

町の中心部約1500耐の地に、約 12年をかけて

町並修長 Ｇ ｬ ｯ［Ｎｾは展開された。地権者は Ｕ 者、 ｩｬｬ

築主 I H者で、新築 ・解 体 手 間 賞 最 移 転 ・修築、

道路の付け ｦｾ え ・ 主主制 ｩ￮ ・ 織広場の設定 ・ 外椛工

事などが関係者の協力のもとに行われた。北斎

館、高j [ 二鴻山記念館、信用金庫や菜菓子舗の主主

築群、例人住宅が澄明てＧｉＧｩ ｐ トねな雰閤気をｾす。

土地のill 築家として父子二代にわたって誠実

な仕事を絞けてきた氏によってはじめて可能な

難事業であったと思われるが、その難しさが表

面に出ていないと ころが! ) さやかである。

. 特 別 賞/ 建築ジャーナリズムを通して建築界への功績 昔 白 義 勇

『新建築』は、建築ジャーナリズムでの第ー の現代建築文化を海外に紹介している。

入者として ill 築界の質的向上、とくにそのill 築 氏は、新処築社の歴史の過年を責任ある立場

芸術面においての寄与は、特乍に価するところ で狙い、また建築界内外の幅広い交流をもって

で、優れた建築家を輩出させる煤介として大き 建築文化のJJF及、向上に只献するところも多大

な役割l を* たしてきている。また 30年間にわた である。

る英文の rJ apan  architectJ 誌を通して、日本

越援と社会/ 1987年 6 月号 71 
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愛 知 県 新 文 化 会 館( 仮称) 設計競技( 栄地区) の結果

愛知県新文化会館設計競技は、新文化会館を二

つの建設地に分けて建設するに当たり、公開設計

競技として二つ併行して実施され、 H下年 8 月に同

時にスター卜したもので、今年 3 月の名城地区の

発表に引き続き、 5 月末に栄地区の選定結果も公

表された。

この栄地区の設計競技は公開 2 段階方式で行わ

れ、第一段階には海外居住者を含め全国から 180

人の応募があった。第一段階の選定後、引き続き

第一段階の入賞者10人を対象に第二段階の選考を

mねた後、: i 1 主藤繁氏の作品を最優秀と決定した 。

今回の応募作品の傾向として、ペデストリアン

デッキのレベル、地上レベル、地下アプローチレ

ベル等について変化に富んだ空間の従案が特徴的

で、大きなアトリウムを取り入れたもの、i ! [ 統的

に展開する共通空間を配置したもの、サンクンガ

ーデンを大胆に取り入れたものなど、さまざまな

提案が見られた。

回中清雄案

服部紀和案

複合施設の要の文化情報センタ一、とくにコン

サートホール、劇場型ホール等は全体計画上重要

な位置を占めるが、多少レベル差を与え地上に配

置したもの、一つのホールを会而的に地下に計画

したもの、二つめホールを似み亙ねで計画したも

のなどの提案が多かった。

進藤氏の作品は、高度に複合化している新文化

会館の美術館、ホール、文化的報センタ一等の各

機能を明快なゾーニングにより配置し、利用、管

理の商から使いやすくまとめられている 。 また、

大きな共通空間を設け、これを小心に各部門を有

機的に結び、 ＲＲ かな回遊 ｾｮｮ をが ｩ 出するものとな

っており 、その外観は亙! 写な存在感のあるデザイ

ンでまとめられ 、芸術文化の rlq茨的組設としては

もちろん、名古屋の者11心のシンボルとなりうる魅

力ある作品として評価された 。

進泌氏笑は今年中に基本設計を終え、 63年 1 月

から笑施設討を開始し、 63年後半に着工の予定。

- 最優秀作品 ( 左)

設計 進藤 繁 (45歳)

一一昭和40年早稲田大学建築

学科卒業、大成建設入社

- 優秀作品 9 点 (下 ) - ' : w町t -

問中m雄 (61歳)/( 株) ii引11主tt 築設計事務所

大谷幸夫 (63歳) / 千葉大中工学部建築判2十

由里知久 (40歳)/ 成仏建設( 株)

服部紀和 ( 46歳)/( 株)竹中工務庖

岩崎堅一 ( 47副長) / ( 妹) 竹中工務庖

奥平与人 ＨＴＱ 歳ＩＯｉｩｅ ｑｊｾ 設Ｈ株Ｉ

三国泰路(60歳) / ( 株)竹中工務庖

成瀬;おー (51歳)/戸 田ill 設(妹)

岡 本 宏 ( 43歳)/ 治水ill 設(株)

三国泰路案 成瀬嘉一案 岡本 * 案

72 他築 と社会/ 1987年 6 月号

ホ大阪市ハウジングデザイン

賞 F を 創 設一一 ご紹介ください。

素敵なマンショを. ノ 一一

大阪市では、このたび、魅力ある良質な都市型

集合住宅の建設促進とともに、住宅供給に携わる

人々の住宅に対する意識の高協を図るため、「大阪

市ハウジングデザイン賞」を創設した 。

この11は、都市居住の魅力を創出し、その活性

化を推進するため、昭和61年に策定された 21世紀

初市居住イベント構想( 大阪市 HOP E 計図) の一

環として設けられたものである 。

新たに創設されたこのrt・は、大阪市内の民聞の

集合住宅を対象に、外観デザイン、住戸計画、配

置計阿などの設計面や構造面、設1fl1n茄、管理面等

の総合的な角度から優れたよn合住宅を表彰するも

のであり、設計者、施工者や市民から自薦、他薦

されたものの中から選考されるので、大阪市では

広〈推 Ｑ Ｎ ｦＱ ｴ をｾｾ っ ている 。

*  

〔表彰の対象〕

大阪市内で、昭和57年 4 月 1 日から昭和62年 3

月31 日までの聞に完成した民間の都市型集合住宅。

ただし (5) にかかわるものは、完成時期を問わない。

(1) 市民の多様なニーズや地区の特性に対応した水

燃の向い住宅。

(2) 外観デザイン、配置計画、住戸3十回等に優れ、

魅力ある住宅や住環境とな っているもの。

(3) 新しい技術の開発や斬新なアイデアの導入等に

より、快適な住空間が形成されているもの。

(4) 既存住宅を有効に活用し、優れた改造等が行わ

れているもの。

(5) 維持管理が適切に行われ 、住宅や住環筑が良好

に保たれているもの。

(6) その他、住宅や住環境に関して優れているもの。

〔十!fIJ.f1t方法〕

区役所等に備え付けの推胞はがきまたは官製はが

きに推 I.r. tする集合住宅名とその所在地、推薦者の

住所、氏名等を記入のうえ、大阪市若11市型完備局計

画音11指導助成課まで送付すること 。

〔受付期間〕

昭和62年 6 月15 日( 月ト昭和62年 7 月31 日幽

〔審公只〕

足立 字(大阪大午名誉教授)

点 字光{大阪大学工学部教筏 )

磯村隆文( 大阪市立大学経済学部教段 )

.Mキt f首( N H  K 大阪放送局政送業務部長)

巽 和夫( 京郎大学工学部i教授)

f恋欠典子(弁A 上)

長尾」忠男( ( t 宅金倣公J ol l 大阪支所長)

三輪雅久( 大阪市立大学工学部教授)

Crt) 

ハウジングデザイン賞、 4 - 5 点。 うち特に優れ

たものを大賞。

〔表彰〕

表彰対象住宅の事業者、設計者、管理組合等に表

彬状を州り、当該住宅には銘板を取り付ける 。

〔発表〕

昭和62年 10月下旬 ( 予定 )

大阪市都市監f結局計画部伝導助成諜 (06) 208-

9225 (干530 大阪市北区中之砧 1-3-20) または( 財) 大阪

都市協会 (06) 208-8791へ問い合わせのこと 。
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「ひょうご住宅百選」の推薦

募 集一一 あなたの町の優れた住宅 を

推薦してください 。一一

昭和62年の 「国際居住年」 を契機に、兵庫県で

は、兵庫県内の優れた住宅を選定することにより、

「ふるさと兵席」の賞震な財産として優れた住宅・

住環境を見直し、県民の住宅・住環境に対する意

識の高揚を図り、も って今後の良好な住まいづ く

りに資することを目的として、 「ひょ うご住宅有

選」を笑泌することとな った。

身近な住宅の中から、この百遂の趣旨に ふ さわ

しい住宅の推mt を、広募している 。

*  
〔対象住宅〕

兵庫県内に存する歴史的、文化的、技術的に優れ

た住宅、地域性22かな住宅等 、この百選の趣旨に

沿う住宅。なお住宅としては、個人住宅、集合住

宅、住宅群のほか、かつては住宅であ ったが、現

在は住宅以外の用途に使用されているものも含む。

〔募集・推薦の方法〕

県民局、土木事務所および県下の各市町役場等に

備え付けの用紙に必要事項を記入し、写真( 1 枚 )

をのりづけのうえ、送付のこと 。 自1m 他騰を問

わず、一人何通ても可。

〔推廊受付期間〕

昭和62年 7 月 1 B  - 7 月31 日

〔応募先〕

編集後記メモ

兵庫県都市住宅都政策課内「ひょうこe 住宅百選」係

⑤650 神戸市中央区下山手通り 5 丁目 10- 1

〔審査〕

この星回アーバンリビング・デザインコンペテ

イションには、設計のみの提案を求める「設計競

技部門」と、設計から事業化までを含めて提案を

選定委只会 求める「事業提案競技部門」を設けている。

大垣 図絵 (級 化・神戸l' トンインテリアデザイン 研究所長) 要項等は、設計 ・事業両部門とも 7 月25 日まで

嶋 田 勝 次 ( 郡 市 計 画 神 戸 大 学 教 授)

新 谷 珠 紀 (彫 刻・神 戸 女 子 大 学 教 授)

多 淵 敏 樹 (建 築 史 神 戸 大 学 教 授)

中西 勝 ( 画 家・神 戸 学 院 大 学 教 授)

長 谷 川 哲 之 助(建 築 兵 庫 県 建 築 士 会 会 長 )

三木五. n 弘 (報 道・神戸新聞 論説苗rj 委員長 )

〔発表〕

昭和62年 9 月末。同年10月 5 自の国際居住年シン

ポジウムにおいて発表式。

〔認定証および記念品の贈呈〕

選定された住宅の所有者に認定証を授与。推薦さ

れた方の中から、抽選により記念品を贈呈。

〔問い合わせ先〕

兵庫県都市住宅音11政策課「ひょうご住宅百選」係

t i 078- 341- 7711 内線4386

星 回アーバンリビング・デザ

インコンペティションの実施

大阪府では、昭和62年の国際居住年を記念し、

府下交野市星団地区 ( 面積約26ha、大阪府住宅供

給公社所有地) を対象として、提案競技( コンペ)

によるまちづくりを笑施している 。

の問、コンペ事務局で交付している。

(1)設計競技部門

・競技の対象

対象地区内( 約2.6ha、計画戸数120- 130戸) の住

宅の配置設計および建物設計

・応募資格

一級建築士事務所またはこれらの逮合体。ただし、

建設業法による許可を受けた法人に属する併設事

務所は除〈 。

優秀提案は、大阪府住宅供給公社が事業化を行う。

(2) 事業提案競技部門

・競技の対象

対象地区内( 約15ha、計画戸数650戸) の住宅等の

基本設計および事業計画

・応募資格

対象地区における住宅等の設計計画および事業経

営・管理等の業務を実施す るにふさわしい資力 ・

信用および技術を備えた企業または企業連合体。

最優秀提案者は、対象地区の用地を綴り受け提案

内容を実施。

〔事務局〕

大阪府建築部建築指導課

⑤540 大阪市東区大手前之町

t i 06- 941- 0351( 内線4321)

「国際居住会機ー横浜会機」第2固プレ・シンポジウム

ー r N G Oへの期待」一

- 先日、明治村にて「武悶五ー ・人と作品」が展 です。 21世紀に向けて、人間居住の新しいあり方を 地

示されているというので、行 ってきました 。武田 国 7 月には、本誌臨時地刊号として 「昭和生まれ 球規模で考える国際シンポジウム。今回のプレ ・

五一氏はいうまでもなく、日本建築協会設立者の 関西の建築家50J が発刊されます。定価￥ 1500 シンポジウムは、世界の開発途上国で居住環境の

ひとりで、関西における控築の父といわれている ですが、せひご鱗入下さるようお願いいたします。 改善に成果をあげて注目されている N G  0  ( Non-

人です。その作品は、「建築にとどまらず、ストリ 内容については、 36頁に詳しく紹介しています。 Gover nment al Organi zat i on) の活動をとりあげて、

ートファニチュア、記念碑、俄梁のほか、家具、 ( 絵井記) 草の根レベルで居住環境改善に取り組む住民の活

f f i I 明、染色、日常の小物に至るまで諸々の工芸デ

ザイ ンにわたり、留学で学んだアーツ・アンド ・

クラフツ運動、グラスゴ一派、セセ ッ ションの Ｉ Ｂ ｾ

響の色濃い作風」をも っており、その天オーぶ りに

は今さらながら鴛かされました 。本会より、昭和

7 年にデザインされた住宅コンペ: t t 用としての「日

本建築協会食 J n牌と、 「建築と社会」前身の 「関

西建築協会雑誌」の表紙デザインを出品しました 。

いずれも、武田五一氏の作品です。

・本号の本文特集は、「室内の仕上床」です。施工

材料分科会の企画になるもので、すでに発行され

ている「床の榊工法J ( 昭和59年10月号) からはじ

まって、「外壁J ( 昭和60年 6 月号) 、「屋線J ( 昭和

61年 2 月号 ) に統〈ー述のシリーズとしてとりあ

げたものです。施工材料関係者だけでなく、でき

るだけ設計者にも見ていただくよう配慮したもの

日本挫築協会賞賞牌( 武田五ーデザイ ン. 昭和7 年)

動に焦点をあてた構成のシンポジウムとなってい

る。詳細は国際居住会誠実行委員会事務局( 検浜

市建築局内 045- 671- 2920) へ。

と き 昭 和62年 7 月28日ω 午後 3 時一 9 時

ところ 新都市ホ ール( 横浜そごう 9 時)

参加' Ei 1000円( 当日受付払い)

プログラム

第 l 部 フ ィ ル ム 、 ビ デ オ 上 映 午 後3: 00- 5: 00

・Ex plodi ng Ci t i es 、.Bui lding T oget her 

休 憩 ビ デ オ 上 映 午後5: 00- 6・00

. 100万戸建設への道一スリランカ

第 2 昔日パネルディスカ ッション 午後6: 00- 9 : 00 

. コーディネータ / 渡辺俊一( 建設省建築研究所)

・ノマネラー/ ジョン ・F ・C . ターナ一、アリ 7 ・

ハ ッサン、プラティープ ・ウングソンタム、ホル

へ ・ア ンソレーナ 、高田昇

建築と社全/ 別 7年 6 月号 73 
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内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市中央区北長狭通4丁目 2番4号( 英和ピル)

電 話 神 戸 ( 331) 0881- 3 

支 底 大阪市北区西天満2丁目 6番8号( 堂ピ j レ5階)

電 話 大 阪(364) 2031 - 4  

倉 庫 神戸市東灘区御影石町 4 丁目( 電話811-3610)

テトカッパー防水

• 
.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . ー ヂ 今 一

- ・・・・. . ・- ・・・・ ー- ー ー 一ー一. 一. .  .  .  .  .  .  .  .  

一 一 一 一 ー ー . ・・.

| 坊水専業の研究経験から生れたすくない資源のパーフェクトな防水Mで す。

こ の 防 水 層 は ( 一 層 防 水 ) 1迎工するだけで、 | 坊水は完堕です.

地 度 変 化 に や11びがなく、柔軟性に .，J み、耐殿、画f薬 品 位 に { 憂れ、腐蝕しません。

コーパータイト 新 工 法

カッパー防水帯 オ ク ロ ン 防 水 帯 プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

護ゑ

奥山化工業株式舎社
本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8 - 4 - 9

大 阪 事 務 所 大 阪 市 桂 川 区 東 三 国6- 1- 41

埼玉管築研 崎玉県禍川市東 1- 3- 30

唐木出版所 神様川県厚木市金田 259

名古匝i WI 冊 名古盤市南区若車町33

九州出掛所 佐賀県佐賀郡諸富町大字路高温450

電 話03 (57! )  2703 

電 話回 (391) 1081・2

電 話0487(7叫2845-6

電艇0462 (21 )  1761 

電 話052 (811 )  3660 

電 話0952 ( ' 7) 四 時

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東洋シャッター株式会社

本 社 : 大阪市東区両答町 1- 12 日生ピル 含 (943) 6571代 表

東京・横浜 ・盛岡・仙台・水戸 ・静岡・岡崎 ・名古屋・富山・大津・京都・神戸・広島・高松 ・福岡他全 国 主 要 都 市



空 関 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空気踊和・給排水・衛生・防災設備 設計・施工

令 部 銅83 : 業経

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 1 - 25- 7  包括 (434) 6171(大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 島 1- 58- 59 電 話 (302) 2 2 7  1  ( 代)

支 底 北 海 道 ・ 東; f t . 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 釧 路 ・ 函 館 ・盛 岡 ・ 機 浜 ・ 静 岡 京 都 ・ 神 戸

震災羽汚禁処違設計施工

φ 去 を 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 郡561 局4944 ( 代 )

神 戸 市 中 央 区 下 山 手 通 6 - 2  - 8 電 話 神 戸 341局 5 8 9 2  

電気 ・空調・衛生・防災 ・産業廃水設備

設 計 施 工

・m ヲイヲ: J 械式会社

: $l ! i ・大匝制I 〒550 Ｉ＼阪市西区江戸組 Ｑ 丁目 Ｙ 昨 ＲＵｾｽ 電 信 (06)44ト8231

東 京 本 社 〒 104 東 京 都 中 央 区 銀 座2丁目 2酢17号 電 話 (03) 535-5251 

支 社 名 古 風 ・ 福 岡

宝 庫 札 帆 ・ 仙 台 ・ 新 記1・k 笛 ・ 子 楽 情浜 金 沢 神 戸 天 王 型 問l山 ー 広 島

高 訟 鰍 本

営 輯 所 帯 広 同 館 時 森 軌 回 盛 岡1. 1田 崎 長 野 師 問 盛 岡 ;. 11 ・富山

福 井 京 都 . b ! i 山 総 山 町 知 北 九 州 胤 児 島 邦 則

出 張 所 旭 川 網 島 総 江 徳 島 長 崎 ・ 白 ー 輔

海 外 貰 底 シンガポール ーホ ノコン スリランカ

技 術 研 究 所 〒354 埼 玉 県 人 IIll r.tI 三 芳町 太 平 .t 永 井390砕 地 電 話 (0492)58-1511

- 給排水衛生 ・冷暖房

・空気調和絵傭 ・その他管工事一切の級計・ 9匝工

⑮ 斎 久 互 業株式会社
本 社 東 京 都 千 代 図 区 大 手 町2- 6- 2 ( 日本ビル)

電 話 03- (270) ー7411(:的

大阪支社 大阪市北区堂島 1- 5- 33 ( 中国銀行ビル)

電 信 06- (346) ー2581(:的

支 庖 札 幌 ・ 岡 山

営 業 所 仙台・千葉・償浜・名古屋 ・金沢・ 四国・広島・福岡

出 張 所 福 井 ・ 倉 敷 ・ 松 山 ・ 宇 都 宮 ・ 静 岡 ・ 苫 小 牧

空 気 調 和 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

電 気 設 備

j厨 房

/ v 、¥ 王R境 衛 生 施 設

( f三、 l 荷 役 運 搬 機 械

、....____...ノ 化 学 鉱 山 機 械

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 白 谷 消 二

取締役大阪支底長 堀 位 久 治

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 111' 1也' 1I t J舌 大阪 (202) 代表3071

本 庖 東京都千代田区有楽町 1 - 4 - 1 ( 三倍ピ J レ)

支 底 名古屋・九州 ー北海道中国東北・北陸・四国シンガポー Jレ

営 業 所 悦浜 ー静 岡 盟 問 ・岡 山 金 沢 ・ 新 潮 ・ 香 港

空 気 調 和 設 備 ニ

衛 生 設 備 ぷ 計 施 工

φ 三建設備工業ヰ結審社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 梅田T 3 番 5 号 屯 話 ( 352) 1 1  3  1  ( 代 )

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 僑 蝋 殻 町 2 - 22 ｾ｛話 Ｈ ＶＶＷ Ｉ 3431 ( 大 代 )

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・ 札 幌 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 新 潟 ・ 横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

。掠式会社三晃空調

本 社

東京本庖

大阪市東区械兄ツイン 21MI Dタワー

東京都新宿区西新宿 新宿住友ピル

大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番20号

仙 台 市 大 田T 2 丁 目 2 番 10 号

名古屋市中村区名駅南2丁目 14番目号

広 島 市 中 区 紙 屋 町 1 丁目 2 番22号

福 岡 市 中 央 区 大 名 2 T 目 4 番22号

札幌・償浜京都・神戸・総江

電 話 06- 949- 1371

電 結 03- 344ー 1911

電 路 06- 363ー 1371

電 路0222- 61- 3002

電 話052- 581- 8571

電 絡082- 247- 4535

電 結092ー 761- 3795

営 業 所

出 張 所 青森 ・秋田盛岡・ 宇都宮・千葉・川崎 ー富山 ・福 井 高 松 ・

下関・熊本・鹿児島・沖縄

cl eanai r  
夫、

。2要望主望号捗F京都生

ｾ＠ 空 間 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

宮 野 よりよき環境へ技術で挑む一一一一

- 株 式 会 社 精 研

1・ 1 日 回 目

本 社 大阪市南区瓦屋町2丁目 11番16号 ( オートセ ンタ ーピル1. 2階)

郵便信号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代表

メノテナ ンス 部 電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1  6  5  1 代 表

東 京 支 底 東京都千代田区九段南2丁目2番 5号( 九段ピル2 - 4階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1 代表

商昂 ｬ 平気です。 ｖｾ
a・E圃 熱と空気のエンジニア1 ーーー-

F  大気漏土

〉ーし/ : 粧品鉱山

空 気 調 和 ノ〆、¥ 搬 送機設備

給排水衛生 『 ζ " / 設 計 施 工

第ーエ紫抹式会社

大阪支庖

ガス設備の設計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガス住設機器特約庖

。大晃設備株式会社

本 社 設 備 部

大阪市北区西天満 5- 11- 12 電 06- 313- 1846

大 阪 営 業 所

枚 方 営 業 所 枚 方 市 甲 斐 由 来 町 9 - 3  電0720- 49- 2128

75 
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空 気 調 和 設 イ ?

と 設 計 施 工
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換 気 ・ 除 塵 設 備

東 洋 撚 工 総 織 式 会 抵 京 阪 安 倍

大 阪 市 西 区 靭 本 田T 3  - 1  - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9 T  E  L  (562)  1  3  5  1  

支 底 名 古 屋 ・ 福 岡

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

3525西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 illt 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3628番

支底・営業所 福岡・京都・天理 ・川西

回

日差 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

設 計 施 工

高 fi!!= 
釜拘

ｾ＠
- 守ー

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 (北 阪 急 ピ ル 9 階)

定 話 大 阪 (372) 2  5  1  1  (代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番地

ｭ 巴回目侶 Ｘｾｾ 胎 ｲｮ 匂ｦｦｩｊロ ＧＲｊＨｊＩＨｊＩ｀ 回

言直大号全日本板金工業組合連合会 大阪支部

E股大号社団法人日本建築板金協会 大阪支部

館 大 阪 府 板 金 工 業 組 合

理 事 長 福 本 大 元

〒 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 4 丁目 2 番 4 号 電話 06- 364 - 3774附

白ホり
住 ま い の ガ ン 細 胞、 し ろ あ り 公 害 を 未 然 に 防 ぎ ま し ょう 。

@ シロアリ 予防 ・駆除 ・施工 (10ヶ 年 保 E正付 )

I サ ン ブ レ ザ ー ( 予 防 削 AS定)

① 製 造 販 売 i サ ン ソ イ ル ( 土 i量 処 理 制)

l P G スケヤ ー( 加庄注入防腐木材・土台 ー大曳用)

山 陽 木 材 防 腐 株 式 会 社

大 阪 世 蝿 所 平541 大 阪 市 東 区 北 埠 3 T 目 7 惜 安 ピ ル 恒国 -231-64由

化 庇 品 部 〒 101 車 京 都 千 代 田 区 神 田 靖 国 町 ト26 芝 惜 神 田 ピ ル .. 03-2日 ー個 31

⑨日本管工業株式会社

本社耳東部主底京骨s 市 南 区 西 九 条 豊 田 町 2 0 番 地 の 1

電 量舌(681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 (691) 1045 

大 阪 支 J苫 大 阪 市 北 区天 満 1- 5- 20 電 話 ( 06 ) 352- 350H尚

三重支底海市栄町 2 - 1  1  1 電 話 (0592) 26- 361α 間

四 日 市 営 難 所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 話 ( 0593) 53ー7431(1勺

滋 賀 営 業 所 大 川 市 中 央 2 丁 目 4- 28 電 話 (0775) 22- 973似の

(*"1'，. 3舎四霊房 副事

ーa:電_........

J mJ  

③同議場橋会苫

c1l 

営業種目

空気調和・衛生設備工事・設計・施工

平山王業様式含滋

大阪市西区江戸沼1丁目 22番7号

f t 06- 441 - 1994 ・443- 0331

Standard 

@同

Board&.Slate 

東村

フ タ バ 工 業

活字のない印刷

⑩日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

本 社 〒545 大阪市阿倍野区阪南町7-5-30 膏 06 (氏ゆ i 111 代

日本写値セ ン' J - 干892 鹿児島市名山田T4・7 三宝ビル 官 0992 (26)  4371 

遠山写憎セ ンヲー 〒708 遠山市大手町8番5号機範広会館 ，ω682 (4)  1771 

沖縄写値セ ンヲー 〒筑氾荷風原村兼減 沖縄印刷団地 雷0988 (55)  61∞ 



設 計 施 工

⑤ 

気 株

電 気 設 備

設 計 施工

栗 原 工 業 械 式 会 紅

電 気 ・言十装 工 事

ーを
社

ム一

A
式電陽朝

土

本 社大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝 日 ピ ル T E L 大阪06 (385) 1361 ( 代)

大阪営業所 T E L 大阪06(385) 1361 (代) 京都営鍵所 T E L 京郎075(311) 1185(代)

東京営業所 T E L 東京03(574) 0  6  6  5  福岡出張所 T E L 福岡ω2(771) 6  1  6  8  

貧本山代 表 取 締 役

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 愈 ビ ル T E L 0 6- 3 1 3- 1 101 

支 広 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 踊 ・京 都 ・ 天 理

大 阪 商 ・神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・九 州

信原栗取 締 役 社 長

社
ム一

A

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

電 気 工 事 設 計 施 工

社興株 式 会 社
b  

d  

大阪支社長

大阪市東区高腿繍五丁目二八番地電話大阪 (202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社札幌・仙台・丸ノ内・新宿・償浜・名古屋・九州

営業所 ・出張所 全国主要都市32ヶ所

社

底

本

支

出 張 所

電気・計装・空調工事設計施工

�ｾ 卜園 ｉｾ 工ｾｾＮ二列Ｎｊｾ軍需 Ｙｦｴ

永 造

丁 目 l 番 3 号

限 り な き ク リ ー ン に 挑 戦 す る H

電 気重量備 ・ヲ リ ー ン ル ー ム ・ 冷 暖 房 設 備

給 排 水 衛 生 役 僧 ・ E十基皇制御股備 ・立 体 自 勧 倉 庫

エ ネ ル ギ ー 集 中 監 視 シ ス テ ム ・ 回 転 式 自 転 車 種 場

殴 E十 施 工

代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

大阪市北区西天満 2 丁悶 6 - 8  ( 堂ピル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 編 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 ( 671) 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 様 原 ・ 堺 ・ 滋 賀

本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5

T E L  0 6 - 3 6 4 - 3 0 5 6  (代)

東京・神戸 ・広島・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・ 札 幌 ・ 苫 小 牧 ・浜 松 ・滋 賀

京 郎 ・高砂・ 三 原・徳山 ・怯山・新居浜・福岡・沖縄

山取 締 役 社 長

社

支 庖

事 業 所

&  

本

ー- ｲＭＢＭｉ巨商品“品些］ｦ］ｾＭｬｾ
ニニヨ玉司歪暗躍 ｑ ，ｊ［Ｎ、ｾＧｴ ｉ

取 締 役 社 長 軍 事 納 イ云 三

干 530 大 阪 市 北 区 丙 天 満 2 - 6 - 8 ( 堂ピル) T E L  06(36叫 1 4  7  1  

T E L E X  523- 3  2  8  7  

干 105 班 点 冊 港 区 新 情2- 16(ニ ュ ー 断惜 ピル) T E L  03(504) 0  2  3  1  

T E L E X  222- 6  7  2  4  

〒462 名 古 畠 市 北 区 金 雄 三 T n  12 ー 14 T E L  052(991)  5  1  3  1  

〒657 神 戸 市曙 区 岩 居 中 町1-2-9( エ ピ ス ピ ル ) T E L  078ω81)  5  5  7  1  

ミゐ

本 社

東 京 宝 庫

名 古 屋 支 窟

神 戸 宝 庫

内外産建築用大理石

花嗣岩・其ノ他石材

ネオパリ工

J 号、

-、ぃ，，-

本社工h品

京都工h品

岡山工場

テラゾーブロック

テラソータイル

各種カラー平板
。 住 友 電 設

株式会社旭大理石工作所

電話 ( 06) 954- 6661代表

電話 (07746) 2- 0  3  7  4  

電話 (08699) 3- 1  3 6 5  

干535 大阪市旭区中宮 l 丁目 10番 9 号

〒610- 03 京都府綴喜郡田辺町大住

干709- 04 岡山県和気郡和気町大字原

男

志祉/ 〒笛3 大匝ifi 岨島E 掴島7丁目22-8 ，， ｾ曲 ＮＩ Ｔ 毘 Ｍ ＱＱＵＱ ( 大代l

E 軍/ 〒1国軍軍園通E 芝2T目2- 17  ，， ｾωＩ Ｔ 割ー乃 ＱＱ Ｈ 大 ｩｾＩ

・世蝿工事 ・プラント工，

ピル竃恒且蝿工" 空 調 工 事 ・情喧システム工，

工唱竃M 蝿工事 岨揖水面生工 事 先E 道システム工 事

防圃電量凪蝿工事 時 孫 配 曹 工 事 CATVシステム工事

肘 聾 工 夢 潤防施積E 蝿工事 吾圃アンテナ聾唖工事

，馬相取締役社長

あ ±

勺 ・T 叩

ゆ こー 玄

7. _ 阪 フ

崖門事骨ア• I 一li! f t ッ

根二一 i雇 ヲ

工.l!L 1&ス

ま株主実

相者: 工- -

談 τｾ ｾｬ ＱＮ
は云 副 主

社 三一四
E  号 六 五

奉 仕 感 謝 の 底

タイル工事施工

⑩25 川 岸 窯 業 商 唐

⑤ 550 大阪市西区西本町 1 - 1 3 - 3 3  

話 大 阪 06( 532) 代 0461 e 5 5 0  

天 理 市 丹 波 市 新 聞T 50 

ヰ土本

天理営業所

工

富士造園土木顎

計 施

:1¥. 

日又園

⑧ 

、まt

; J . S 

模型製作 l  

石 m模型・アクリル校増製作目

， 

• 

〒665 宝塚市山本東 2 - 6  - 17 

電話 0797- 88- 0501刊

同日空歪2EL主主主

77 

干ｾ 行 ｭｉｉＡＱＨｪ 元 日 本 ｭ 山 Ｑ Ｑ￫ Ｎ Ｑ Ｎ ，Ｎ

，五 ・



製造元 自由マスヲーピJ I.ヲ1弐 縁 式 会 量

販売元苅 ｴ モ ｲ ｬｊヨ」署勾届ｾ念念事司 ｅ 重量 ｚ 最企
本 社 / 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 1 6 - 26 ・03- 弱2-8811

大 阪 営 業 所 / 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 7 ・06- 202-3294 

特殊壁装材製造販売 和室に最適

一一一一・票楽壁紙・ホクシノン (無機質壁紙)

trl 司( 株) 踊0ヨコ! ] D:::l

場

一

二

エ

第

第

⑤Ｎ￞Ｑ｟ ｜ｖｾＭ 横代の断熱府シｾ人
，象庁・ 4 み

目n/¥11イチ11ーシート P

自主電線株式曾批判開軒畑町訓汀目 ＱＱＲｾＨ 刊ピル ｽ

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗 布 防 水 ・シート防水 ・モ Jレタル防水

・樹勝注入後着工法 各 鍾 樹 脂 注 入f喪主T補 修 工 事

・ 亀 裂 判 官 修 工 事 各傾樹脂注入 ・充 填 ・ コ ー キ ン グ

・ シ ー リ ン グ 工 事 シリコン ・チオコール・ウレタン・アクリ Jレ

・吹 付 工 事 アクリル・リンン ・弾性タイ j レ・その他

く〉建 股 築 許 可 大 阪 府 知 事J午可( 般ー53) 第51225号

o日 本 シ ー リ ン グ 工 事 業 協 会 々 員

大 阪 市 北 区 末 広 町 3 - 2  1  I. Lι 、比三1: . " r A - ..a...I- τ 主主

監相地所扇町ピル 201 5  I.f2:: J  ""' rf '  <<OJ 古田亡司門7 4J T1

T E L  06( 315) 070 1  〓円・ 7 ・... ...-.・..-、0:"#・

デンカC S Aファミリー製品

・子二J nCSA… … … … … … … … … … コンクリー卜のひびわれ防止に

( 膨張. ' 性混和材)

・子二J n弓ヌヨニJ …・・………………・・鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

( グ ラウト用無収縮 材 )

ＮＷＺニ ｊｮ 守 Ｓ ー子 Ｂｊｉｊｾ . … … … … … ・コンクリート躯体の漏水補修に

( 止水 ・補修 用急硬セメント)

・寄与nES. … … … … … … … … … … ・・地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急硬 材 )

- TニJ nI J OOO・… … … … … … … ・… コンクリートパイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和材) ハイモメント製造用に

電気化学工業株式会社
社

T E L 本社・京都・網野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0773) 7 6 - 0 1 3 3  

会産 業 株 式
由

京浜

近 畿 地 区 販 売 庖

ム

宮株 式浦 産 業金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 ネ土

4 4 3 - 6 1 8 1  T E L 大 阪 ( 0 6  )  

株 式

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東 京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

/ 本 社コト --
社

ム

冨洋 物 産 株 式光 本土

. A  

冨耳

8 3 - 2 3 8 1  T E L 滋賀・ 守山 ( 0 7 7 5 )2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 大 阪 ( 0 6  )  
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ｔｬ ｉｊｉ ＡｊｾヨＡ乱暴ヲ ｊｬ
特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料

責 任 施 工

種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5PM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシングル

- オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

色 彩 豊 富長 尺 物

a::I 

ロロ

/  

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

戸 フ タ ー ケ ア ー

sィ、ilJi . S 大 iJ5i. .YiJ ;主・ボ ッ ク ス i皮 . W ジ ャ ン ボi! 主・V デ ッ キ

S Y ジ ャ ン ボ 波 ・ボ、ルトレスルーフ BL. 其 の 他

平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・堅樋・軒樋

各種換気装置 〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・工キゾスター (強制)J

ボーロイド( 断熱材 ) D. G. K. ※ カ タ ロ グ を 伺Jt，'i ボドさい

ｩ ｬｊｩｾ 反 ｭ Ｍｴ各

途用

盛
大 阪 本 社 干660 尼 崎 市H召fll 南II1Iリ 3 - 26 松 本 ビJ レ 泣 訴 大 阪 ( 06) 412 - 5131(代)

大 阪 支l苫及工場 大 阪 ・) L州 ・:r， ，' ，.l; { ・11.:山 ・米 粂 ・メIJ 谷 . ｾｉ［ＧＺｾ 各

東 京 本 社 及 工 場 干335 厳r ! i 塚 越 5 r  "  6  -/存 32 -¥てf I E話 厳 ( 0484) 42 - 3115( 代 )

支 庖 及 工 場 Ｊｾヒ ・ 点点 ・ ｼ民 ＱＪ ・ 熊谷

ｔｦ ｉｊｉｾＹｊ 乱暴 Ｙｊｬ 製造椋式会祖

体 育 館 屋 根 フ ネ ン シ ン グ ル

匡立国 建築技術者必携の専門誌
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株 式 会 社 建 築 技 術

干l聞東京都新宿区北新宿卜B-l 中島ピル

T  E  L  (03)363-4211 振替東京0-72417
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昭
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日

第
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樋

郵

便

物

犯

可

美しさで、センイ。早さでタイノ死

トータノν性能なタジマです;

それぞれの床に、それぞれのタジマ・センイ床タイル。

|口! じば ても、ボめ られる役割lはさまざま。丈夫 で美しく、感触がよく、そのうえ|幼炎性や制 IE効 決

がほしし、など。タジ、マのセンイ !ボタイノレ (タイルカ ーペッ ト) なら、 )IJ 途も 色 もた っぷ りラインア ッフ;

特 殊コンバ ウンドのパッキンク"M(;t、 1-1地 つなぎ、寸法 変化 の Ilij 起を解消。スピード1M工て手

liII L 、らず、メンテナンスも容 易など、どの製品にも床材の 総合メ ーカー ならで はの技術がノ|ミかさ

宮里

車丘

三定 妄

ι 価 喜

子九 高

士 五 ｾＱｴ
z ハ 科

.... 、.，1 11  

竺哩言

語送芸

百料 ウ

喜共 彼

と ' - ' 収

れてし、ますL

株式会社9 :1マ
東京. 干101 東京都千代 田区岩本町3- 1卜 13

TE  L  03 (  866)  6  1  0  1代表

大阪・ 干550大阪市 西区京町堀 ト 10- 5

TEL 06( 441 ) 595 1代表

床を創る
タジマのセンイ床タイルシリーズ

単 Ｑｾ ‘ 一 一一一一-・・・...長，_
二 二 二 二 二 ニゴ尋E一一一一一ーＭ・・・・・ ＱｉＯＱｊ［ｾ
Ｍ・・ｉ｣ ｬｾ 昼国区 ｱ 亘ｾ・・一 一Ｍ ｉ ｾ

Ｎｾ・・・

日3379- 6  雑 誌

-・・.. J C I . -


